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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の分割領域を具備し、前記複数の分割領域のうち、ユーザによって選択された分割
領域を感知する入力部と、
　前記複数の分割領域に対応する情報を割り当て、前記入力部によって、前記複数の分割
領域のうちいずれか１つの分割領域が選択されたと感知されれば、前記分割領域に割り当
てられた情報が入力されると解釈する入力解釈部と、を含み、
　前記複数の分割領域それぞれは、複数の文字が割り当てられており、
　前記分割領域のうち、２以上が選択されれば、前記選択された分割領域に割り当てられ
た複数の文字を、前記選択された分割領域の順序によって組み合わせて生成される予測単
語が抽出され、前記それぞれの分割領域に割り当てられ、
　前記入力解釈部は、前記予測単語が割り当てられた分割領域が、所定の方法によって選
択されれば、前記方法によって選択された分割領域に割り当てられた予測単語が入力され
ると解釈し、
　前記入力解釈部は、前記複数の分割領域のうち、少なくともいずれか１つの分割領域に
は、拡張キーが割り当てられるようにして、
　前記分割領域が 一つ以上選択され、前記拡張キーが選択されれば、前記拡張キーを除
いた、前記拡張キーに接した分割領域を含む拡張領域に前記抽出された予測単語が割り当
てられ、
　前記分割領域が一つ以上選択され、前記拡張キーが選択された後、前記拡張領域に属す
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る分割領域が選択されれば、前記予測単語が割り当てられた分割領域に割り当てられた予
測単語が入力されると解釈することを特徴とする単語予測を介した情報入力システム。
【請求項２】
　複数の分割領域を具備し、前記複数の分割領域のうち、ユーザによって選択された分割
領域を感知する入力部と、
　前記複数の分割領域に対応する情報を割り当て、前記入力部によって、前記複数の分割
領域のうちいずれか１つの分割領域が選択されたと感知されれば、前記分割領域に割り当
てられた情報が入力されると解釈する入力解釈部と、を含み、
　前記複数の分割領域それぞれは、複数の文字が割り当てられており、
　前記分割領域のうち、２以上が選択されれば、前記選択された分割領域に割り当てられ
た複数の文字を、前記選択された分割領域の順序によって組み合わせて生成される予測単
語が抽出され、前記それぞれの分割領域に割り当てられ、
　前記入力解釈部は、前記予測単語が割り当てられた分割領域が、所定の方法によって選
択されれば、前記方法によって選択された分割領域に割り当てられた予測単語が入力され
ると解釈し、
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記入力解釈部は、前記予測単語が割り当てられた分割領域に、前記ユーザが接触した
後、所定距離以上ドラッグしたと判断される場合、前記分割領域に割り当てられた予測単
語が入力されると解釈することを特徴とする単語予測を介した情報入力システム。
【請求項３】
　前記複数の分割領域が 一つ以上選択され、前記拡張キーが選択された後、前記拡張キ
ーを除いた、前記拡張キーに隣接した分割領域を含む拡張領域に属する分割領域が選択さ
れれば、前記予測単語が割り当てられた分割領域に割り当てられた予測単語及びスペース
キーが順次に入力されると解釈することを特徴とする請求項１に記載の単語予測を介した
情報入力システム。
【請求項４】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記複数の分割領域が 一つ以上選択された後でなされる、前記拡張キーの選択と、前
記分割領域の選択とが１つのドラッグ動作で行われることを特徴とする請求項３に記載の
単語予測を介した情報入力システム。
【請求項５】
　前記複数の分割領域が一つも選択されず、前記予測単語が、前記分割領域に割り当てら
れていない状態では、前記拡張キーの選択と、前記分割領域の選択とをなす１つのドラッ
グ動作が、前記予測単語の入力の代わりに選択された分割領域に該当する文字を大文字で
入力させ、シフト（shift）キーの機能を担当することを特徴とする請求項４に記載の単
語予測を介した情報入力システム。
【請求項６】
　前記分割領域が一つ以上選択され、前記拡張キー、前記拡張領域に属する分割領域、前
記拡張キーが順次に選択されれば、前記選択された分割領域に割り当てられた予測単語及
びスペースキーが順次に入力されたと解釈することを特徴とする請求項１に記載の単語予
測を介した情報入力システム。
【請求項７】
　前記分割領域が一つ以上選択され、前記拡張キー、前記拡張領域に属する分割領域、前
記拡張キーが順次に選択されれば、前記分割領域に割り当てられた予測単語は、大文字で
入力されることを特徴とする請求項１に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項８】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
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　前記複数の分割領域が一つ以上選択された後でなされる、前記拡張キー、前記分割領域
、前記拡張キーの選択に続いていく一連の選択過程が、１つのドラッグ動作で行われるこ
とを特徴とする請求項６または７に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項９】
　前記複数の文字が割り当てられた分割領域には、数字も割り当てられており、
　前記複数の文字が割り当てられた分割領域のうち、第１分割領域が選択された後、前記
拡張キーが割り当てられた分割領域が選択され、前記複数の文字が割り当てられた分割領
域のうち、第２分割領域が選択された場合、前記第１分割領域に割り当てられた複数の文
字のうち、第２分割領域に割り当てられた数字の順序に対応する文字が入力されるように
することを特徴とする請求項１に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１０】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記分割領域、前記拡張キー、前記分割領域の選択に続いていく一連の選択過程が、１
つのドラッグ動作で行われることを特徴とする請求項９に記載の単語予測を介した情報入
力システム。
【請求項１１】
　前記複数の文字が割り当てられた分割領域は、ドラッグ方式に選択されることを特徴と
する請求項１に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１２】
　前記分割領域が一つ以上選択され、前記拡張キー、前記拡張領域に属する分割領域、前
記拡張キーが順次に選択されれば、前記選択された予測単語が入力され、前記拡張領域に
記号が新たに割り当てられて選択されることを特徴とする請求項１に記載の単語予測を介
した情報入力システム。
【請求項１３】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記拡張キー、前記分割領域、前記拡張キーの選択に続いていく一連の選択過程が、１
つのドラッグ動作で行われることを特徴とする請求項１２に記載の単語予測を介した情報
入力システム。
【請求項１４】
　前記複数の文字が割り当てられた分割領域が順次に選択されるとき、前記入力解釈部は
、前記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせを含む予測単語のリストの
うち１つの予測単語を抽出し、
　前記情報入力システムは、
　前記抽出された予測単語を一時的に画面に出力する出力部をさらに含むことを特徴とす
る請求項１に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１５】
　前記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせを含む予測単語のうち、前
記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせ部分がいずれも同一である場合
には、前記出力部は、前記拡張領域に、前記選択された分割領域に割り当てられた文字の
組み合わせ部分を除いた文字だけ出力させることを特徴とする請求項１４に記載の単語予
測を介した情報入力システム。
【請求項１６】
　複数の分割領域を具備し、前記複数の分割領域のうち、ユーザによって選択された分割
領域を感知する入力部と、
　前記複数の分割領域に対応する情報を割り当て、前記入力部によって、前記複数の分割
領域のうちいずれか１つの分割領域が選択されたと感知されれば、前記分割領域に割り当
てられた情報が入力されると解釈する入力解釈部と、を含み、
　前記複数の分割領域それぞれは、複数の文字が割り当てられており、
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　前記分割領域のうち、２以上が選択されれば、前記選択された分割領域に割り当てられ
た複数の文字を、前記選択された分割領域の順序によって組み合わせて生成される予測単
語が抽出され、前記それぞれの分割領域に割り当てられ、
　前記入力解釈部は、前記予測単語が割り当てられた分割領域が、所定の方法によって選
択されれば、前記方法によって選択された分割領域に割り当てられた予測単語が入力され
ると解釈し、
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、前記入力解釈部は、前記複数の分割領域のうち、少なくともいずれか１つの分割領域
には、拡張キーが割り当てられるようにして、
　１）前記分割領域が選択され、前記拡張キーが選択されるドラッグ動作；
　２）前記分割領域が選択され、前記拡張キーが選択された後、拡張領域に属する分割領
域が選択されるドラッグ動作；
　３）前記拡張キーが選択され、前記の分割領域が選択されるドラッグ動作；及び
　４）前記拡張キーが選択され、前記の分割領域が選択された後、前記拡張キーが選択さ
れるドラッグ動作；をそれぞれ区分して機能を担当することを特徴とする単語予測を介し
た情報入力システム。
【請求項１７】
　前記分割領域に割り当てられた文字を選択する方法と、前記分割領域に割り当てられた
予測単語を選択する方法は、互いに区分され、前記分割領域に割り当てられた文字を選択
するときには、前記拡張キーにも、文字が割り当てられることを特徴とする請求項１に記
載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１８】
　複数の文字が割り当てられた分割領域に単語予測が表示されることを特徴とする請求項
１に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、拡張キーを利用した情報入力システム及びその情報入力システムを利用した
情報入力方法に係り、具体的には、小型デジタル機器の入力システムに拡張キーが具備さ
れており、この拡張キーが選択されるとき、拡張領域に新たな項目が割り当てられ、ユー
ザが、新たに割り当てられた情報を入力可能にした点に特徴がある発明に関する。
【背景技術】
【０００２】
  最近、携帯電話、ゲーム機など多くの小型デジタル機器が市場に出されて使用されてい
る。
【０００３】
かような小型デジタル機器は、いつでもどこでも持ち歩くことができ、かつ使用すること
ができるという長所のために、多くの人から愛用されており、かような理由により、今後
とも多様な製品が小型化されて生産されると予想される。
【０００４】
一方、かような小型デジタル機器での問題点は、文字など各種情報を入力するために使用
される空間が不足しているということである。
【０００５】
例えば、携帯電話の場合、全１２個のキーのみを利用して、全ての文字、数字などを入力
しなければならないが、こんなに少数のキーのみを利用した情報入力は、どうしてもＰＣ
（personal computer）のキーボードなどで汎用されているクウォーティ（QWERTY）キー
ボードを利用する場合に比べ、不便であり、かつ入力速度が遅くなってしまう。
【０００６】
ハングルの場合、他のいかなる文字よりも携帯電話が普遍化されつつ、その入力方法が多
様化されている。その理由は、子音と母音との分離方法の多様性と、それぞれの字母の表
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現方法の多様性とにある。
【０００７】
すなわち、このように多様な方法が存在する理由は、できる限りキーを押す回数を減らし
、キーを押すために、指が動く距離を減らし、可能な限りユーザが便利に文字入力を行う
ことができる方案を提供するためである。
【０００８】
しかし、かような研究にもかかわらず、まだQWERTYキーボードに比べて不便であるという
ことを認めざるを得ず、各製品の開発者らは、キーの数を最小限に減らしながらも、でき
る限りキーを押す回数を減らし、キーを押すために指が動く距離を減らすことができる方
法を開発するために、多くの研究を行っているという実情である。
ハングルだけではなく、英語、中国語、ヒンディー語など、その他の言語の入力装置もハ
ングルと同様に、さらに効率的な入力方法を見出すための研究が活発に進められているが
、依然として画期的な方法は開発されておらず、最近市場に出されているスマートフォン
には、フルQWERTYキーボードが採用されているという実情である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
  前記問題を解決するために、本発明では、入力システムの大きさが制限される小型デジ
タル機器に利用される入力システムにおいて、１つのキーを押す回数を減らし、キーを押
すために指が動く距離を減らすことができる効率的な情報入力システム、及びその入力シ
ステムを利用した情報入力方法を提供することを目的とする。
【００１０】
また、前記問題を解決するために、本発明では、前記方法を実現させるためのプログラム
を記録したコンピュータで読み取り可能な記録媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
  前記目的を達成するために、本発明は、複数の分割領域を具備し、前記複数の分割領域
のうちユーザによって選択された分割領域を感知する入力部；及び前記複数の分割領域に
対応する情報を割り当て、前記入力部によって、前記複数の分割領域のうちいずれか１つ
の分割領域が選択されたと感知されれば、前記分割領域に割り当てられた情報が入力され
ると解釈する入力解釈部；を含み、前記入力解釈部は、前記複数の分割領域のうち少なく
とも一つの分割領域には、拡張キーが割り当てられるようにし、前記拡張キーが選択され
れば、前記拡張キーによって決められた分割領域である拡張領域に、新たな情報が割り当
てられるようにすることを特徴とする拡張キーを利用した情報入力システムを提供する。
【００１２】
ここで、前記情報入力システムは、前記分割領域に割り当てられた情報を画面上に出力す
る出力部をさらに含んでもよい。
【００１３】
このとき、前記拡張領域に属する分割領域が選択されれば、前記分割領域に割り当てられ
る情報は、初期化されることが望ましい。
【００１４】
また、前記入力部は、キーパッドまたはタッチセンサでもあり、タッチセンサの場合、タ
ッチセンサの下端に圧力センサを具備し、ユーザが前記タッチセンサを押す場合、前記タ
ッチセンサが下に移動し、前記圧力センサによって圧力が感知される方式により、前記ユ
ーザの押しいかんを感知するようにすることが望ましい。
【００１５】
また、前記入力部は、ユーザの接触、押しまたは接触後の離しいかんにより、前記分割領
域が選択されたか否かを感知することが望ましい。
【００１６】
また、前記情報入力システムは、ゲームに利用され、前記ユーザが、前記拡張キーが割り
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当てられた分割領域を選択した場合、前記入力解釈部は、前記拡張キーによって決められ
た分割領域である拡張領域に、前記ゲームのためのメニューが割り当てられるようにする
ことが望ましい。
【００１７】
このとき、前記入力解釈部は、前記ユーザが、前記拡張キーが割り当てられた分割領域を
押した後、前記メニューが割り当てられた分割領域にドラッグした後で離せば、前記離し
た位置の分割領域に割り当てられたメニューが選択されたと判断することが望ましい。
【００１８】
一方、前記情報入力システムは、文字入力システムに適用が可能であり、ハングル、英語
、ヒンディー語、中国語などに適用が可能である。
【００１９】
また、前記情報入力システムは、携帯電話に適用され、前記携帯電話で電話番号を入力す
るために、数字キーが割り当てられた分割領域に文字キーが割り当てられるようにする。
【００２０】
一方、前記情報入力システムは、ハングル入力システムであり、前記複数の分割領域には
、一対一に対応する第１文字セットが割り当てられ、前記拡張キーが割り当てられた分割
領域が選択されれば、前記拡張キーによって決められる分割領域である拡張領域に、複数
の文字が新たに割り当てられるようにすることが望ましい。
【００２１】
また、少なくとも１つの分割領域には、複数個の文字が割り当てられ、前記複数個の文字
が割り当てられた分割領域が選択されるたびに入力される文字が変更されるようにしたり
、あるいは少なくとも１つの分割領域には、前記複数個の文字を選択する機能キーが割り
当てられ、前記複数個の文字が割り当てられた分割領域が選択された後、前記機能キーが
割り当てられた分割領域が選択されれば、前記機能キーが割り当てられた分割領域が選択
された回数により、前記複数個の文字のうち入力される文字が変更されるようにすること
が望ましい。
【００２２】
また、前記第１文字セットは、母音を含んでいない文字セットであり、少なくとも１つの
拡張キーが選択されられるときに決められる拡張領域を構成する分割領域には、母音を含
む文字セットが新たに割り当てられることが望ましい。
【００２３】
また、母音を含む文字セットが新たに割り当てられる拡張領域は、前記拡張キーが選択さ
れた分割領域を中心に隣接した正方形をなす分割領域から構成されることが望ましい。
【００２４】
また、前記母音が含まれた文字セットを新たに割り当てるために利用される拡張キーが選
択されたとき、割り当てられる文字セットは、短母音によって構成された文字セットであ
ることが望ましい。
【００２５】
また、前記母音を含む文字セットのうち、

に該当する文字は、前記拡張領域をなす正方形のうちコーナーに位置した分割領域に割り
当てられることが望ましい。
【００２６】
また、前記母音が含まれた文字セットを新たに割り当てるために利用される拡張キーが選
択されたときは、短母音によって構成された文字セットが、前記拡張領域に割り当てられ
、前記前記母音が含まれた文字セットを新たに割り当てるために利用される拡張キーがさ
らに選択された場合には、二重母音で構成された文字セットが割り当てられるようにする
ことができる。
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【００２７】
また、前記母音が含まれた文字セットを新たに割り当てるために利用される拡張キーが割
り当てられた分割領域には、子音も割り当てられており、前記拡張キー及び子音が割り当
てられた分割領域が選択されるとき、子音が入力される順序であるか、あるいは母音が入
力される順序であるかということにより、前記子音及び前記拡張キーのうち一つが選択さ
れたと解釈されることが望ましい。
【００２８】
また、前記入力部は、タッチセンサを具備し、前記ユーザが、前記母音が含まれた文字セ
ットを新たに割り当てるために利用される拡張キーを選択した後、前記短母音が割り当て
られた拡張領域をドラッグした後で離す場合、前記ドラッグしながら接触された短母音の
組み合わせによって形成される複合母音が入力されると解釈することが望ましい。
【００２９】
また、前記母音が含まれた文字セットを新たに割り当てるために利用される拡張キーが二
度選択された後、前記拡張領域に割り当てられた短母音を選択する場合、前記選択された
短母音の二重母音が入力されると解釈することもでき、前記母音が含まれた文字セットを
新たに割り当てるために利用される拡張キーが二度選択され、前記拡張領域に割り当てら
れた互いに異なる２つの短母音が順次に選択されれば、前記選択された２つの短母音が組
み合わされた複合母音が入力されると解釈することもでき、前記母音が含まれた文字セッ
トを新たに割り当てるために利用される拡張キーが選択された後、前記拡張領域に割り当
てられた短母音が選択され、また前記母音が含まれた文字セットを新たに割り当てるため
に利用される拡張キーが選択される場合、前記選択された短母音の二重母音が入力される
と解釈することもできる。
【００３０】
一方、前記情報入力システムは、携帯電話に適用され、前記第１文字セットには、入力さ
れる位置を変更することができる移動キーが含まれたり、あるいは最も最近入力された文
字の入力を取り消すことができる取り消しキーが含まれたり、あるいは前記第１文字セッ
トに含まれる子音を、濃音または激音に変更させることができる濃音・激音キーが含まれ
てもよい。
【００３１】
また、前記第１文字セットのうち子音が割り当てられた分割領域は、拡張キーの機能も具
備し、前記子音が割り当てられた分割領域が選択される場合、子音と隣接した拡張領域に
は、母音によって構成された文字セットが割り当てられてもよい。
【００３２】
また、前記子音が割り当てられた分割領域が選択される場合、前記選択された分割領域に
よる拡張領域には、母音及び前記子音の濃音及び激音が割り当てられてもよい。
【００３３】
一方、前記情報入力システムは、英語入力システムであり、前記複数の分割領域それぞれ
は、複数の文字が割り当てられており、前記複数の分割領域が一つ以上選択された後、前
記拡張キーが割り当てられた分割領域が選択された場合、前記選択された分割領域に割り
当てられた文字の組み合わせで可能な単語のリストが、前記拡張領域に割り当てられ、ユ
ーザによって選択される。
【００３４】
また、前記拡張キーが選択された後、拡張領域に割り当てられた単語のうちいずれか１つ
の単語が選択されれば、前記選択された単語及びスペースキーが順次に入力されたと解釈
することもでき、前記拡張キーが選択された後、拡張領域に割り当てられた単語のうちい
ずれか１つの単語が選択された後、さらに前記拡張キーが選択されれば、前記選択された
単語及びスペースキーが順次に入力されたと解釈することもできる。
【００３５】
また、前記拡張キーが選択された後、前記複数の文字が割り当てられた分割領域が一つ以
上選択された後、さらに前記拡張キーが選択された場合、前記選択された分割領域に割り
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当てられた文字の組み合わせで可能な単語のうち選択された単語は、大文字で入力される
ことが望ましい。
【００３６】
また、前記複数個の文字が割り当てられた分割領域には、数字も割り当てられており、前
記複数個の文字が割り当てられた分割領域のうち第１分割領域が選択された後、前記拡張
キーが割り当てられた分割領域が割り当てられ、前記複数個の文字が割り当てられた分割
領域のうち第２分割領域が選択された場合、前記第１分割領域に割り当てられた複数個の
文字のうち第２分割領域に割り当てられた数字の順序で、対応する文字入力を可能にする
ことが望ましい。
【００３７】
また、前記複数個の文字が割り当てられた分割領域は、ドラッグ方式で選択されもする。
【００３８】
また、前記拡張キーが選択された後、拡張領域に割り当てられた単語のうちいずれか１つ
の単語が選択された後、さらに前記拡張キーが選択されれば、前記選択された単語が入力
され、前記拡張領域に記号が新たに割り当てられて選択されることが望ましい。
【００３９】
また、前記複数個の文字が割り当てられた分割領域が順次に選択されるとき、前記入力解
釈部は、前記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせを含む単語のリスト
のうち１つの単語を抽出し、前記出力部は、前記抽出された単語を一時的に出力すること
が望ましい。
【００４０】
このとき、前記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせを含む単語のうち
、前記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせ部分がいずれも同一である
場合には、前記出力部は、前記拡張領域に、前記選択された分割領域に割り当てられた文
字の組み合わせ部分を除いた文字だけ出力されるようにすることが望ましい。
【００４１】
また、前記拡張キーが選択された後、前記複数の文字が割り当てられた分割領域が一つ以
上選択された後、さらに前記拡張キーが選択された場合、前記選択された分割領域に割り
当てられた文字の組み合わせで可能な単語のうち選択された単語は、大文字で入力される
ことが望ましい。
【００４２】
一方、前記情報入力システムは、ヒンディー語入力システムであり、前記複数の分割領域
には、一対一に対応され、母音が含まれていない第１文字セットが割り当てられ、前記拡
張キーが割り当てられた分割領域が選択されれば、前記拡張キーによって決められる分割
領域である拡張領域に、母音を含む文字セットが新たに割り当てられることが望ましい。
【発明の効果】
【００４３】
  これまで周知のハングル文字入力システムは、可能な限り指の動きを減らすために、母
音の形態と関係なしに配列され、ユーザの直観性をもたらすことが容易ではなかった。こ
れに対して本発明は、キー動きを最小化するために、ハングル字母のうち子音を全てのキ
ーの主文字（primary character）として指定し、それぞれのキーを初めに押したときに
入力されるようにし、それら子音が指定されたキーと別個に、母音入力のために、最小１
つのキーを指定し、それを母音入力活性化キーとして指定すれば、ハングル字母のための
キーの数を最小化することができる。すなわち、この母音入力活性化キーを押した後、す
でに子音が指定されたキーであるとしても、母音の入力が可能であるようにし、１つのキ
ーで、子音、母音いずれも入力可能になる。結局、母音のみのための独立したキーの数が
減って全体キーの数が減り、結果として、ハングル子母音の入力のための指の移動距離を
最小化させるという効果をもたらし、ユーザの便利性をさらに増進させる。かような原理
は、ヒンディー語及び中国語にも適用され、「単語予測入力方法（disambiguity text in
put method）」の場合、ハングルの「母音入力活性化キー」に該当する「予測単語選択機
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能キー（拡張キー）」を設定し、予測単語の選択だけではなく、多様な付加機能を遂行し
、文字入力に必要なキーの個数を最小化し、さらには、予測単語の選択過程を容易にし、
ユーザの便利性と効率性とを増進させる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
   
【図１】本発明の構成を図示したブロック線図である。
【図２】本発明の入力部の一例を図示した図面である。
【図３】本発明の方法の一実施形態を図示したフローチャートである。
【図４】本発明がゲーム機に適用された場合について説明するための図面である。
【図５】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面であ
る。
【図６】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面であ
る。
【図７】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面であ
る。
【図８】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面であ
る。
【図９】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面であ
る。
【図１０】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１１】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１２】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１３】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１４】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１５】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１６】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１７】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１８】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図１９】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２０】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２１】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２２】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２３】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２４】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
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【図２５】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２６】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２７】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２８】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図２９】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３０】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３１】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３２】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３４】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３５】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３６】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３７】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３８】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【図３９】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４０】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４１】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４２】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４３】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４４】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４５】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４６】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４７】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４８】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図４９】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５０】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
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【図５１】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５２】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５３】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５４】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５５】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５６】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５７】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５８】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図５９】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図６０】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図６１】本発明が英文入力のために適用された場合について説明するための図面である
。
【図６２】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図６３】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図６４】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図６５】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図６６】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図６７】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図６８】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図６９】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図７０】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図７１】本発明がヒンディー語入力のために適用された場合について説明するための図
面である。
【図７２】本発明がハングル入力のために適用された場合について説明するための図面で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
  以下、本発明の望ましい実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００４６】
図１は、本発明の構成を図示したブロック線図である。
【００４７】
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本発明の情報入力システムは、入力部１１０、入力解釈部１２０及び出力部１３０を含ん
で構成される。
【００４８】
まず、入力部１１０は、複数の分割された領域である分割領域が存在し、各分割領域につ
いて、ユーザの選択いかんを感知する。
【００４９】
該分割領域は、他の分割領域と互いに間隔を置いて形成され、一つに形成された全体領域
で、他の分割領域と連結されて形成されてもよい。
【００５０】
また、各分割領域の選択いかんは、各分割領域が押されたり、あるいはユーザの指などが
接触したり、あるいは接触した後で離れることを感知するなどの方法によって感知される
。
【００５１】
また、いずれか１つの方法で、各分割領域の選択いかんを感知するのではなく、例えば、
従来、携帯電話などに多用されたキーパッド形態の場合、キーパッドを構成する各キーは
、他のキーと分離されて構成されている。
【００５２】
一方、タッチパッドやタッチスクリーンのように、ユーザの接触を感知する入力システム
を利用する場合には、タッチパッドなどを複数個の分割領域に分割して、ユーザの接触し
た位置がいかなる分割領域に属するかを感知する方式を利用すれば、キーパッドと同一の
効果を得ることができる。
【００５３】
また、タッチパッドやタッチスクリーンのように、接触（touch）を感知する手段を利用
して、入力部１１０を構成するとしても、ユーザが押したか否かを利用して、ユーザがそ
の分割領域を選択したか否かを判断するようにすることもできる。
【００５４】
例えば、ユーザの指の接触面積を利用して、単に接触しただけであるか、あるいは押した
か否かを判断することができる。
【００５５】
接触いかんを電荷量の変化を利用して判断する装置である場合には、電荷量は、接触面積
に比例するので、生じた電荷量が、既定の臨界値以上に該電荷量が変更される場合、押さ
れたと判断し、それ以下である場合には、従来のような基準で、接触しかしていないと判
断する方式にすれば、接触を感知する手段だけでも、ユーザが入力部１１０に接触しかし
ていないか、あるいは押すことまで実行したかを判断することができる。
【００５６】
他の方法として、タッチパッドなど接触を感知する手段の下に、圧力センサなどを具備し
、ユーザがタッチパッドなどを押せば、タッチパッドが押され、下に位置した圧力センサ
がそれを感知するようにすることもできる。
【００５７】
図２は、接触感知手段２０１の下部に、圧力センサ２０２が具備された場合の構造図を図
示したものである。
【００５８】
図２に図示されているように、タッチパッドなどの接触感知センサ２０１は、ユーザが押
した場合、上下に移動が可能であり、ユーザが一定の圧力以上に押せは、下に具備された
スィッチ形態の圧力センサ２０２を押し、ユーザが押したか否かを感知することができる
。
【００５９】
接触感知手段２０１が移動する方法は、接触感知センサ２０１の全体が水平に押されるよ
うにすることもでき、図２のように、傾くように押されるようにすることもできるなど、
接触感知手段２０１が押される方向や方法には制限がない。
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【００６０】
他の方法としては、キーパッドのような形式で、タッチパッドなどを配列することもでき
る。すなわち、キーパッドを構成するそれぞれのキーの表面を、接触を感知することがで
きる手段で構成することにより、ユーザがそのキーを接触したか否かを判断し、そのキー
が押された場合には、従来のキーパッドで押すことを感知するところと同一の方法で押し
いかんを判断する方式で、接触いかん及び押しいかんを同時に判断することができる。
【００６１】
入力部１１０は、ユーザが入力部１１０に接触をしたか（touch
state）、あるいは入力部１１０を押したか（depressed state）、あるいは接触した後で
離したかにより、ユーザが選択した分割領域がどこであるかということについての情報を
入力解釈部１２０に提供する。
【００６２】
ユーザが特定分割領域を選択したか否かは、ユーザがその分割領域を接触したか、押した
か、あるいは接触後に離したかというような１つの基準だけで判断することもできるが、
入力される場合によって、判断される基準を異ならせることもできる。
【００６３】
それについては、後述する実施形態でさらに詳細に説明する。
【００６４】
入力解釈部１２０は、入力部１１０の各分割領域が、接触、押し、離しなどが行われた情
報を利用して、ユーザが入力しようとする情報を解釈判断する。
【００６５】
すなわち、入力解釈部１２０は、入力部１１０の各分割領域に特定項目を割り当てておき
、特定分割領域が選択されれば、その分割領域に割り当てられた情報が入力されたものと
解釈する。
【００６６】
このとき、入力部１１０に具備された複数の分割領域のうち少なくとも１つの分割領域は
、複数の情報のうち一つを選択するための拡張キーが割り当てられ、その拡張キーが割り
当てられた場合、既定の分割領域である拡張領域に、その拡張キーに割り当てられた項目
が新たに割り当てられる。
【００６７】
このとき、拡張領域には、拡張キーが割り当てられた分割領域は、除外され、拡張キーが
割り当てられた分割領域に隣接した分割領域だけ拡張領域にすることが、指の動きなどを
考慮するとき望ましい。
【００６８】
その状態で、ユーザが、新たに割り当てられた項目が割り当てられた分割領域をさらに選
択すれば、入力解釈部１２０は、その項目に該当する情報が入力されたものと解釈する。
【００６９】
もし拡張キーに割り当てられた情報の数が、その拡張キーによる拡張領域に含まれる分割
領域の数より多い場合には、初めに拡張キーが選択されたとき、その一部だけ一定の分割
領域に割り当てられ、さらに一度拡張キーが選択された場合、残りの情報が、一定の分割
領域にさらに割り当てられると解釈し、ユーザが選択した分割領域により、該分割領域に
割り当てられた情報が入力されたものと解釈する。
【００７０】
一方、入力解釈部１２０は、拡張キーが設定され、その拡張キーによって決定された分割
領域に、新たな情報が割り当てられ、ユーザの新たな情報が割り当てられた分割領域を選
択し、１つの情報が入力されたと判断されれば、新たな情報が割り当てられた分割領域に
、再び最初に割り当てられた情報が割り当てられるようにする。すなわち、初期化を行う
。
【００７１】
それ以外に、拡張キーによる拡張領域に含まれる分割領域の数と、その分割領域に新たに
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割り当てられる情報の数とが同一であり、拡張キーを一度だけ選択しても、その拡張領域
に含まれた分割領域に、その拡張キーに付与される全ての情報の割り当てが可能な場合に
は、再び拡張キーを選択すれば、再び最初の状態に戻るようにすることもできる。
【００７２】
拡張キーによって決定された領域に割り当てられる情報は、拡張キーによって常に一定で
もあり、可変的に決定されもする。それについては、具体的な実施形態を介して、さらに
説明する。
【００７３】
拡張キーは、複数個の分割された領域のうちいずれか１つの分割領域だけに割り当てられ
もし、複数個の分割領域に割り当てられもする。
【００７４】
また、拡張キーを選択するたびに新たな情報が割り当てられる分割領域である拡張領域も
、各拡張キーごとに異なって設定されもする。
【００７５】
一方、出力部１３０は、各分割領域に割り当てられた情報を、ＬＣＤ（liquid
crystal display）画面など画面を介して、ユーザに、現在各分割領域にいかなる情報が
割り当てられているかを知らせる。
【００７６】
出力部１３０は、特に、入力部１１０がタッチスクリーンの形態に具現されている場合に
有用である。
【００７７】
入力部１１０がタッチスクリーンの形態で具現される場合、出力部１３０は、入力部１１
０の各分割領域の位置及び大きさに対応するように、画面に分割領域を出力させ、各分割
領域に割り当てられた情報を表示する。
【００７８】
タッチパッドやキーパッドの形態で、入力部１１０が具現される場合には、各キーまたは
タッチパッドの各分割領域に、いかなる情報が割り当てられているかを表示することがで
きるので、出力部１３０が必ずしも必要であるというわけではない。
【００７９】
そして、その場合、各分割領域に割り当てられた情報を画面に出力する場合にも、全分割
領域が全て表示されるようにすることもでき、ユーザによって選択された分割領域に、現
在いかなる情報が割り当てられているかという情報だけ表示することもでき、拡張キーが
選択される場合にのみ、特定拡張キーが選択されたという表示を出力させることもできる
。
【００８０】
図３は、本発明の方法の一実施形態を図示したフローチャートである。
【００８１】
まず、複数の分割領域が具備された入力部１１０で、ユーザが特定分割領域を選択すれば
（３０１）、入力解釈部１２０は、その分割領域が、拡張キーが割り当てられた分割領域
であるか否かを判断する（３０２）。
【００８２】
もし選択された分割領域が、拡張キーが割り当てられた分割領域ではない場合には、入力
解釈部１２０は、選択された分割領域に割り当てられた項目が入力されたものと解釈する
（３０７）。
【００８３】
もし選択された分割領域が、拡張キーが割り当てられた分割領域である場合には、入力解
釈部１２０は、その拡張キーに決められた拡張領域に、新たな項目を割り当て（３０３）
、その拡張領域に属する分割領域が選択されたと判断されれば（３０４）、その拡張領域
に属する分割領域に、新たに割り当てられた項目が入力されたものと解釈する（３０５）
。
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【００８４】
あるいは、拡張キーが割り当てられた分割領域がさらに選択されれば（３０８）、再び拡
張領域に新たな項目が設定されるようにし（３０３）、ユーザがさらに新たなオプション
のうちから選択することができるようにする。
【００８５】
もし拡張キーが割り当てられた分割領域が選択された後、拡張キーが割り当てられた分割
領域がさらに選択されたり、あるいは拡張領域に属する分割領域が選択されない場合、す
なわち、拡張領域以外の分割領域が選択される場合には、ユーザが誤って拡張キーが割り
当てられた分割領域を選択したとし、拡張キーによる再割り当て作業を無効にし、ユーザ
によって最後に選択された分割領域に割り当てられた情報入力を可能にする（３０５）。
【００８６】
このように、１つの入力が完了すれば、さらに追加入力があるか否かを判断し（３０６）
、前述の過程を反復させる。
【００８７】
本発明の入力システム及び入力方法は、多様な分野で使用が可能である。
【００８８】
代表的な適用分野として、ゲーム機の入力システムや、携帯電話、ＰＤＡ（personal dig
ital assistant）のようなモバイル装置での文字入力システムに利用される。
【００８９】
以下では、図面を参照し、具体的な実施形態について説明する。
【００９０】
  ［実施例１］
図４は、本発明の入力システムがゲーム機に利用された場合の例を図示したものである。
【００９１】
図４の（Ｉ）及び（ＩＩ）に図示された内容は、ゲーム機に利用される入力システムで、
タッチパッド４００の形態で具現された場合であり、点線に区分されたそれぞれの四角形
は、分割領域を示す。
【００９２】
また、分割領域４０１，４０２，４０３，４０４は、拡張キーが割り当てられた分割領域
であると仮定する。
【００９３】
ユーザが、タッチパッド上でドラッグなどの方式で、ゲーム進行中に特定メニューを選択
したり、あるいは実行する場合、ユーザは、選択または実行を行うメニューにより、分割
領域４０１，４０２，４０３，４０４のうちいずれか１つの領域を選択する。
【００９４】
このとき、分割領域の選択は、単なる接触、すなわち、タッチによって行われもし、タッ
チした状態で、分割領域４０１，４０２，４０３，４０４がある位置で指を離した場合に
行われもし、あるいは分割領域４０１，４０２，４０３，４０４に指を位置させた後で押
したときに行われもする。
【００９５】
指が押されたときに選択が行われたと認識されるようにするためには、前述のように、接
触面積によって、タッチと押しとを区分するように、あらかじめ臨界値を設定しておくこ
ともでき、図２のように、タッチパッドの下端に、圧力センサを具備することもできる。
【００９６】
もしユーザが分割領域４０１を選択した場合、それまでいかなる情報も割り当てられてい
ない分割領域４０５，４０６が拡張領域になり、それぞれメニュー１とメニュー２とが割
り当てられる。
【００９７】
ユーザが、その状態で分割領域４０５または分割領域４０６を選択すれば、当該メニュー
が選択されて実行される。
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【００９８】
メニュー１またはメニュー２を選択する方法も、システム設計者により、タッチ、押し、
離しのうちいずれか１つの方法によって遂行されもする。
【００９９】
メニュー２を選択するとするとき、ユーザが、拡張キーが割り当てられた分割領域４０１
を押した後、手を接触した状態で、そのままメニュー２が割り当てられた分割領域４０６
まで移動（ドラッグ）した後で指を離す場合、メニュー２が選択されたと認識するのが最
も便利な方法にもなる。
【０１００】
以下の実施形態では、ハングル入力システムに適用される実施形態を中心に、本発明につ
いて説明する。
【０１０１】
  ［実施例２］
図５は、一般的な携帯電話の入力システムに、本発明が適用された例を図示したものであ
り、５番キー５０１にだけ拡張キーが割り当てられている場合を図示したものであり、図
６は、拡張キー５０１が選択された場合、拡張領域に新たに文字が割り当てられる例を図
示したものである。
【０１０２】
図５から分かるように、最初に各分割領域（キー）に割り当てられた文字は、母音がなく
、母音は、拡張キーが選択された場合にだけ割り当てられる。
【０１０３】
すなわち、拡張キーは、母音入力活性化キーとして利用される。文字入力モードで、この
拡張キーが選択された場合、１番、２番、３番、４番、６番、７番、８番、９番のキーが
割り当てられた分割領域は、前記拡張キーの拡張領域として利用され、各分割領域に母音
が割り当てられる。
【０１０４】
このように、拡張キーである母音入力活性化キーが選択される場合、文字が再割り当てさ
れる拡張領域は、母音入力活性化キーと隣接し、正方形で取り囲まれる分割領域にするこ
とが望ましい。このようにする場合、母音入力活性化キーを押した後、指の移動を最小化
しながら、母音の入力が可能になるという長所がある。
【０１０５】
図５の場合は、子音の配列は、多用される

をそれぞれ１つのキーとして指定して入力を容易にしたものであり、それぞれのキーを３
回まで押し、全ての子音の入力を可能にしたのである。すなわち、

の場合、１番キーを３回押せば入力され、

の場合、４番キーをそれぞれ２回、３回押して入力するのである。
【０１０６】
図５に示される文字のキーには、母音が指定されていないが、母音を入力するためには、
拡張キーとして決められた母音入力活性化キー５０１である５番キーをまず押した後、他
のキーを押せば、それら母音がそれぞれ入力されるが、かような入力方法が図６に示され
ている。図６（Ｉ）は、母音入力活性化キーである５番キーが押された場合、周囲の２番
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キー、４番キー、６番キー、８番キーに本来指定された子音文字の代わりに、

が指定され、各コーナーに該当する１番キー、３番キー、７番キー、９番キーには、それ
ぞれ

が交互に指定されている母音配列を示している。母音活性化キーが押された場合、活性化
される母音

の周辺キー指定配列は、図６（Ｉ）のように限定されるものではなく、ユーザあるいは機
器製造社で任意に調整しても問題にならない。ただし、図６（Ｉ）のように指定した理由
は、母音の順序によって、左→右、上→下の順序に、左側に

が、右側に

が配置され、上側に

が、下側に

が配列された意図であるのみ、本発明の構成を制限するものではない。従って、図６（Ｉ
Ｉ）、図６（ＩＩＩ）のように配列しても、問題になるものではない。さらには、それら
単母音を、母音入力活性化キーの周辺に十字状ではない他の形態に配列するとしても、問
題になるものではない。さらに、単母音ではない

の場合も、母音配列に挿入されているが、それは

とをそれぞれ続けて入力しなければならないという不都合をなくすための方便として挿入
されもするということを示す一例である。
【０１０７】
以上は、単母音の場合、母音入力活性化キーで入力する方式について説明したが、ハング
ルの場合、図６に示される単母音以外に、二重母音
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の入力も可能でなければならないが、図６に示される母音の配列では、それが不可能であ
るので、次のように入力活性化キーを利用して、それら二重母音を入力することができる
。
【０１０８】
二重母音を入力するための最初の方法は、図７（Ｉ）に示されるように、母音入力活性化
キーをまず２回押せば、単母音が指定されたキーが、二重母音を入力することができるよ
うに変換され、二重母音入力を可能にする方法である。二重母音である

と共に、二重母音ではないが画数が３画以上になる

が、それぞれ

と同一方向に位置し、

が、それぞれ

の下方に位置し、ユーザの認識を容易にした配列である。図７（ＩＩ）、図７（ＩＩＩ）
は、入力可能な母音でもって可能な配列を示している。さらには、母音入力活性化キーを
３回押す場合、追加して入力可能な母音群を指定して配列することもできる。
【０１０９】
ただし、ユーザが、このように多くの場合の数を記憶することは、むしろ不都合をもたら
すことがあるので、できる限り押す回数を減らし、関連性のある母音のみを配置し、二重
母音の場合、単母音の組み合わせによって入力するようにし、容易に母音入力が行われる
ようにすることが望ましい。
【０１１０】
例えば、図７（Ｉ）に示されるように、

の場合、母音入力活性化キーを２回押した後、９番キーを押しての入力も可能であるが、

（図６（Ｉ）と図７（Ｉ）とを参照する場合、母音入力活性化キーを２回押した後、６番
キーを押す）と、

（図６（Ｉ）を参照する場合、母音入力活性化キーを１回押した後、３番キーあるいは９
番キーを押す）とを順に入力する場合にも、
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が入力されるように、文字入力オートマタ（automata）を構成すれば、ユーザが２つの方
法のうち一つを選択することができ、ユーザによって便利な方法を選択することができる
のである。
【０１１１】
すなわち、初心者には、容易に認知される

を連続して入力する方法が、熟練者には、

を直接入力する方法が選ばれ、キー押し回数と指移動距離とを最小化させることができる
方法を同時に提供するのである。
【０１１２】
図６（Ｉ）と図７（Ｉ）とで示される文字のキー構造で、

を入力する例について説明すれば、キー押し順序は、６－５－５－４になる。

を入力するためのキー押し順序６－５－４と比較すれば、最初の５番キー押しは、単母音
入力拡張機能であり、２番目の５番キー押しは、単母音活性化状態から二重母音活性化状
態への転移機能を担当するものである。
【０１１３】
すなわち、このように、母音入力活性化キーを２回押して二重母音活性化状態に至れば、
単母音が指定されたキーが、単母音の代わりに、それに対応する二重母音が指定され、そ
れらキーを押せば、単母音の代わりに、二重母音が入力されるのである。すなわち、６－
５－５－４押し順序の場合、

が入力される方法である。
【０１１４】
［５－Ｘ］は、単母音である

を示し、［５－５－Ｘ］は、二重母音

を示す。
【０１１５】
［５－Ｘ］（ここで、「Ｘ」は、任意のキーであり、「Ｘ」が５番キーではない場合、［
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５－Ｘ］が１つの母音を構成し、もし「Ｘ」が５番キーであるならば、その次のキーを確
認し、指定された母音を判断して入力する）は、単母音として解釈され、［５－５－Ｘ］
の場合には、二重母音として解釈されるので、オートマタ構成において、５番キーは、連
続して押されるキーであると共に、１つのキーとして解釈されて母音入力をなす。
【０１１６】
もし５番キーが３回以上押される場合、すでに押された２回のキー押しは消滅し、１回の
キー押しと解釈すれば、母音入力活性化キーの機能は、押す回数によって、単母音→二重
母音→単母音の順序で循環指定が可能になる。
【０１１７】
あるいは、３回以上押される場合、３回目の押しは、母音入力活性状態を消滅させ、母音
入力を非活性状態に転換させるのに利用されてもよい。それは、もしかして子音を入力し
なければならないが、ユーザが母音入力活性化キーを誤って押した場合、それを修正する
方法として、母音入力活性化キーを２回さらに押し、子音入力を可能にする方法として、
一種の取り消しボタンとして活用されるのである。
【０１１８】
本発明の母音入力活性化キーを利用して、母音入力が行われる場合、実際の母音入力活性
化キーが押されるとき、出力部１３０は、図８のように、画面に、母音入力活性状態を表
示する方法が望ましい。前述のように、キーパッドなどを利用して、入力部１１０を具現
した場合には、キーパッドを構成する各キーに割り当てられた文字及び拡張キーが選択さ
れた場合、割り当てられる文字などを、印刷以外の方法で表示することができるので、ユ
ーザに、現在、拡張キーが選択された状態であるか否か、すなわち、母音入力状態である
か否かさえ知らせれば、ユーザは、不都合なしにハングル入力が可能になる。
【０１１９】
すなわち、ユーザが、母音入力活性化キーを押した場合、画面上に図８のように、母音入
力可能な状態を、ポインタ（カーソル）の背景色を、透明なものから黄色に表示するよう
に、母音入力活性状態を区分可能にすれば、次に押すキーが、子音を入力するものである
か、あるいは母音を入力するものであるかを判断することができるためである。もしかよ
うな母音入力活性化状態の表示がなければ、ユーザは、混乱に陥ることがあるためである
。
【０１２０】
特に、図８に示される単母音入力活性化状態（ポインタの背景色を黄色に設定）と、図９
に示される二重母音入力活性化状態（ポインタの背景色を赤色に変更）とを、図９のよう
に区分することができる方法を提供するのであれば、ユーザは、さらに明確な母音入力を
行うことが可能になる。
【０１２１】
図８と図９とでは、ポインタの背景色を異にして入力状態を区分したが、ポインタの形態
を、図８に示される両括弧束ね形態から四角形状に変更したりして、単母音と二重母音と
の入力可能状態の区分は、四角形の数が一つであるときは、単母音入力可能状態を、四角
形の数が二つであるときは、二重母音入力可能状態を表示するような方法を介して、入力
状態の区分が可能にもなる。
【０１２２】
  ［実施例３］
（３－１）
図１０は、従来に発明された入力システムと、本発明の入力システムとを比較するための
図面である。
【０１２３】
図１０（ＩＩＩ）は、韓国特許１０－０２９１８３８のナラックル入力システムの文字の
キー配列を図示したものであり、図１０（Ｉ）、図１０（ＩＩ）は、該システムに、本発
明の拡張キー（母音入力活性化キー）の概念を導入し、最初の文字が割り当てられた配列
で、子音のみを残して母音を削除した後、本発明の母音入力活性キー７０１を適用させた
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場合の文字のキーを示している。
【０１２４】
一目で分かる点は、ナラックル入力システムで母音入力に必要な

の４つのキーが３個に減っているということが分かり、結果として、１２個のキーをいず
れも使用するナラックル文字入力システムに比べ、９個のみのキーを使用する本発明の文
字のキー配列は、「加え書き（画数追加）」キーと「並べ書き（濃音）」キーとを、４番
キーと６番キーとに配列し、指の動きを画期的に減らすことができるということを原理的
な面で示す。

という文字を入力するキー押し順序を例に挙げれば、本発明が適用されたナラックル文字
入力システムについて説明すれば、次の通りである。
【０１２５】
図１０（ＩＩＩ）に示されるナラックル文字入力システムの場合、数字キー押し順序は、
次の通りである。
  ２→＊→＃→７→６
【０１２６】
その場合、２番キーを押して

を選択し、「＊」キーを押して加え書きして

に変換させ、続いて、並べ書きキーである「＃」を押して重子音

を作った後、７番キーを押して

を入力し、最後に６番キーを押して

を入力して

を入力することができるのである。全キー押し回数は、５回であり、キー間距離を１と仮
定するとき、図１０に示される方式で計算した指の移動距離は、９．６３になる。
【０１２７】
それに対し、１０（Ｉ）に示される本発明の母音入力システムが適用された修正ナラック
ル文字入力システムの場合、数字キー押し順序は、次の通りである。
  ２→４→６→５→４→９（図１０（Ｉ）の場合）
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【０１２８】
この場合、２番キーを押して

を選択し、４番キーを押して

に変換させ、並べ書きキーである６番キーを押して

に変換させ、母音

を選択するために、５番キーと４番キーとを連続して押して

を入力した後、９番キーを押して

を入力すれば、

を入力することができるのである。全キー押し回数は６回であり、キー間距離を１と仮定
するとき、図７に示される方式で計算した指の移動距離は、７．８になる。
【０１２９】
すなわち、押し回数は、１回増加する代わりに、指移動距離は、２０％ほど減少する。そ
れは、図７に示される文字のキー構造で、ただ９個のキーでもって、全ての字母を入力す
ることができる方法を提供するのである。
【０１３０】
さらに、９個のキーだけでハングル字母入力が可能になり、１２個のキーを有する文字盤
の場合の３個のキーに、追加的な機能を付け加えることができるので、全体的な面で、さ
らに効率を上昇させる結果をもたらすことになる。例えば、分かち書き（space key）、
終止符（．）あるいは疑問符（？）などを入力するために、メニューキーあるいは移動キ
ーを押さなければならないものを、既存のナラックルでの画添加（加え書き）あるいは濃
音（並べ書き）の機能として使用した＃キー、＊キーなどで入力可能になり、その便利性
はさらに増大するのである。それは、単にハングル字母の入力に必要な押す回数及び指移
動距離だけではない、実際の文章入力に必要な要素として比較されなければならない要素
だからである。
【０１３１】
さらには、本発明がもたらす長所は、ハングル単語の入力が、９個のキーでもって可能で
あるので、文字盤を熟知した後には、文字盤を見なくとも、容易に文字入力が可能になり
、片手操作の便利性も共にもたらすのである。
【０１３２】
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このように、本発明の入力システムは、最初に各分割領域に割り当てられる文字は、母音
を除いた文字にし、母音入力活性化キーである拡張キーが選択されたとき、拡張領域の各
分割領域に割り当てられる文字は、母音を含む文字、あるいは母音だけで構成されること
により、限定された数字の分割領域をさらに余裕があるように使用が可能であり、指の移
動距離も短くすることができるという長所がある。
【０１３３】
（３－２）
図１１は、従来に発明された入力システムと本発明の入力システムとを比較するための図
面である。
【０１３４】
図１１（ＩＩＩ）は、天地人入力システムの文字盤配列を図示したものであり、図１１（
Ｉ）、図１１（ＩＩ）は、該システムに本発明の拡張キー（母音入力活性化キー）の概念
を導入し、最初の文字が割り当てられた配列で、子音のみを残して母音を削除した後、本
発明の母音入力活性キー８０１を適用させた場合の文字盤を示している。
【０１３５】
図１１（ＩＩＩ）に示される天地人文字盤構造に、本発明の拡張キー（母音入力活性化キ
ー）概念が導入することにより、図１１（Ｉ）、図１１（ＩＩ）のように、母音入力に必
要な

に該当するキーが、いずれも他の機能に活用され、それにより、これまで天地人文字入力
システムの問題として指摘されてきた子音衝突問題と、分かち書き（space key）とが、
キーパッドのキーにその機能が適用されるようになった。
【０１３６】
図１１では、かような移動キー（終声キー：６番キー）あるいはメニューキー（０番キー
）がキーパッドの中央に配置される形態であり、ユーザの利便性を増大させる。
【０１３７】
天地人の不都合要素である子音衝突問題は、終声に該当する子音が入力された後、「終声
」キーを押せば、入力カーソルが次のスペースに移動し、同一のキーを続けて入力可能に
する機能を担当する。例えば、天地人キーパッド入力システムの「移動キー」に該当する
ものであり、それを２回押せば、スペース（space）キーも担当することができるので、
実質的に「移動キー」を文字盤の中心に移動させたところと同一の結果である。
【０１３８】
例えば、本発明で、

という単語を入力するためには、次のような順序で入力する。
４－４－５－４－４－５－７－４－４－６－４－５－６－５－３
【０１３９】
天地人ハングル文字入力システムの場合、キー押し順序は、次の通りである。
０－０－１－２－０－３－０－０－（移動キー）－０－２－１－１
【０１４０】
この例は、移動キーを除いた残りのキーを押す回数は、本発明の場合がさらに多いが、天
地人入力システムの場合には、

字を入力した後、さらに
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を入力するために、しばらく待つか、あるいは文字入力用キーパッドが割り当てられた領
域外に位置した移動キーを押さなければならないという点で、移動距離が非常に長くなる
。
【０１４１】
すなわち、天地人入力方式では、移動距離の増大をもたらす大きい要因は、子音衝突によ
って、移動キーを押さなければならないというものであるが、本発明では、最初の文字盤
配列時に、母音が占める部分がないので、移動キーに該当する項目を、文字を入力するた
めの領域に持ち込むことができるという点である。
【０１４２】
また、天地人入力システムの場合、子音

を、母音から最も遠距離にある「０」番キーに指定し、前記のような場合、移動距離が大
きく増加するが、本発明の場合、子音衝突解決のための移動キーがキーパッド中心である
６番キーに位置移動し、母音のためのキーが必要ではなくなり、「０」番キーに指定され
た

が４番キーに指定され、結果として、全てのキーが文字盤の中心と隣接することになり、
いつでも次のキーへの移動を、目で文字盤を確認せずとも、指の文字盤接触感覚で確認す
ることができるので、入力速度が速くなるだけではなく、文字入力が、手の全体動きでは
ない、親指関節運動だけで行われるので、利便性が増大するのである。この点が、本発明
のように、９key入力方法がもたらす著しい長所である。
【０１４３】
以上の実施形態３－１及び３－２から、これまで周知の２つの代表的な文字入力方式であ
る天地人文字入力方式及びナラックル文字入力方式と比較するとき、本発明の構成は、母
音が指定されるキーが、子音と別途にあるのではなく、同一のキーに子音と母音とを共に
指定し、拡張キーによって、母音を活性化させる。
【０１４４】
従来の場合、初声、中性、終声をなすハングルの特性上、初声をなす子音が割り当てられ
たキーと、中性をなす母音が割り当てられたキーとが、左右あるいは上下に分離される場
合がほとんどであるので、それにより、指の移動が、上下あるいは左右に大きく行われて
しまっていたが、本発明では、子音と母音とが分離配列されないために、初声及び中性、
あるいは中性及び終声の入力のための距離移動が相対的に減少し、それ以外のハングル入
力に比べて、はるかに指の動きが減ることになるのである。
【０１４５】
図１２は、インターネットに掲載されている内容（ｈｔｔｐ：／／ｒｏｃｋ１２０９．ｔ
ｉｓｔｏｒｙ．ｃｏｍ／２９６）であり、市販される携帯電話に、代表的に適用されてい
るハングル入力方法に係わる押し回数と指移動距離とのデータを示している。一目で分か
るように、本発明の図１１に示される文字盤の場合、指移動距離は、そのいかなる方法よ
りも短い。
【０１４６】
それは、９個のキーで入力が可能であるので、原理的な面で容易に理解が可能であるとい
う内容であり、それが本発明が追求する主旨でり、図１２がかような主旨を明らかに示し
ている。
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現在ユーザが最も便利であるとする天地人の場合、本発明と同様に、母音の配列を中央に
移動させ、押し回数は、同一であるはあるが、指の移動距離を縮めさせるとしても、押し
回数は、３７（図１２のデータに誤りあり）と同一であり、指移動距離は、３７．２（＋
アルファ；ここで、アルファは、子音衝突によって、移動キーを押すために指が動く距離
）を低下したとしても、やはり図１１の文字盤構造と比べ、押し回数及び移動距離で、そ
れぞれ１０％、２０％多く示されるので、本発明の文字盤を利用する場合より、その利便
性は落ちるものと判明される。
【０１４８】
母音に対する理解がなされる場合、使用の利便性は、現在のいかなる文字盤配列よりも増
大するということを、図１２のデータを介して知ることができる。特に、図１２に示され
る指平均移動距離（１回押す動作に伴う指移動距離）を見れば、三星の天地人文字入力方
法を便利であると感ずる理由を示している。すなわち、三星天地人文字入力方法の場合、
１回キーを押した後、指が移動しなければならない距離がキー１個ほど移動すればよく、
容易にキーを見つけることができるという利便性を示す一方、ナラックルの場合、文字入
力に慣れるまでは、平均移動距離が、キー間距離の二倍に近く、容易に見つけることがで
きず、困難であると感じられるのである。それに対し、本発明の場合は、平均移動距離が
０．８６と１より小さく、天地人文字入力よりもさらに容易に見つけることができるとい
うことを示している。すなわち、９個のキーで文字入力を可能にする理由を示しており、
人体工学的に、９個のキーは、親指の関節運動だけで、全体キーを担当することができる
ので、ユーザが文字盤を見ずとも、入力を可能にする構造である。
【０１４９】
このように、最初に配列された文字に母音を除くことにより、追加的な機能を、制限的な
分割領域の数を有する入力システムに導入可能な例について説明すれば、次の通りである
。
【０１５０】
  ［実施例４］
（４－１）
本実施形態では、本発明の母音入力方式が適用される子音配列と係わるものであり、子音
の配列を、実際使用される頻度数を考慮して、各キーに１つあるいは２つの子音を指定す
るが、可能であるならば、使用頻度数（図１４）が多い子音を主文字に指定し、各キーが
１回押されたときに入力されるようにし、その配列順序は、ユーザが容易に熟知すること
ができるように、ハングルでの子音順に配列されるようにした。
【０１５１】
従って、子音の配列は、図１３に示されるように、

が、順序通りそれぞれ１番キー、２番キー、３番キー、６番キー、７番キー、８番キー、
９番キーに指定され、それら子音以外に、「濃音」入力に必要な機能を４番キーに指定し
、全ての子音が入力されるようにした。

が指定された９番キーを指で押す動作が、他のキーに比べて不自然であるが、可能なこと
として、文字盤の真ん中に位置した８番キーに、

を共に指定することにより、実質的に
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の入力には差がなく、ただ、

の入力のために、押し回数が１回増加する違いだけなので、できることであるならば、文
字盤の中央列に

を配置した。
【０１５２】
同様に、

が指定された７番キーの場合も、９番キーと同一の理由で、１つの文字のみを指定して入
力の利便性を図った。
【０１５３】
そして、激音

は、それぞれ

が指定されたキーの最後の文字として指定される。すなわち、

の場合は

が指定された１番キーと７番キーとを２回押せば入力され、

は、

が指定された２番キーと８番キーとを３回押せば入力される。このように指定すれば、全
ての子音入力のための条件が、９個のキーでもって充足されるので、１本の指で容易にハ
ングル文字入力が行われることになる。
【０１５４】
（４－２）
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前述の実施形態（４－１）にさらには、

のように、

が初字の終声と、２番目の文字の初声とに入力されなければならない子音衝突が起きる場
合に、これを防止するために、「移動キー」に該当する機能を別途のキーに指定し、指が
移動キーまで動くことを防止し、全体的な指の動きを減らすために、２番キーに指定され
た

を分離し、それぞれ

が指定された１番キーと、

が指定された３番キーとに指定し、それら

が指定された２番キーには、「移動キー」の機能を付与する子音配列方法が図１５に示さ
れている。
【０１５５】
前述の図１３と図１５との子音配列の場合に適用された母音配列は、図６（ＩＩ）と図７
（ＩＩ）とに該当する。もし

が分離され、

と合わせられる場合、押し回数の増加が予想されるだけに、可能であるならば、

を

から分離させる方案として、移動キー機能を、濃音機能を行う４番キー（図１３（Ｉ）で
、「＊＊」と表示される）に指定する方法を提供すればよい。
【０１５６】
実際に子音衝突が起きる場合は、それぞれのキーを使用する場合よりまれであり、濃音機
能キーを２回押す場合に移動キーの機能を付与しても、２回押す動作が全体キー押し回数
に大きい影響を及ぼさず、使用頻度が２番目に高い
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を、キーの最初の文字として指定することができるのである。
【０１５７】
濃音機能を担当する「＊＊」キーを４番キーに指定するのは、濃音機能を要する子音であ
る

がいずれも左側に配列されており、指移動距離を減らすことができるためである。同様に
、

と同一のキーに指定される理由も、前述の、９番キーに

一つだけを指定することが有利な点もあるが、

が、できることであるならば、「＊＊」キーに近接させるのも、９番キーに

一つだけを指定する他の理由である。
【０１５８】
濃音機能を担当する「＊＊」は、

に変換する濃音変換機能のみを担当するのではなく、終声の子音と、次に入力される初声
の子音とが同一のキーに指定されて発生する子音衝突を防止する機能も担当する。例えば
、

という単語を入力するために、

とを入力しようとすれば、図１３の文字盤構造では、

を入力した後、移動キーを押さなければならないが、この移動キーの機能を「＊＊」キー
が担当するのである。すなわち、

を入力するためのキー押し順序は、次の通りである。
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１－５－４－２－４－２－５－４
（

）
【０１５９】
「＊」が２回表示されているのは、濃音変換機能では、同一の子音反復を意味するが、子
音衝動を防止するための移動キーとしての機能を担当するときは、追加子音を入力させる
意味として理解されもする。そして、濃音の次に、同一の子音が続く場合、「＊＊」キー
を押せば、同一の効果をもたらす。
【０１６０】
前述の

の場合には、

の場合、濃音に該当する子音がなく、「＊＊」キーを１回押せばよかったが、もし

のように、終声及び初声として使用される

は、濃音に該当する

を「＊＊」を押して入力するので、「＊＊」を１回押すことは、エラーをもたらす。従っ
て、「＊＊」に、子音衝突防止機能と濃音変換機能とを担当させるとするならば、「＊＊
」を１回押せば、終声と初声との子音衝突防止機能を担当し、２回押せば、濃音変換機能
を担当するようにし、

のように、２つの機能が同時に可能な場合を防止することができる。
【０１６１】
従って、「＊＊」キーの機能には、１回、２回押すことにより、終声と初声との子音衝突
防止機能と濃音化変換機能とを担当させることが本発明の構成である。
【０１６２】
（４－３）
前述の実施形態と異なり、ハングル子音のうち

が有する特殊性を利用して、前述の構成の重子音機能を有する図１３及び図１５の「＊＊
」の機能を担当させ、入力の利便性をさらに増大させるのである。
【０１６３】
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ハングルが創製される当時には、

が初声

と終声

とに区分され、初声

は、実質的な音価はなく、ただ母音の形態を維持するための構成要素として使用された。
すなわち、子音と子音との間には、

が利用される場合はないのである。かような点を利用することが本構成の核心である。
【０１６４】
すなわち、図１６に示される文字盤配列で

を入力する場合、最初の音節である

の終声

と、２番目の音節の初声

とが同一の１番キーを押して入力されなければならないという問題が発生する場合、最初
の

を入力するために、１番キーを押した後、４番キーを押してから、再び１番キーを押せば
、

を２回入力することになる方式である。
【０１６５】
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もし

に該当する４番キーを押さずに、１番キーを２回連続して押せば、

を２回入力せずに、

を入力する結果をもたらすので、子音と子音との間では、

の実質的な入力はなく、ただ子音衝突を避けるための移動キーの役割のみを担当するので
ある。さらには、子音と子音との間で、

に該当する４番キーを２回押せば、最初の子音を濃音化させ、重子音を入力させる機能も
担当する。
【０１６６】
これは、

を２回連続して、子音と子音との間で入力される場合がないので、移動キーの機能だけで
はなく、重子音入力の機能も担当させる。例えば、図１５の文字盤配列で、

を入力するためのキー押し順序は、７－４－４－５－６－３－４－３－６になるが、最初
の音節

入力のために、４番キーを２回押し、２番目の音節の初声

が、最初の音節

の終声と同一であり、３番キーを連続して押すことができないので、それを避けるために
、連続する３番キー入力の中間に４番キーを押して入力が完成された。かような方法は、
実際に、

の入力には全く支障をきたさないので、

を利用して、移動キーの機能及び重子音機能も共に担当させることにより、図１３に示さ
れる文字盤配列で、母音入力活性化キーを押してこそ入力が可能であった、母音
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の場合、１回の押し動作によって入力可能とし、入力回数の減少による入力の効率性をさ
らに上昇させるという効果をもたらすのである。さらには、図１３の文字盤構造で、

が配列されたところを、

（１５０２）が指定され、それら母音を入力するために、

、

を２つの母音として、４回の押し動作によって入力しなければならなかったところを、２
回の押し動作によって入力が可能になり、さらに、図１６（ＩＩＩ）に示されるように、

（１５０３）も、３回の押し動作によって入力することになり、入力の効率性は、はるか
に高くなるのである。
【０１６７】
（４－４）
本発明のさらに他の実施形態で、１つのキーにいくつかの子音が指定され、押し順序によ
って、順序通り入力されるマルチ・タッピング（multi-tapping）方式を利用する場合に
発生する子音衝突（前字の終声と後字の初声とが同じキーに指定される場合）を防止する
ための子音配列方式である。
【０１６８】
このために本発明では、別途の選択機能キーを指定している。この選択機能キーの機能は
、それぞれのキーに指定された上位文字以外の残りの非上位文字を選択させる。
【０１６９】
図１７（Ｉ）に示される文字盤配列は、上位文字だけが各キーに表示されており、それぞ
れのキーを押す場合には、それら上位文字が入力され、残りの非上位文字は、選択機能キ
ーである（＊）キーをそれぞれ後、続いて押す場合に入力されるのである。
【０１７０】
例えば、

を入力するためには、
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キーを押した後、「＊」キーを押せば入力される方法である。同様に、

の場合は、

キーを押した後、「＊」キーを２回続けて押せば、入力されるのである。従って、図１７
（Ｉ）に示される文字盤配列で、それぞれのキーに指定された上位文字と非上位文字は、
次の通りである。括弧内の文字が非上位文字として順に配列されたものである。

【０１７１】
そして、選択機能キーは、１２個のキーを有するキーパッド携帯電話の場合、（＊）キー
あるいは（＃）が担当することができ、それは、ユーザの利便性によって決定される。か
ような子音配列を有する文字盤で、ハングルの入力は、キーパッド携帯電話の場合、すで
に実施形態２で説明した通り、子音の入力の場合、前述の通りである。
【０１７２】
  ［実施例５］
（５－１）
本発明の入力部１１０が、タッチパッドやタッチスクリーンのように、ユーザの接触を感
知する装置で構成された場合、本発明は、１回のタッチ及びドラッグによって、初声と中
性とを入力することができる。すなわち、子音と母音とが、同時に音節として入力が可能
になる。
【０１７３】
図１３の場合を例に挙げれば、既存のキーパッド携帯電話では、

を入力するために、

に該当する１番キーを押した後、
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を入力するために、母音入力活性化機能を有する５番キーを押して４番キーを押せば、

の入力が行われる。
【０１７４】
かようなキーパッド携帯電話に比べ、タッチセンサを利用した仮想キーボードで構成され
た入力装置の場合、

を入力するために、１番キーの領域をタッチした後、手ををタッチセンサ（タッチスクリ
ーン携帯電話の場合は、画面）に触れている状態で、５番キー領域に移動し、母音入力活
性化機能を活性化させ、続けて４番キー領域に移動した後、指をタッチセンサ（タッチス
クリーン携帯電話の場合は、画面）から離せば、１回で

の入力が完成される方式である。
【０１７５】
このようにする場合３、回のタッチ動作が１回のタッチ動作で代替され、入力速度で画期
的な向上をもたらすのである。もし

をかような音節入力方法で入力しようとするならば、２番キー領域を１回タッチした後、
２番目のタッチを行ってからは、手をタッチセンサ（タッチスクリーン携帯電話の場合は
、画面）から離さずに触れている状態で、５回キー領域に移動し、母音入力活性化をさせ
、続けて４番キー領域に移動した後、指を離せば、

の入力が完成されるのである。
【０１７６】
すなわち、ハングル文字の初声選択が行われた状態で、指をタッチセンサから離さずに、
そのまま望む母音を選択するstroke方式が可能になるのである。
【０１７７】
単母音の場合、子音選択後、タッチ状態で、母音入力活性化をなした後、単母音に該当す
るキー領域に指を移動させた後で離せば、「子音＋単母音」の構成を有する音節の入力が
可能である。
【０１７８】
しかし、二重母音の場合は、単母音と異なり、１回のストローク（stroke）で入力が不可
能である。従って、かような二重母音の場合、まず子音を選択した状態で、指を離さずに
、母音入力活性化をなすために、５番キー領域に移動した後、手を離し、二重母音入力活
性化状態にし、この状態で二重母音に該当する領域をタッチした後、指を離せば、二重母
音の入力が完成される。
【０１７９】
例えば、
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を入力するために、

に該当する６番キーをタッチした状態で、５番キー領域に移動し、指をタッチセンサから
離し、続けて６番領域（その場合、

に該当）をタッチした後で離せば、入力が完成されるのである。すなわち、

の場合、単母音である

の場合と同一のストローク（stroke）軌跡を有するが、ただ中間に５番キー領域で断絶さ
れる動作のみを有するので、容易に二重母音の入力も可能になるのである。かような例は
、ただ、本発明の母音構成が、ストローク（stroke）方式による「子音＋母音」の同時入
力が可能であるということを示すものである。従って、仮想キーボードを利用した文字入
力方法で、本構成の子音入力のために、あえてタッチセンサから、指の離しが行われずと
も、子音の入力を完成することが本構成の内容である。
【０１８０】
（５－２）
実施形態５－１及び実施形態４－４を組み合わせた入力方法が、図１８に示されている。
【０１８１】
図１８から分かるように

を入力するとき、初字である

の場合、

キーに指が触れた状態から始め、母音入力活性化キー（＋）領域を経て、

が指定された

キー領域に至った後で指を離す。
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【０１８２】

の場合も、

キーに指が触れた状態から始め、母音入力活性化キー（＋）領域を経て、

が指定された

キー領域に至った後で指を離す。
最後に、

の場合は、

キーをタッチした後で指を離し、「＊」キーをタッチし、入力文字が

から

に変更させた後、その状態で、指を離さずに、母音入力活性化キー（＋）領域を経て、

が指定された

キー領域に至った後、指を離せば、

の入力が完成されるのである。
【０１８３】
図１８で、黒円で表示されたのは、タッチ－離しを意味し（以下、黒円で表示されたのは
、タッチスクリーンの場合、「タッチ－離し」動作を意味し、キーパッドの場合、押し動
作を意味する）、曲線は、指がタッチセンサに接触した状態での移動経路を表示するが、
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曲線の開始点は、接触が始まる地点であり、矢印が位置した地点は、指の接触が終わる最
後の地点を表示する。
【０１８４】
（５－３）
図１９は、

を入力する他の方法を、キーパッドの場合と比べたものである。
【０１８５】
最初の方法は、図１９（Ｉ）に示されるように、

キーをタッチして離した後（丸付き数字１）、母音入力活性化キーに対する２回のタッチ
－離し過程を経て（丸付き数字２、丸付き数字３）、最後に、

キーに対してタッチ－離しを行い（丸付き数字４）、

の入力を完成する。ここで、タッチ－離し過程は、キーパッド携帯電話での押し－離し動
作と同一であるので、キーパッド携帯電話で

を入力する過程は、図１９（Ｉ）と同一である。
【０１８６】
ただし、１９（ＩＩ）～（Ｖ）の矢印を有する曲線は、指がタッチセンサに触れている状
態での動きを意味するので、キーパッドには適用されず、ただタッチセンサを利用した仮
想キーボードシステムにだけ有用な方法である。図１９（ＩＩ）の丸付き数字１過程は、

入力であり、丸付き数字２過程は、短母音活性化過程であり、丸付き数字３過程は、二重
母音活性化過程、及び

入力過程である。もし丸付き数字２過程の次に、すぐに

キーに対してタッチ－離しを行えば、

が入力されるが、それは、丸付き数字３過程で初めに接触する地点が、母音入力活性キー
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領域であるので、丸付き数字３過程は、図１８（Ｉ）の丸付き数字３と丸付き数字４との
過程を同時に行うところと同一の効果をもたらすのである。従って、タッチ－離し過程を
１回省略する効果をもたらし、入力効率を上昇させるのである。
【０１８７】
同様に、図１９（ＩＩＩ）の丸１過程は、図１８（Ｉ）の丸付き数字１と丸付き数字２と
の過程を、そして図１９（ＩＩＩ）の丸付き数字２過程は、図１９（Ｉ）の丸付き数字３
と丸付き数字４との過程と同一の効果をもたらすので、結局、２回のタッチ－離し過程を
省略する効果をもたらすのである。
【０１８８】
  ［実施例６］
（６－１）
母音も、子音と同様に、選択機能キーを利用して、短母音を二重母音化させることができ
る。
【０１８９】
図２０は、かような実施形態を図示したものであり、

との入力を同一の軌跡とタッチ－離し過程とを経て、

の場合、最後に、選択機能キーに対してタッチ－離しを行うことにより、

が入力されるのである。
【０１９０】
それは、ユーザに、子音の選択と同一のメカニズムで、母音も入力させるための配慮であ
り、

との入力を、同一の軌跡とタッチ－離し過程とを経て、

の場合、最後に選択機能キーに対してタッチ－離しを行うことによって単純化させるとい
う長所をもたらし、図１９（Ｉ）～（ＩＩＩ）の過程で、一部で誤って

が入力されても、始めから修正せずに、ただ選択機能キーに対してタッチ－離しを行う過
程だけで修正することができるという方案を提供する。
【０１９１】
また、図１７にも図示されているが、図１７に示されるような、短母音の入力後、選択機
能キーの領域に対してタッチ－離しを行えば、それに該当する二重母音入力を可能にする
方案であり、
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を入力した後、「＊」キー領域に対してタッチ－離しを行えば、

が入力され、

を入力した後、「＊」キー領域に対してタッチ－離しを行えば、

がそれぞれ入力される方法である。音節入力方式のうち、図１９の曲線で表示されたタッ
チ状態での指動きは、キーパッド携帯電話に適用が不可能であるが、「＊」キーを利用し
て、母音活性化キーが１回タッチされたときに入力可能な母音（図１７（Ｉ）に示される
母音群）を、２回タッチしたときに入力可能な母音（図１７（ＩＩ）に示される母音群）
に変化させる機能を具現することができる。
【０１９２】
  ［実施例７］
（７－１）
本発明の実施形態７－１は、ハングルの２１個母音を、短母音＋短母音あるいは二重母音
＋短母音の組み合わせではなく、母音入力活性化キー領域を３回までタッチしたり、ある
いは３回タッチしたと見なされるようにし、１回で選択入力することができる方法を提供
するものである。
【０１９３】
図２１（Ｉ）、図２１（ＩＩ）、図２１（ＩＩＩ）に示されるように、母音入力活性化キ
ーを１回タッチすれば、短母音群（

の８字；図２１（Ｉ））を選択入力することができ、２回タッチすれば、二重母音群（

の７字；図２１（ＩＩ））を選択入力することができ、３回タッチすれば、複合母音群（

の６字；図２１（ＩＩＩ））を選択入力する方法である。そして、子音配列が図２１（Ｉ
）のように、１０個の子音が、母音入力活性化キーの周囲に配列され、図１７での選択機
能キ（１６０２と異なり、図２１の子音配列で、子音をマルチタップ方式で入力し、（＊
）キー１９０２に、子音衝突を防止する移動キーの機能を担当させる場合には、（＊）キ
ーを、母音入力活性化キーとの組み合わせとして、母音入力活性化キーのタッチ回数を減
らすことが可能になる。
【０１９４】
すなわち、図２１（ＩＶ）の複合母音群に属した母音を入力するために、母音入力活性化
キーを３回タッチする必要なしに、（＊）キーをタッチした後、母音入力活性化キー１９
０１をタッチすれば、２回のタッチで、複合母音群の母音を選択することができるのであ
る。結局、（＊）キー１９０２が、母音入力活性化キー１９０１の２回タッチに該当する
役割を担当し、タッチ回数を減少させる。
【０１９５】
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それは、キーパッド携帯電話の場合にも、適用することができるものであり、母音入力活
性化キーを３回押さなければならない不都合を、２回の押し（（＊）キー１回＋母音入力
活性化キー１回）で決するという方法を提供する。
【０１９６】
図２１で、（＊）の機能は、子音衝突を防止する移動キーの機能を担当するものであり、
（＊）が、子音と子音との間では、入力スペース移動を実行させるが、（＊）キーの次に
母音が入力される場合には、入力スペース移動ではなく、母音入力活性化キー２回押し機
能を担当するのである。
【０１９７】
ところで、タッチセンサを利用した仮想キーボード入力方法で、（＊）キーに対してタッ
チ－離しを行うとしても、母音入力活性化キーをタッチするまでは、画面上に複合母音群
が表示されてはならないが、それは、（＊）キー以後、子音キーが入力されてもよいから
である。もし図２１の（＊）キーが、図１７でのように、選択機能キー１６０２の機能を
担当するとするならば、（＊）キーは、それ以上母音入力活性化キーを２回タッチした効
果を有することはできない。
【０１９８】
それは、（＊）キーが選択機能キーの機能を担当する場合、（＊）キーに対してタッチ－
離しを行った後、短母音入力のために、母音入力活性化キーをタッチしなければならない
場合が生じるので、短母音入力と複合母音入力とが同一の過程を経ることになるので、同
一の過程で、２つの機能が具現されるという矛盾が生じるためである。
【０１９９】
そして、図２２は、図２１の文字盤配列を、横モードに変更した場合の母音配列構造を示
している。図２１と図２２との文字盤配列構造において、母音入力活性化キー１９０１，
２１０１がもたらす長所は、終止符、読点、疑問符を、あえて一般的に、タッチセンサを
利用した仮想キーボード上に存在する別途のメニューキーとして構成し、それを指でタッ
チし、記号入力文字盤を呼び出さずとも、図２１（ＩＩ）、図２２（ＩＩ）に示されるよ
うに、母音入力活性化キーをタッチした状態で、あるいはタッチ－離しの状態で、それら
文章符号を、短母音のように、１回で選択入力することができる方法を提供するものであ
る。
【０２００】
キーパッド携帯電話の場合、「？」、「。」、「、」を入力するためには、母音入力活性
化キーを押した後、図２１の場合、

を押せばよく、図２２の場合、

を押せば、それら子音の代わりに、文章記号が入力されるのである。
【０２０１】
（７－２）
本発明の実施形態７－２は、実施形態７－１の構成で提供する、複合母音入力方法の母音
入力活性化キーの押す回数（タッチスクリーンを利用した仮想キーボードの場合は、タッ
チ回数）を減少させる方法で使用する「＊」キーの代わりに、母音入力活性化キーを利用
する方法を提供する。
【０２０２】
図２３（ＩＩＩ）に示されるように、二重母音入力するために、母音入力活性キーを連続
２回押す動作（タッチスクリーン方式では、２回のタッチ－離し動作）の代わりに、単母
音を入力した後（丸付き数字１、２）、母音入力活性化キーをさらに１回押す動作（丸付
き数字３）で、二重母音を入力可能にすれば、二重母音が入力される。
【０２０３】
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）を入力する場合、オートマタ構成上、複合母音を構成するそれぞれの短母音を連続して
入力する方法は、不可能になる。例えば、

を入力するために、

を連続して入力しようとする場合、図２３のオートマタ構成上、

を入力するのではなく

を入力するという結果をもたらす。
なぜならば、

を入力するためには、図２３（Ｉ）に示される文字盤で、母音入力活性化キーを押し、キ
ー

を押した後、続けて

を入力するために、母音入力活性化キーとキー

とを押さなければならないが、それは、

を入力するための母音入力活性化キー押し動作が、母音入力活性化をもたらすのではなく
、すでに入力された母音

を二重母音
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に変化させる動作をもたらすので、最後に押されるキー

は、子音

をそのまま入力するのである。
【０２０４】
従って、図２３（ＩＶ）に示されるように、複合母音の場合には、前述の方法のように、
母音入力活性化キーを２回連続押した後、当該複合母音が割り当てられた分割領域を選択
する方式で入力することが望ましい。
【０２０５】
（７－３）
複合母音入力の場合、ユーザの複合母音の配列の直観性を高めるために、押し回数を増加
させるとしても、その複合母音を構成する短母音をいずれも押すようにする方法もある。
【０２０６】
例えば、

を入力するために、

をそれぞれ入力する方法のためには、オートマタの構成を、図２３（ＩＶ）から図２４（
ＩＶ－１）のように変更することもできる。
【０２０７】
すなわち、母音入力活性化キーを２回押した場合、その後に押される２回の押しキーは、
いずれも母音に該当する文字を入力することができるのである。
【０２０８】
  ［実施例８］
（８－１）
実施形態５では、初声及び中性を入力するとき、１回のタッチ動作及びドラッグ動作で、
容易に入力することができる例を挙げた。
【０２０９】
前述の実施形態５では、中性が短母音である場合のみを例として挙げたが、「

」のように、複合母音である場合にも、類似の動作によって入力が可能である。
【０２１０】
実施形態５及び実施形態７と関連づけて説明する。
【０２１１】
図２３のキーパッド文字盤に適用されたキー押し方法は、タッチスクリーンにそのまま適
用することができ、タッチ回数を減らすために、ドラッグ動作まで利用したのが、図２５
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に図示されている。
【０２１２】
図２５（ＩＩ）は、図２３（ＩＩ）と同一に、

を入力する方法であり、２回のタッチが１回のドラッグ動作で代替されるということを示
しており、図２５（ＩＩＩ）は、１回のドラッグ動作と、それに続くタッチ－離し動作と
で、

が入力されるということを示している。
【０２１３】
さらには、図２５（ＩＩＩ－１）は、１回のドラッグ動作で、全ての二重母音が入力され
るということを示している。しかし、図２５（ＩＩＩ－１）は、図２５（ＩＩＩ）に比べ
て、エラー発生の確率が高い。
【０２１４】
その理由は、図２５（ＩＩＩ）は、ドラッグ動作の終了地点が明確であり、単母音が正確
に決定され、それにより、二重母音も正確に決定される。しかし、図２５（ＩＩＩ－１）
は、動作が途切れないという長所はあるものの、実際に指ドラッグ動作中に、

だけではなく、

を同時に通過することがあり、それは、スタイラスペンのように、移動軌跡が正確になさ
れる場合に適切であり、指のように、その軌跡が正確ではない場合は、望ましくない。
【０２１５】
最後に、図２５（ＩＶ）は、複合母音の入力が、１回のタッチ－離し動作に続くドラッグ
動作で完成されるということを示しているが、その特徴は、入力される複合母音は、ドラ
ッグ動作の開始位置と終了位置とに該当する単母音の結合として決定される。
【０２１６】
（８－２）
図２６は、拡張キーによる母音配列が、図２５のようであるとき、

（Ｉ）、

（ＩＩ），（ＩＩ－１）及び

（ＩＩＩ）を、ドラッグ方式で入力する例を図示したものであり、具体的には、図２６（
Ｉ）は、
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、図２６（ＩＩＩ）は、

の入力過程を示しており、図２６（ＩＩ－１）は、二重母音

を入力するために、

を入力した後、母音入力活性化キーに対してさらに１回タッチ－離しを行うことにより、

を入力する過程を図示している。
図２６（ＩＩ）と図２６（ＩＩ－１）とを比較すれば、図２６（ＩＩ）に示される指の軌
跡は、正確に母音入力活性化キー領域で、直ちに

キー領域に移動するというより、自然に

の領域を経るので、

を入力する過程や、

を入力する過程と混線を引き起こすことがあるのに対して、図２６（ＩＩ－１）の指軌跡
は、中間に

のキー領域を経るとしても、指離しが、

の位置から離れてさえいれば、
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が正確に入力された後、母音入力活性化キーがさらにタッチされるので、さらに正確な入
力が可能であるという長所がある。
【０２１７】
二重母音と異なり、複合母音が有する長所は、ドラッグの終了地点が明確であり、中間に
経由する地点が大きく問題にならない。例えば、図２６（ＩＶ）でのように、

を入力する場合、ドラッグ動作中に、

だけでなく

も経由するが、終了地点が

に該当するので、それと結合することができる母音は、

だけであるので、図２５（ＩＩＩ－１）で生じうる入力エラーが問題にならない。
【０２１８】
図２６でのようなドラッグ動作の長所は、「タッチ－離し」過程を省略可能にし、全ての
母音を１つのドラッグ動作によって入力可能にするが、図２７及び図２８にかような入力
方法が示されている。
【０２１９】
図２７と図２８との違いは、子音と母音との配列が、縦モードの場合と横モードの場合と
であるのみ、短母音、二重母音、複合母音に係わる入力方法は、方向が９０°変わっただ
けであって同一である。
【０２２０】
前記のように、本実施形態による「子音」＋「母音」入力方法は、８個の単母音の位置の
みを熟知しており、１回のドラッグで容易にハングルを入力することができる方法を提供
し、軌跡を定義する母音キーの領域が具体的に定義されており、正確な母音入力を保証す
る。
【０２２１】
本発明の入力解釈部１２０は、１）ユーザが入力部１１０上で、ドラッグ動作を行う場合
、そのドラッグ動作中に接触した全ての分割領域に割り当てられた文字がいずれも選択さ
れたと見ることもでき、２）そのうち、所定広さ以上接触が行われたと判断された分割領
域に割り当てられた文字だけ選択されたと見ることもできる。
【０２２２】
また、３）ドラッグ動作中に接触した全ての分割領域に割り当てられた文字のうち、順に
入力されたとき、字を作ることができる文字だけ選択されたと見ることもでき、４）最初
選択された分割領域に割り当てられた文字に対して離しを行うとき、選択された分割領域
に割り当てられた文字は、選択されたものであるとし、中間に接触した分割領域に割り当
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てられた文字は、最初選択された文字、及び最終選択された文字の間で選択されたとする
とき、字をなすことができる文字だけ選択されるようにすることもできる。
【０２２３】
このとき、最初に選択された文字は、初声や中性を入力するために、最初に選択された文
字を意味することもできる。中性の場合、拡張キーである母音入力活性化キー、または母
音入力活性化キーが接触された後で最初に接触された文字を、最初に選択された文字と見
ることができる。
【０２２４】
入力解釈部１２０が、３）番方式であると判断を下すとき、ドラッグ方式で、複合母音を
１回で入力するためには、できる限り誤解を防止することができる母音キーの配列が重要
である。
【０２２５】
例えば、前述の例で、

を入力するが、

の位置に

がある場合には、

が入力されたか、あるいは

が入力されたか不明確であるという短所がある。
かような誤解を最小化するためには、母音入力活性化キーを中心に、短母音に該当する「

」の８個の母音が配置されるが、１回のドラッグ動作によって全ての短母音、二重母音、
複合母音を入力するためには、図２７及び図２８のように、

が、母音が配置される正四角形領域のコーナー領域に配置されなければならないという点
である。
【０２２６】
もし

がコーナー領域に配置される場合、複合母音を、画面に表示される短母音の組み合わせに
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よって表示することができなくなる。それについて図３０で説明すれば、図３０（Ｉ）は
、

がコーナーに配置されたものであり、短母音である

とを入力するためには、隣接した領域を経て、

が選択されても、それらの軌跡が作ることができる母音は、

しかない。
【０２２７】
一方、図３０（ＩＩ）及び図３０（ＩＩＩ）のように、

がコーナーではない領域に配置される場合、コーナー領域の母音を入力するための軌跡で
ある２つの母音を入力する文字入力オートマタ構成の矛盾をもたらすのである。
【０２２８】
例えば、図３０（ＩＩ）は、

を入力する指の動きを示しているが、実際に、丸１の軌跡は、

との領域を経ず、

領域を選択することになり、正確に

の入力が完成される。しかし、丸１の軌跡を有することになる確率は、「０」（zero）に
近いので、実際の指の動きは、丸１の軌跡を外れた丸２の軌跡を描くようになる。その場
合、意図しない

が入力されるので、実質的に



(48) JP 5977764 B2 2016.8.24

10

20

30

40

50

を入力することができる方法がなくなることになり、もしこの軌跡が

を入力するように指定するならば、

を入力するための軌跡は、

を結ぶ軌跡にならず、他の軌跡を作らなければならないが、それは、複合母音の入力方法
が、複合母音を構成する短母音を連結する軌跡でなければならないという直観性を脱する
ことになって難点になり、かような直観性を外れた軌跡を画面に表示することは、実際に
不可能であり、ユーザが一つ一つ記憶していたり、あるいは記憶していることができなけ
れば、使用方法を再び熟知しなければならないという不都合な点を引き起こす。
【０２２９】
この点は、図３０（ＩＩＩ）でも示されるが、母音

の場合は、コーナー領域に配置されなくても、図３０（ＩＩＩ）の軌跡丸１及び軌跡丸２
から分かるように、問題ないが、母音

の場合、図３０（ＩＩＩ）の軌跡丸４から分かるように、

を入力するための軌跡が複合母音

を入力するための軌跡と重なり、問題が生じるのである。
【０２３０】
従って、図３０（ＩＩ）あるいは図３０（ＩＩＩ）のような短母音の配列、特に、

がコーナーではない領域に配置される場合には、少なくても

のうち一つは、

を含む複合母音入力のための軌跡が、それら複合母音をなすそれぞれの短母音を連結する
軌跡によって構成されなくなる。
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【０２３１】
追加して

は、複合母音と見なし、

を連結する軌跡で入力するようにすることができるが、そのためには、

も、複合母音を構成する最初の短母音に該当するので、

と同様に、コーナー領域に配置されなければならない。しかし、図３０（Ｉ）に示される
ように、「」と対面する位置に配置されれば、あえてコーナー領域に配置されなくても問
題が生じない。

の場合、複合母音を構成する短母音が、

以外にはないので、

と隣接したキー領域に、

以外の短母音が配置されれば、問題が生じなくなる。
【０２３２】
しかし、

に比べて、

は、避けなければならない母音が

だけではなく、
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、

の場合、

がさらに存在するので、それぞれ避けなければならない母音が３種であるので、

が、

と隣接せず、同時に

も、

と隣接しないように配置することができる方法は、なくなる。すなわち、

は、

と異なり、コーナー領域に配置されなければならないという点が、本構成の原理であり、

が同時にコーナー領域に配置されるのであるならば、残りの短母音は、どこに配置される
としても、複合母音をドラッグ動作によって入力するとき、短母音を入力する軌跡と衝突
を起こさなくなる。
【０２３３】
やむをえず、
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のうち一つだけをコーナー領域に配置する場合、コーナー以外の領域に配置されるのは、
隣接した左右領域あるいは上下領域のキーに、複合母音を構成しない母音を配置するなら
ば、やはり問題にならない。
【０２３４】
ただし、

のうち一つだけをコーナー領域に配置する場合、複合母音を入力するためのドラッグ動作
が、図２７（ＩＶ）及び図２８（ＩＶ）に示されるように、類似した複合母音の入力が、
一直線上に構成されるなくなるが、根本的な問題にならない。従って、本構成は、タッチ
方式の入力装置で、全ての子音と母音とを、指が仮想キーボードに示される子音と母音と
によって移動すれば、１回のタッチによって入力される方法を提供する。
【０２３５】
一方、前記ドラッグ入力方法は、本発明の実施形態２で示とように、キーパッドの押し動
作に、１：１対応させることでできるということを図２９に示しており、それぞれの番号
は、押し動作の順序である。
【０２３６】
すなわち、図２６（Ｉ），（ＩＩ）、（ＩＩＩ）の単母音（

）、二重母音（

）、複合母音（

）に該当するキーパッド押し動作が、図２９（Ｉ），（ＩＩ）、（ＩＩＩ）に示されてい
る。ただし、図２６（ＩＩ）及び図２６（ＩＩ－１）は、キーパッド押し動作は、同一に
行われ、反対に、図２６（ＩＩＩ）は、キーパッド押し動作が、図２９（ＩＩＩ）及び図
２９（ＩＩＩ－１）に示されるように、２つの場合として行われる。図２９（ＩＩＩ－１
）は、図２３の構成によるものであり、図２９（ＩＩＩ）は、図２４（ＩＶ－１）の構成
による方法を示している。
【０２３７】
  ［実施例９］
実施形態９は、母音入力活性化キーを２つのキーに割り当てる方法で、母音入力をさらに
簡便にする方法を提供する。
【０２３８】
図３１に示されるように、キーの配列が左右で長く延びて行われる場合、母音入力活性化
キーが１つである場合、母音を入力するための指の移動が便利ではないので、それを克服
するために、左（２９０１）、右（２９０２）に一つずつ配置し、容易に母音入力が行わ
れ、一般的に、図３１のようにキー配列が行われる場合、自然に両手（両親指）を使用す
ることになり、指（親指）の動きを最小化させることができ、手軽な入力が可能になる。
【０２３９】
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指定された非上位文字の選択も容易に行われ、真ん中に位置した「＠２９０５」キーは、
多様な機能を行うことが可能になる。例えば、「space」キーあるいは「取り消し」キー
に指定することもでき、拡張機能を追加して、多様な記号を入力することができるメニュ
ーキー（menu key）としても活用可能である。
【０２４０】
  ［実施例１０］
実施形態１０は、拡張キーを特定分割領域に割り当てず、ユーザのジェスチャによって、
拡張キーが選択されたか否かを判断させる例に係わるものである。
【０２４１】
例えば、子音入力時に、初めにタッチセンサをタッチした地点から、一定の直線距離を動
いた後で離す場合、母音入力活性化キーの機能を担当するのである（この直線距離は、初
めにタッチする地点を中心にする円の半径に該当し、この半径で作られる円の外領域が母
音入力活性化領域になる）。
【０２４２】
子音の選定は、初めに指がタッチセンサに触れる位置に該当する仮想キーボードのキーに
指定された文字からなり、その状態で指をそのまま離せば、選択された子音が入力され、
続けて子音入力が行われ、もし初めに触れた位置から一定距離（この距離は、過度に短け
れば、偶然な指の動きによって、母音入力ウィンドーが活性化され、距離が過度に長けれ
ば、母音入力ウィンドーを活性化させるのに不都合をもたらすので、ユーザの利便性によ
って変更可能にすればよい）を移動させた後で離せば、母音入力ウィンドーが活性化され
て母音入力が実行される。
【０２４３】
それについて、図２１の文字盤配列でもって説明すれば、次の通りである。図２１（Ｉ）
の子音入力ウィンドーから分かるように、１本の指のみを使用して

を入力する場合、本構成がなければ、

が指定されたタッチセンサ領域をタッチした後、母音入力活性化キーをタッチするために
、指が母音入力活性化キーまで移動し、母音入力ウィンドー（図２１（ＩＩ））を活性化
させた後、母音

が指定された領域まで戻らなければならないという不便さを受けることになる。
【０２４４】
しかし、本構成を利用すれば、簡単に「 不都合 」をタッチした状態で、

が指定されたキー領域に指を移動し、タッチセンサから離した後、再び

が指定された領域をタッチすれば、簡単に
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動距離を、

が指定された領域から、

が指定された領域までの距離より短く設定した場合でなければならない）。
【０２４５】
さらに、かような構成は、タッチセンサの左側領域に指定された子音を入力した後、タッ
チセンサの右側領域に指定された母音を入力するために、両手を使用することができると
いう長所をもたらし、入力の利便性と効率性とを同時に増大させる方法を提供する。
【０２４６】
もしかような構成ではないならば、指がタッチセンサに触れている状態で、左側から右側
に移動したり、あるいは右側から左側に移動しなければならないという不都合をもたらす
ためである。
【０２４７】
例えば、

を入力しようとする場合、左手親指で

が指定された左側上端領域をタッチした後、母音入力ウィンドー活性化のための直線移動
距離よりさらに移動した後で離した状態から、右手親指で

が指定されたタッチセンサ領域をタッチすれば、

の入力が完了するのである。同様に、

を入力しようとする場合、

を入力した後、
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が指定された領域まで長い距離を動かなければならない必要なしに、右手親指で

をタッチした後、母音入力活性化半径に該当する距離以上を動いた後で離せば、母音入力
ウィンドーが活性化され、左手母指で

領域をタッチすれば、１本の指を使用して遠い距離を移動しなければならないという不都
合をなくすことが可能になる。
【０２４８】
従って、本構成によって文字入力が行われる場合、指の移動距離が短くなるという効果と
同時に、両手を使用して指移動距離をさらに縮めるという効果をもたらすのである。
【０２４９】
  ［実施例１１］
前述の実施形態では、拡張キーである母音入力活性化キーには、いかなる文字も割り当て
られず、拡張領域にただ新たな文字が割り当てられるようにする機能のみを行うようにな
っている例だけについて説明した。
【０２５０】
しかし、拡張キーにも特定文字を割り当てることができ、その例について説明したのが実
施形態１１である。
【０２５１】
実施形態１１は、子音

に該当する分割領域に、拡張キーが割り当てられており、子音を入力する段階では、

が入力され、母音が入力される段階では、拡張キーの機能が行われるようになっている。
【０２５２】
具体的には、母音の入力は、図３２に示されるように、

が指定されたキー領域を中心に、指が作る軌跡によって、行われるようにするものであり
、その方法は、図２７及び図２８に示される原理で行われる。そして、子音の場合は、そ
れぞれのキー領域に対するタッチ－離し動作によって入力される。
【０２５３】
ただし、濃音、激音の場合、当該子音の単子音、例えば、
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を入力した後「激音、濃音」キーをタッチし、順に

に変換させて入力することができる。
【０２５４】
図３２を利用して、さらに具体的に説明すれば、

を入力するためには、

キー領域をタッチした後、指を

キー領域に移動し、この状態で母音文字盤が活性化されて示されれば、

キー領域に指を移動させた後で離せば、

が同時に入力されて

の入力が完了するのである。すなわち、指タッチが子音から始まり、

キー領域を過ぎ、所望の母音キー領域で離せば、初めにタッチしたキー領域に該当する子
音と、最後に選択された母音（複合母音あるいは二重母音の場合は、母音文字盤が活性化
された状態で、指の動きによって決定される）が入力されるのである。
【０２５５】
ただし、

の場合、
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キー領域をタッチした後、その位置でそのまま離せば、

だけが入力され、母音と共に入力しようとすれば、他の子音と同一に、

キーをタッチしたときに活性化される母音文字盤上の母音キー領域に指を移動させた後で
離せばよいのである。従って、初めにタッチセンサに触れる位置が、

キー領域であるときは、

が入力されるが、他の子音キー領域をタッチした状態で、

キー領域に移動すれば、

は、入力されず、ただ母音文字盤を活性化させる役割のみを担当することが本構成の内容
であり、母音のみを入力する場合、

キーを利用することができないので、別途の母音キー３１０１をおき、該母音キーをタッ
チしても母音キーが活性化され、母音のみを入力することができる方法も提供される。
【０２５６】
  ［実施例１２］
実施形態１２では、それぞれのキーが拡張キーの機能を行う場合について説明する。
すなわち、前述のところでは、拡張キーに母音入力活性化キーだけがあったが、実施形態
１２では、各子音が割り当てられた分割領域も、拡張キーの機能を行う例について説明す
る。
【０２５７】
それぞれの分割領域には、複数個の文字セットが割り当てられ、ユーザが特定分割領域を
選択すれば、その分割領域の拡張キーに設定された拡張領域に属する分割領域それぞれに
、各拡張キーに割り当てられた複数個の文字が割り当てられるのである。
【０２５８】
このとき、拡張キーが割り当てられた分割領域には、いかなる文字も割り当てられないよ
うにすることもでき（すなわち、拡張領域から除外）、他の拡張領域のように、文字が割
り当てられるようにすることもできる（すなわち、拡張領域に含む）。
【０２５９】
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図３３は、そのうち拡張キーが割り当てられた分割領域にも、文字が割り当てられた例を
図示したものである。
【０２６０】
図３３の各分割領域には、１つの拡張キー別に、濃音と激音とが共に割り当てられるよう
に構成されており、実施形態１１でのように、

が母音入力活性化キーの機能も行うようになっている例を図示している。
【０２６１】
各分割領域に係わる拡張領域をどの方向にするかということは、システム設計者によって
自由に決定されるが、本構成による子音の入力が、母音の入力と区分されるためには、濃
音、激音に該当する子音が、それぞれの単子音から拡張されて選択されるとき、

キー領域を過ぎれば、母音入力と混同されもするので、それを避けるように、図３３に示
されるように配置することが望ましい。
【０２６２】
図３３（ＶＩ）に示されるように、

の激音である

と、濃音である

とを互いに直角方向に配置すれば、図３３（Ｖ）に比べて、

を選択するための指の動きが減少されるという効果をもたらす。
【０２６３】
  ［実施例１３］
実施形態１３は、それぞれの分割領域に、子音文字及び拡張キー機能が付与されており、
それぞれの拡張キーが選択されれば、母音だけではなく、分割領域に割り当てられた子音
の濃音及び激音までも、共に拡張領域に割り当てられ、ユーザが１回で、濃音または激音
及び母音を選択可能にした点に特徴があるのである。
【０２６４】
図３４（Ｉ）に示されるように、タッチ式入力方式の仮想キーボードが十分な空間を確保
し、子音が配置された１２個のキー領域の左右に、１スペースずつの余裕空間がある場合
、本構成が適用可能である。
【０２６５】
図３４を介して説明すれば、指がタッチする前の仮想キーボード文字盤は、図３４（Ｉ）
の構成を示すが、ただ子音が１０個のキーに配置された配列である。この状態で、
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キー領域の周囲に表示され（図３４（ＩＩ））、この状態で、図２７及び図２８に示され
ているドラッグ動作で、所望の母音の入力が行われ、１回のタッチで、子音と母音との入
力が同時に行われるのである。
【０２６６】
もし

を入力しようとしたり、あるいは

を入力しようとするならば、

キー領域をタッチした状態で、指を

領域（図３４（ＩＩＩ））あるいは

領域（図３４（ＩＶ））に移動し、母音入力のためのドラッグ動作を行えば、

の代わりに、

が結合された音節の入力が完成される。
【０２６７】
図３５には、

に該当する母音及び子音の配列が表示されており、図３６には、

に該当する母音及び子音の配列が表示されている。図３７及び図３８は、
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に係わる母音及び子音の拡張配列が表示されているが、

の場合、その自体で

と異なり、拡張されなければならない濃音、激音がないが、図３３に示される子音の配列
では、

の場合、母音を拡張配列させる空間が不足するので、それを補うために、

の拡張子音として指定し、図３７のように配置し、母音を同時に入力可能にさせたり、あ
るいは初めから

キー自体に拡張

３７０１を構成させ、母音を同時に入力しようとする場合、指をタッチした状態で、拡張

３７０１のキー領域に移動すれば、母音配列が示されるようにし、母音を同時に入力させ
る方法を提供することもできる。
【０２６８】
従って、図３４ないし図３８に示されるそれぞれの子音キー領域周囲への母音配列による
子音＋母音の同時入力は、本発明の長所をさらに効果的に増進させ、１回のタッチで、全
ての子音と母音との入力を可能にさせる。
【０２６９】
  ［実施例１４］
実施形態１４は、濃音キー、激音キーに係わるものであり、前述の実施形態では、濃音キ
ー、激音キーは、子音の入力が行われた後で入力された子音を、濃音あるいは激音に変換
させることになるが、それは、本発明で、子音と母音との同時入力が行われる場合、連続
性を落とす要因になる。
【０２７０】
そのために、本実施形態１４では、子音と母音との同時入力が行われた後、濃音キー、激
音キーをタッチすれば、すでに入力された子音が、濃音あるいは激音に変換されるのであ
る。
【０２７１】
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例えば、ドラッグ動作により、

を同時に入力して

が入力された後、「濃音、激音」キーをタッチすれば、すでに入力された

に変換され、さらに１回「濃音、激音」キーをタッチすれば、

に変換されるのである。
【０２７２】
従って、

の変換が、母音が入力された状態でも行われることになる。
【０２７３】
さらには、

への変換も同様の方法で行われる。例えば、

を入力した後、「濃音、激音」キーをタッチすれば、

に変換されるのである。さらには、

が入力された後に「濃音、激音」キーをタッチすれば、

に再び変換される。
【０２７４】
かような構成の長所は、図３３～図３８に示される子音の濃音、激音の選択のための動作
を省略し、単に「濃音、激音」キーをタッチすることにより、一貫性ある動作を維持させ
るという長所をもたらす。すなわち、ユーザは、図３４に示されるように、

の位置さえ記憶しておけば、それ以上

の位置について考えることが不要であり、さらに、
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の位置について考えることも不要であり、文字入力が一層簡単になるという長所をもたら
す。
【０２７５】
本発明の入力システムは、ハングルだけではなく、英語、ヒンディー語などの外国語入力
システムにも適用される。
【０２７６】
まず、英語の場合を見れば、英語の場合には、子音の後に、すぐに子音が来る場合も多い
ので、ハングルのように、母音入力活性化キーを別に置くことが大きい長所になるとも限
らない。
【０２７７】
その代わり、単語予測入力システムを導入すれば、本発明の拡張キー概念が文字入力にお
いて非常に便利なツールにもなる。
【０２７８】
単語予測入力システムは、１つの分割領域に、複数個の文字が割り当てられた場合、ユー
ザが選択した各分割領域に割り当てられた文字を組み合わせて作ることができる単語を予
測してユーザに示し、ユーザがそののうち一つを選択すれば、その単語入力を可能にする
ものである。
【０２７９】
すなわち、入力が文字単位で行われるのではなく、単語単位で行われるという点で違いが
ある。
【０２８０】
その場合、ユーザが選択した分割領域に割り当てられた文字の組み合わせによって作われ
る単語の種類が、ユーザが拡張キーを選択した場合に生じる拡張領域に割り当てられ、ユ
ーザは、その単語のうち入力しようとする単語が割り当てられた分割領域を選択すること
により、ユーザが所望の単語を入力する。
【０２８１】
具体的な例について、図面を参照して説明する。
【０２８２】
  ［実施例１５］
一般的なキーパッド携帯電話用英文字盤は、図３９（Ｉ）に示されるように、「１」番キ
ーには、文章符号が指定され、（あるいは、「１」番キーに「ＱＺ＠」が指定され、文章
符号は、モード変換を介して、それぞれのキーに分けられて指定されもする）、「２」番
キーから「」番キーまで、２６個のアルファベットが指定されるが、本実施形態の構成で
は、それら番号キーのうち１つのキーに、記号あるいは文字を指定せずに、予測単語を選
択するための拡張キーの役割を担当させるのである。
【０２８３】
ハングルと同様に、ユーザの利便性のために、５番キーをかような目的に該当するように
、拡張キーに指定した例について以下で説明する。５番キーを除いた残りの「１」番キー
から「９」番キーまで、アルファベットが指定され、「５」番キー３８０１は、ハングル
の母音入力活性化キーのように、それ自体としては文字が指定されておらず（数字「５」
は、指定されている）、文字入力を担当せず、代わりに単に「予測単語」選択のための機
能キーの役割を担当する。ハングルでの母音入力活性化キーは、母音の入力に利用された
のに対し、予測単語入力方式で、母音入力活性化キーに該当する拡張キー３８０１は、「
予測単語選択」及び文章符号の入力に利用される。
【０２８４】
拡張キーを、タッチ方式の仮想キーボード入力システムに適用した事例が、図４０に示さ
れる。図４０は、タッチスクリーン方式の入力装置で、「Ｉａｍａｂｏｙ．」という文章
の入力過程のうち、「ａｍ」を入力する段階であるが、周知の単語予測システムであるNu
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anceの「Ｔ９」を参照する場合（ｗｗｗ．ｔ９．ｃｏｍ）、「ａｍ」を入力するために、
仮想キーボード３９０３で、１番キー（「１」、「ａ」、「ｂ」、「ｃ」が指定される）
と６番キー（「６」、「ｍ」、「ｎ」、「ｏ」が指定される）とに対して、指でタッチ－
離しを行う（以下、図４０から図６１までの図面で、タッチスクリーンあるいはタッチパ
ッドを利用した仮想キーボード入力システムを示す場合、黒円は、タッチ－離し動作を意
味し、矢印を有する線は、末尾部分が、初めに接触される地点であり、矢印部分が、最後
に離されるドラッグ動作を意味する；それは、図２５に表示されたところと同一の表示方
法である）。
【０２８５】
予測される数字及び単語は、「１６」、「ａｎ」、「ａｍ」、「ｃｏ」、「ｃｍ」の５種
であるので、「予測単語リストウィンドー」３９０２に羅列され、そのうち使用頻度が最
も高い「ａｎ」が入力ウィンドー３９０１に暫定的に入力される（図４０（ＩＩ））。図
４０に示されるように、入力ウィンドーに入力された単語は、下線で表示されるが、それ
は、入力ウィンドーに入力された単語が、「暫定的入力単語」であるということを表示し
、まだ「単語予測状態」が維持されているということを示す。
【０２８６】
その後、指で拡張キーをタッチした後で離していない状態で、ドラッグ動作で３番キーに
移動した後で指離しを行えば、「ａｍ」が確定入力され（図４０（ＩＩＩ））、「space
」を入力しようとすれば、この状態で「space」キーをタッチすればよい（図４０（ＩＶ
））。
【０２８７】
図４０（ＩＶ）に示される「space」キーを介した「space」入力方法は、タッチ入力方式
では、図４１（ＩＩＩ）に示されるように、１回のドラッグ動作で、さらに簡単に行われ
る。すなわち、図４０で、「予測単語」選択（図４０（ＩＩＩ））及び「space」入力（
図４０（ＩＶ））のために、２回のタッチ動作が行われるが、図４１では、１回のタッチ
／ドラッグ動作で、この２つの動作に該当する機能が完成されるのである。
【０２８８】
かような拡張キーの作動原理が、図４２に説明されているが、単純な「拡張キー」タッチ
（４１０１）は、数字「５」を入力することができ（図４２（Ｉ））、図４２（ＩＩ）及
び図４２（ＩＩＩ）に示される「拡張キー」から始まるドラッグ動作（４１０２、４１０
３）は、文字あるいは数字（「５」）の入力ではない「予測単語」の選択が行われる。た
だし、図４２（ＩＩ）に示される「拡張キー」で始まり、残りのキーで終わるドラッグ動
作４１０２は、予測単語の選択及び入力を完成し、図４２（ＩＩＩ）に示されるように、
再び「拡張キー」で回帰するドラッグ動作４１０３は、予想単語の選択入力と共に、「sp
ace」の入力も同時に行われる。
【０２８９】
　そして、図４２（ＩＶ）に示されるドラッグ動作４１０４は、タッチ開始点が「拡張キ
ー」ではない残りのキーから始まり、「拡張キー」にドラッグされて指が離される場合、
タッチが始まったキーに指定された記号（symbol）の入力が行われる。
【０２９０】
従って、本構成による「拡張キー」を利用すれば、「予測単語」選択／入力、「space」
の入力及び「記号」の入力が、「１」番キー～「９」番キー（必要であれば、「０」番キ
ー、「＃」キー及び「＊」キーなどを追加して含めることができる）で容易に完成され、
one-thumb operationが容易な入力システムを提供する。両手を使わなければならないqwe
rty keyboardより容易に入力することができる方法を提供する。
【０２９１】
すなわち、拡張キーを利用すれば、予測単語を選択・入力するため「予測単語リストウィ
ンドー」３９０２まで指を動かす必要なしに、所望の単語を容易に選択させる。指で、「
予測単語リストウィンドー」３９０２で、直接所望する単語を選択するのではないので、
「予測単語リストウィンドー」のサイズが小さくなってもよく、それにより、「予測単語
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リストウィンドー」３９０２によって入力ウィンドー３９０１が隠れるという不都合も解
消することができるのである。
【０２９２】
英語の場合、文章入力過程で、最も多く使用される「space」を「拡張キー」に指定し、
指の動きをさらに減少させることが可能になる。そのためには、数字「５」の入力を行う
別途の仮想キーボードモードを採用したり、あるいは「拡張キー」以外のキーに数字「５
」を指定し、数字「５」を入力したりするが、問題ないようにすればよい。
【０２９３】
例えば、図５９（Ｉ）あるいは図５９（ＩＩ）のキー配列の場合、「拡張キー」に数字「
５」を指定する必要がない構造を示しており、かような場合、「拡張キー」が「space」
入力機能を、数字入力機能にとらわれずに行うことが可能になる。
【０２９４】
そして、「拡張キー」が「space」の入力機能を担当する場合、「単語予測状態」が維持
されている場合、入力ウィンドーに示される「暫定入力単語」３９０４（下線を引いたり
、あるいは単語の背景色を異にしたりするなど、暫定的入力状態に表示される）が、入力
しようとする単語であるならば、「拡張キー」に対してタッチ－離しを行うとき、この「
暫定的入力単語」を確定させ（暫定的入力単語の下線が消える）、同時に「space」を入
力可能にし、「予測単語選択」と「space」との入力を１回の動作で行うことが可能にな
る。
【０２９５】
そして、「単語予測状態」が終わったときは、「拡張キー」は、単に「space」入力機能
のみを行う。もし「単語予測」状態で、「拡張キー」がドラッグ動作が伴わない単純なタ
ッチ－離し動作でもっては、何らの機能も行わないように設定するならば、「拡張キー」
を、休憩所（resting area）にすることが可能になる。そして、「単語予測状態」が活性
化されていない場合、指が、「拡張キー」から他のキーに移動した後で離す場合、前述の
「予測単語選択」機能の代わりに、指が離れる位置に該当するキーの入力機能を担当する
ようにすれば、指が初めにタッチしたキーが、「拡張キー」であるとしても、文字入力の
ためのキー選択が容易に行われる。さらには、かような動作に、「shift」機能まで追加
するならば、単語の初字の大文字化のための「shift」キー入力のための動作を省略する
ことができる。例えば、「Ｉ」を入力するために、「ｇｈｉ」キーをタッチする前に、「
shift」キーをタッチする必要なしに、「拡張キー」をタッチし、この状態でドラッグ動
作で、「ｇｈｉ」キーに移動した後で離しを行えば、「予測単語リストウィンドー」に、
「ｇ」、「ｈ」、「ｉ」が示されるのではなく、それら文字の大文字形である「Ｇ」、「
Ｈ」、「Ｉ」が示されながら、初字が大文字化された単語の入力が準備完了されるのであ
る。
【０２９６】
以上で説明したように、１つの「拡張キー」を利用して多様な機能を行うことができ、１
０個の数字キーだけでも、qwerty keyboardより便利な入力方法を提供することが本構成
の核心である。
【０２９７】
すなわち、図４２に示されるように、タッチスクリーンあるいはタッチパッド入力システ
ムの場合、「拡張キー」を活用した単純なタッチ／離し動作やドラッグ動作のような多様
な動作に互いに異なる機能を付与し、文字入力の利便性及び効率性を増進させようとする
ものである。
【０２９８】
図４２に示されるタッチスクリーンあるいはタッチパッド入力方法で、「拡張キー」を活
用した動作としては、第一に、「拡張キー」に対する単なるタッチ－離し動作（４１０１
）、第二に、「拡張キー」をタッチし、ドラッグ動作で他のキーを選択する動作（４１０
２）、第三に、「拡張キー」をタッチし、ドラッグ動作で他のキーを選択した後、再び「
拡張キー」に回帰する動作（４１０３）、第四に、「拡張キー」以外のキーをタッチし、
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ドラッグ動作で「拡張キー」を選択する動作（４１０４）、そして最後に、「拡張キー」
以外のキーをタッチし、ドラッグ動作で「拡張キー」を過ぎた後、他のキーを選択する動
作（４１０５）などである。
【０２９９】
すでに説明したように、最初の動作（４１０１）は、数字「５」を入力する機能を担当す
るか、あるいは、「space」を入力するが、「単語予測状態」が活性化されているときは
、「暫定入力単語」と「space」とを同時に入力する機能を有させる。
【０３００】
２番目の動作（４１０２）は、「予測単語」を入力する機能を担当し、３番目の動作（４
１０３）は、「予測単語入力」と同時に、「space」の入力機能を担当する。４番目動作
（４１０４）は、それぞれのキーに指定された記号を入力する機能を担当し、５番目動作
（４１０５）は、記号入力を修正する機能を担当する。
【０３０１】
図４２は、仮想キーボード上で、「拡張キー」を運用する手の動作と共に、それによって
起こるキーの色変化と、それぞれのキーに指定された文字の変化とを起こす結果を示して
いる。
【０３０２】
図４２（Ｉ）は、何らの変化もない仮想キーボードを示しているが、これは、「拡張キー
」をタッチする前に、いかなるキー入力もなされていない状態であるということを知らせ
ている。
【０３０３】
すなわち、まだ「単語予測状態」が非活性状態であるので、入力ウィンドーに「単語予測
リストウィンドー」がなく、指を「拡張キー」の周辺キーに移動しても、「予測単語選択
」がなされない。
【０３０４】
しかし、「拡張キー」をタッチする以前に、すでにキー入力がなされ、「単語予測状態」
が活性化状態であるならば（入力ウィンドーに、「予測単語リストウィンドー」が示され
ている状態）、指が「拡張キー」をタッチする瞬間に、図４２（ＩＩ）と図４２（ＩＩＩ
）に示されるように、それぞれのキー領域が、黄色に変化するように設定することができ
る。それは、「単語予測状態」がすでに活性化されたことを意味し、この状態で、「拡張
キー」周辺のキーに指をドラッグして離しを行えば、離す地点のキーに指定された番号に
該当する「予測単語」が入力されるということをユーザに知らせる役割を行うのである。
各キーに表示された数字は、「予測単語リストウィンドー」の羅列番号に該当する。
【０３０５】
そして、図４２（ＩＶ）と図４２（Ｖ）は、各キーの色変化はないが、それぞれのキーに
示される文字は、図４２（Ｉ）と異なり、「記号（symbol）」が示される場合であり、「
拡張キー」をタッチする前に、すでに「記号入力状態」が活性化されていることをユーザ
に知らせている。特に、図４２（ＩＶ）で、「！」（感嘆符記号）が指定された「１」番
キーだけ黄色に表示されているのは、「拡張キー」に指が移動する前に、初めにタッチし
た位置が、「１」番キーに該当するということを示しているのであり、図４２（Ｖ）で、

（二重引用符記号）が指定された「３」番キーが黄色に表示されているのは、指が離れる
場合、重引用符が入力されるということを知らせるのである。
以上は、「拡張キー」を運用する指の動作と係わる仮想キーボード上での変化の一例につ
いて説明したものであり、図４２（Ｉ）～（Ｖ）に示される「拡張キー」運用の指動作に
設定された機能に該当するように変化が可能である。
【０３０６】
図４３は、図４２に示される「拡張キー」運用方法の他の例を示しているが、その違いは
、記号入力及び予測単語入力のための動作が互いに入れ替わったという点である。すなわ
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ち、図４３では、記号を入力するためには、「拡張キー」をまずタッチした後、ドラッグ
動作で所望のキーを選択した後で離しを行えばよく（４２０２）、「単語予測状態」が活
性化されている場合、「予測単語」を選択するためには、まず予測単語の番号に該当する
キーをタッチして選択した後、ドラッグ動作で「拡張キー」に移動した後で離しを行えば
よい（４２０３）。
【０３０７】
すなわち、「予測単語」の入力のための動作が「拡張キー」から始まるのではなく、むし
ろ「拡張キー」で終了するので、「拡張キー」に指が移動するまでは、仮想キーボードの
変化が起こらず、指が「拡張キー」に移動すれば、図４３（ＩＶ）に示されるように、そ
れぞれのキーの色が黄色に変化し、初めにタッチしたキーの色は、青色に変わり、初めに
タッチしたキーの位置を示す。
【０３０８】
さらには、図４３（ＩＶ）のドラッグ動作は、あえて「拡張キー」で離す必要なしに、初
めにタッチした位置のキーから一定距離以上動く場合、同一の機能を担当させても問題な
い。
【０３０９】
図４３（Ｖ）は、「暫定的入力単語」の選択及び入力と同時に、「space」を入力するた
めの動作（４２０４）であり、初めにタッチしたキーの位置に戻って離しを行えばよい。
実際に、英文字では、他のいかなる文字より「space」入力が多用されるので、図４２（
ＩＩ）及び図４３（ＩＶ）のドラッグ動作は「暫定的入力単語」の入力と、「space」入
力との機能を同時に行い、図４２（ＩＩＩ）及び図４３（Ｖ）のドラッグ動作は「暫定的
入力単語」の入力のみを担当するように設定し、実際に「space」入力が共になされる場
合ではない場合より多いので、指の動きを減少させることが可能になる。
【０３１０】
さらに、「拡張キー」から始まり、「拡張キー」で終わるドラッグ動作が、追加的な「sp
ace」入力なしに、ただ「予測単語」だけの入力を行う場合、かような動作が完了（図４
２（ＶＩ）－丸付き数字１）すると同時に、「記号文字盤」が画面に示され（図４２（Ｖ
Ｉ）－丸付き数字２）、この状態で、入力しようとする文章記号が指定されたキーに対し
てタッチ－離し（図４１（ＶＩ）－丸付き数字３）を行えば、記号入力、が図４２（ＩＩ
Ｉ）及び図４２（ＩＶ）に示される２回のドラッグ動作で行われることより単純な動作で
行われる。
【０３１１】
特に、ドラッグ動作中に、「記号文字盤」を示す場合（図４２（ＶＩ）－丸付き数字２）
、図４２（ＩＶ）より好ましい点は、「記号入力」のためのタッチ－離し動作（図４２（
ＶＩ）－丸付き数字）が、すでに画面に示される「記号文字盤」を見ながら行われるので
、入力しようとする記号の選択が容易になるという長所をもたらす点であり、もし図４２
（ＶＩ）－丸付き数字３の記号入力準備状態から外れ、数字あるいは他の文字を入力しよ
うとするならば、「記号文字盤」上の「拡張キー」に対してタッチ－離しを行い、記号入
力過程を脱することができる。このために、「記号文字盤」上の「拡張キー」は、「spac
e」入力機能を担当することもでき、あるいはただ何の機能もなしに、記号入力過程を脱
する機能のみを担当させることもできるが、それは、単語予測方法の構成によって、決定
すればよいのである。
【０３１２】
そして、図４２（ＶＩ）に示される過程を、図４３（Ｖ）のドラッグ動作にも適用し、簡
便な「記号入力」過程（図４３（ＶＩ））をなすことが可能になる。
【０３１３】
図４４は、数字の入力を除外した純粋な文字及び記号のみをそれぞれのキーに指定した仮
想キーボードの例を示しているが、かようなキーボードを利用する場合、「拡張キー」を
過ぎるドラッグ動作（４３０１、４３０２）が、それぞれのキーに指定された文字のうち
１つの文字を入力する機能を担当するように設定する例を示している。すなわち、「ｘｗ
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ｙｚ」が指定された「９」番キーを接触した状態で、ドラッグ動作（４３０１）で「拡張
キー」を過ぎ、「ｊｋｌ」が指定された「４」番キーに移動した後で指離しを行えば、「
ｘ、ｗ、ｙ、ｚ」のうち４番目の文字である「ｚ」を入力し、もし「１」番キーで指離し
を行えば、最初の文字である「ｘ」を、そして「２」番キーで指離しを行えば、「ｗ」を
、「３」番キーで指離しを行えば、「ｙ」を入力させる設定である。
すなわち、最後に離す地点に該当するキーが「１」番キーであれば、最初の文字が、「２
」番キーであれば、２番目の文字が、「３」番キーであれば、３番目の文字が入力される
方式である。それぞれのキーに、４個以上の文字が設定されていても、離される地点のキ
ーを異ならせればよいので、「単語予測入力方法」で文字を入力している最中でも、それ
ぞれのキーに指定された多数の文字及び記号のうち、特定の文字あるいは記号の入力が可
能である。
【０３１４】
さらには、「拡張キー」が「space」入力機能を行わないのであれば、「５」番キーを介
して、数字「５」の入力が可能であるので、それぞれの数字の入力も、図４３に示される
ドラッグ動作で遂行可能である。
【０３１５】
例えば、「１」番キーに指定された文字は、数字「１」を含み、「ａ、ｂ、ｃ」全４種で
あるので、数字の場合は、「１」番キーから始まって「４」番キーで終了するドラッグ動
作でもって設定すれば、それぞれのキーに指定された文字及び数字のうち所望のものを入
力することができ、「単語予測入力方法」では、「１」番キー入力の場合、「１」番キー
に指定された全ての綴り字（図４３（Ｉ）の仮想キーボードの場合、「ａ」、「ｂ」、「
ｃ」、「１」の４種）に対して、「単語予測アルゴリズム」（disambiquity methodology
）で単語を予測しなければならないが、図４４の動作でキー入力される場合には、「ａ、
ｂ、ｃ、１」について、いずれも検索する必要なしに、それらのうち一つについてのみ検
索すればよいのである。
【０３１６】
そして、固有名詞のように、「単語予測アルゴリズム」が適用されない場合には、単語を
構成するそれぞれの文字を区分して入力することができるモード（携帯電話の場合、マル
チタップ方式）に変換されなければならないが、図４４のドラッグ方式によって、それぞ
れの綴り字が入力されるように、入力装置の構成が設定されるのであるならば、「単語予
測方法」の適用が困難である単語の入力を、仮想キーボードモードの変換（例えば、マル
チタップ方式での変換）なしにも、同一の仮想キーボード（文字盤配列）で入力が可能に
なるのである。
【０３１７】
かような「拡張キー」を活用したタッチ／ドラッグ動作で、図４２に図示された機能を付
与した事例を図４５に示している。それは、文章「Ｉ
ａｍ ａ ｂｏｙ．」の最後の単語である「boy」を入力する過程である．「boy」の場合、
「１」番キー、「６」番キー、「９」番キーを連続してタッチした後（図４５（Ｉ），（
ＩＩ），（ＩＩＩ））、予想される単語９個のうち「boy」を選択するため「拡張キー」
から始まるドラッグ動作で、予測単語配列番号「ＩＩＩ」に該当する単語を選択入力する
（図４５（ＩＶ））。そして、図４２（ＩＶ）に示される方法の通り、終止符（．）を入
力するために、「８」番キーから「拡張キー」に続くドラッグ動作を行う（図４５（Ｖ）
）。
【０３１８】
また、図４５（ＩＩＩ）に示されるように、「boy」の場合、予想される単語が９種にも
なる。それら９個の「予測単語」を画面に並べ、そのうち直接選択する場合、「予測単語
リストウィンドー」も大きくなってしまい、そのように大きくなった「予測単語リストウ
ィンドー」４４０１で所望の単語を選択しようとすれば、指仮想キーボードから遠い距離
を動かさなければならず、さらには「boy」のように、予測単語の数が多くなれば、それ
ぞれの単語を選択するための領域が大きくなり、さらには、入力ウィンドー全体を隠すと
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いう不都合をもたらす。
【０３１９】
一方、図４５には、「拡張キー」を利用したドラッグ動作であり、「予測単語リストウィ
ンドー」の所望予測単語の配列番号に該当するキーを選択する。かような「予測単語」の
羅列方法及び選択方法は、１本の指（親指）の関節運動範囲内で、単語の予測のためのキ
ー入力と、「予測単語」の選択とがなされ、「予測単語」のうち、所望の単語が容易に選
択入力される。さらに「予測単語リストウィンドー」領域を指でタッチする必要がないの
で、「予測単語リストウィンドー」のサイズを認識することができるほどに縮小しても、
何らのの問題もない。
従って、「予測単語リストウィンドー」が入力ウィンドーを隠すという問題も自然に除去
されるという長所が目立つ。かような点が、図４５（ＩＶ）に示される「予測単語選択」
方法がもたらす長所である。
【０３２０】
かような長所をさらに発展させたものが図４６である。図４６は、「予測単語リストウィ
ンドー」４５０１の直観性向上のために、「拡張キー」キーを中心に、予測単語を配置し
たものである。このように、「拡張キー」キー周辺に配置すれば、あえて図４５（ＩＶ）
でのように、「予測単語リストウィンドー」の単語配列番号（underlined number）を確
認せずとも、予測単語配列方向を見て、選択のための指のドラッグ方向を容易に認知する
ことができる。
【０３２１】
さらには、選択される予想単語の背景色４５０２を異ならせれば（図４６（ＩＶ））、選
択が正しくなされたか否かを確認することができる方法も提供する。記号入力の場合にも
、「拡張キー」に指を移動すれば、入力ウィンドーに「記号配列表示ウィンドー」４５０
３を示し、初めに指がタッチしたキーの背景色４５０４を、周辺のキーと異ならせれば、
選択されたキーが、入力しようとする記号に該当するキーであるか否かを確認することが
できる方法を提供する。
【０３２２】
もし誤って選択されたのであれば、図４７（ＩＩ）に示されるような方法で、入力完了前
に容易に修正される。すなわち、図４７（ＩＩ）に示されるように、ドラッグ動作で、「
拡張キー」をタッチすれば、入力ウィンドーに「記号配列表示ウィンドー」が示され、同
時に初めに指がタッチしたキーの背景色が、残りのキーと異なって表示され、所望記号の
選択が正しく行われいるか否かを確認することができ、もし入力しようとするキーではな
い他のキーを誤って選択したならば、その状態で手を離さずに、所望のキーに指を移動さ
せた後で離しを行えば、初めにタッチしたキー（comma、「，」）の代わりに、最後に選
択したキー（period、「．」）が入力される（図４７（ＩＩＩ））。従って、「入力取り
消し」過程を経ずに、容易に修正することができ、もしも記号の入力望まない場合は、初
めにタッチしたキーに戻って離しを行えば（図４７（ＩＶ））、何らの入力もなされない
。
【０３２３】
図４６は、「予測単語」だけではなく、記号入力のためにも、ドラッグ動作が必要である
が、図４７は、記号の入力は、画面に「記号文字盤」が示された状態で、所望の記号が指
定されたキー領域に対してタッチ－離しを行うことにより、記号の入力が行われる方法を
示している。
【０３２４】
図４７（ＩＩＩ）は、すでに１番キー、６番キー、９番キーに対してタッチ／離しを行っ
た状態で、「予測単語リスト」が画面に示されている場合であり、図４６（ＩＩＩ）と同
一の状態である。ただし、この状態（図４７（ＩＩＩ））で、「拡張キー」をタッチした
後、３番キーにドラッグ動作がなされて指離しを行えば、（４６０２）「boy「＋」space
」入力が共になされて（図４８（Ｖ））、「拡張キー」をタッチした後３番キーにドラッ
グ動作が行われた後再び「拡張キー」で戻って指離しを行えば（４６０３）、「boy」だ
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けが入力されるようにした点（図４８（Ｖ－１））が図４６と異なる点であり、それは、
図４２（ＶＩ）の内容を適用したものである。
【０３２５】
かような「拡張キー」に戻るドラッグ動作の場合（４６０３）、「boy」の入力と同時に
、画面には、「記号文字盤」が示されるようにし（図４８（Ｖ－１））、「仮想キーパッ
ド」のそれぞれのキー領域に対してタッチ－離しを行う場合（４６０４）、文字の入力が
行われるのではなく、それぞれのキー領域に指定された記号が入力されるのである。
【０３２６】
以上は、タッチ方式の仮想キーボード入力方式の場合、「拡張キー」を適用して単語予測
入力方法構成について説明したが、図３９に示されるような１２個キーに基づいたキーパ
ッドシステムの場合、「５」番キーを「拡張キー」として利用することが望ましいが、キ
ーの数が多くなったり、配列が変わる場合、一つ以上の拡張キーを指定することができ、
その位置も、「予測単語リスト」の表示が容易であり、指の動きを最小化できる位置が望
ましい。
【０３２７】
図５９に示されるように、４＊３（４列＊３列）キー配列ではない３＊４（３列＊４列）
キー配列（図５９（Ｉ））である場合、中央の２個のキー（５５０１）を拡張キーとして
設定可能であり、３＊５（３列＊５列）キー配列（図５９（ＩＩ））の場合、両手使用の
利便性を考慮して、キー配列の中央左右に、２つの拡張キー５５０２を配置させることも
できる。そして、拡張キーの原理を、キーパッド方式の単語予測方法に適用することがで
き、それに係わる説明が、図４９～図５１に示されており、図４９～図５１のキーパッド
４７０３は、仮想キーボードではない物理的なキーパッドを意味する。
【０３２８】
図４９に示されるように、「am」という単語を入力するためには、文字「ａ」と「ｍ」と
が指定された「１」番キーと「６」番キーとを押し、予想単語リストウィンドー４７０２
で、「ＩＩ」回予測単語である「am」を入力するために、「拡張キー」である「５」番キ
ーと「２」番キーとを順に押せばよい。図４９（ＩＩＩ）で、点線矢印は、図４５で示さ
れるタッチ方式上で、ドラッグ動作に該当するということを表示している。そして、最後
に「５」番キーを押して「space」入力で終える。
【０３２９】
ただし、タッチ方式と異なり、キーパッド方式では、「拡張キー」に該当する「５」番キ
ーを押す動作が、数字「５」を入力するための動作であるか、予想単語リスト番号を入力
するための事前動作であるかを区分することができない。従って、「５」番キーから、数
字指定を除外させ、ただ文字のみを指定すれば、「５」番キーの押し動作が「単語予測状
態」が活性化されている場合、予想単語リスト番号を入力するための機能を担当し、「単
語予測状態」が活性化されていない場合、「space」入力機能を担当することができる。
【０３３０】
ただし、一般的に長く押す場合、文字ではない数字の入力のための押し動作と認識させる
方法を選べば、「５」番キーが「拡張キー」として、「予測単語選択」及び「space」入
力機能だけではなく、数字「５」の入力も担当することができる。
【０３３１】
図４２（ＩＶ）に示される記号の入力のためのドラッグ動作を、キーパッドにそのまま適
用するならば、文字が指定されたキーをまず押した後、「拡張キー」を押さなければなら
ないが、そのとき、「拡張キー」の押し動作が、文字が指定されたキーを押して「単語予
測状態」が活性化されているので、記号入力のための押し動作であるか、あるいは「予測
単語」の選択のための押し動作であるかを区分することができないので、キーパッド方式
の入力方法としては、タッチ方式の入力方法で適用された図４２（ＩＶ）のドラッグ動作
に該当する機能を行うことができない。
【０３３２】
従って、図４９～図５１に示されるように、別途の記号入力のための「記号選択機能キー
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」を設定（図４９～図５１では、「＃」キーを「記号選択機能キー」と指定）し、文字が
指定されたキーを押した後「拡張キー」を押す動作は、ただ「予測単語選択」機能だけが
作動する。従って、記号の入力は「記号選択機能キー」を押したそれぞれの記号が指定さ
れたキーを押すことによって行われる。
【０３３３】
かような記号入力方法は、「拡張キー」の「単語予測状態」が非活性化状態であるときは
、「space」入力を担当しても問題にならないので、図４９（ＩＶ）の「space」入力のた
めの「拡張キー」押し動作は、それを反映している。
【０３３４】
そして、図４９の「０」番キーに指定された（両手を利用して、キーパッドを両手で操作
する場合、「＊」キーあるいは、「＃」キーに指定してもよい；代わりに、「０」番キー
には、それらのキーに指定された機能を指定すればよい）「space」入力機能は、「単語
予測状態」が活性化されているときは、「暫定入力単語」の確定と「space」入力とを同
時に行うようにすれば、「暫定入力単語」を入力するために、「拡張キー」を利用するよ
りは、打数を減らすことができて効率的である。
【０３３５】
かような設定で、「Ｉ am ａ boy．」の最後の単語である「boy」と「．」を入力する過
程が図５０に示されている．「boy」の入力のために、「１」番キー、「６」番キー、「
９」番キーを順に押し、「boy」に該当する「予測単語リスト」をなした後（図５０（Ｉ
ＩＩ））、「boy」を選択するために、「拡張キー」である「５」番キーと、予測単語リ
スト番号「ＩＩ」に該当する「２」番キーとを順に押して「boy」の入力を終える。
続いて、「．」を入力するために、「記号選択機能キー」を押した後、「８」番キーを押
せば、「boy．」の入力が完了する。図４９（ＩＩＩ）と同様に、図５０（ＩＶ）の点線
矢印は、タッチ入力方式でのドラッグ動作に該当することを示すための参照表示である。
【０３３６】
図５１は、図５０と同一の内容であり、ただし、「予測単語リスト」が垂直に並べられた
形態ではない、「拡張キー」周囲に配置されたキーパッド配列形態のものを示している。
これもまた、キーパッド携帯電話の場合、画面が大きくなく、「予測単語リストウィンド
ー」で入力しようとする単語を選択することがさらに困難であり、図５０の番号順に配列
するよりは、直観的な配列形態が、ユーザ所望の単語の選択を容易に行わせる。
【０３３７】
本構成は、単語予測入力方法において、拡張キー（予測単語選択機能キー）を、指動きを
最小化させることができる位置に配置し、このキーを中心に予測単語を配列し、容易に所
望の単語を選択させ、単語予測方法の効率性を上昇させる方案を提供する。従って、本構
成は、予測単語入力方法を利用する英語以外の言語についても、辞書的なデータベース（
word database）から予測される単語のリストを拡張キー周辺に配列し、それら単語リス
トから、直観的に選択入力を可能にする原理は、同一に適用することができる。
【０３３８】
そして、図５１（ＶＩ）は、図４２（ＶＩ）に示されるタッチスクリーン方式で、「予測
単語」の選択と同時に、「記号文字盤」の活性化が自動的に行われる構成をキーパッドに
も適用した例を示している。
【０３３９】
図４２（ＶＩ）に示される過程で、「拡張キー」の「space」入力機能が、図４２（Ｉ）
～図４２（Ｖ）に示される「拡張キー」を介した「space」入力機能と違いがあるが、か
ような違いが、図５１（Ｉ）～図５１（Ｖ）の過程及び図５１（ＶＩ）にも示される。す
なわち、すでに図４２（ＶＩ）と係わって説明したように、「予測単語」が指定されたキ
ー領域で、指が離されるドラッグ動作４１０２は、「space」入力機能を同時に担当し、
「拡張キー」に再び戻って指が離されるドラッグ動作４１０３は、「予測単語」のみを入
力させる。
【０３４０】
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すなわち、図４２（Ｉ）～（Ｖ）の構成をキーパッド方式に適用した図５１（Ｉ）～（Ｖ
）では、「予測単語」を選択するために、「拡張キー」（「５」番キー）を押した後、「
予測単語番号」に該当する「３」番キーを押せば、「予測単語」である「boy」が入力さ
れる。
【０３４１】
しかし、図４２（ＶＩ）の構成を適用した図５１（ＶＩ）では、「拡張キー」（「５」番
キー）を押した後、「予測単語番号」に該当する３番キーを押せば（図５１（ＶＩ）－丸
付き数字１）、「予測単語」と「space」との入力が同時に行われ、この状態で、「拡張
キー」をさらに押せば（図５１（ＶＩ）－丸付き数字２）、入力された「space」を取り
消し、実質的に「予測単語」の入力だけが行われるという結果をもたらす。
【０３４２】
このようにして、図４２（ＶＩ）のタッチスクリーン方式に適用された構成と同一の過程
及び結果をもたらすことになる。従って、「単語予測状態」が活性化されている状態で、
「拡張キー」（「５」番キー）を押した後「予測単語番号」に該当する「３」番キーを押
せば、「予測単語」である「boy」と「space」との入力が同時に行われ、この状態で、「
記号選択機能キー」である「拡張キー」を押せば、実質的に「backspace」キーの機能と
、画面上での「記号文字盤」とを活性化させる（図５１（ＶＩ）－丸付き数字３）機能が
同時になされ、結局、図５１（ＶＩ）－丸付き数字１の押し動作（図４２（ＶＩ）のドラ
ッグ動作に該当する押し動作であり、点線で表示される）で入力された「space」が削除
され、て入力カーソルがすでに入力された「予測単語」（「boy」）のすぐ次に位置する
ことになり、記号入力状態が準備される（実際、図４２（ＶＩ）に示されるタッチスクリ
ーン入力方式でのドラッグ過程は、キーパッド方式である図５１（ＶＩ）－丸付き数字１
と図５１（ＶＩ）－丸付き数字２との過程を画面上で示していないが、実質的に内部で進
められている）。この状態で、入力しようとする記号「．」（終止符）が指定された「８
」番キーを押せば（図５１（ＶＩ）－丸付き数字４）、記号の入力が完了する（図５１（
ＶＩ）－丸付き数字５）。
【０３４３】
「予測単語」の選択が行われると同時に、「space」入力が同時に行われるならば、拡張
キー」を押し、再び「space」を入力する必要が一般的にないので、図５１（ＶＩ）に適
用された構成は、大きい問題が生じない。従って、「space」入力が頻繁である場合、「
拡張キー」から始まり、「予測単語羅列番号」が指定されたキー領域へのドラッグ動作が
、「予測単語」と「space」との入力を同時に具現する４２（ＶＩ）の構成が、図４２（
Ｉ）～（Ｖ）の構成より有用であるので、それをキーパッド方式に適用した図５１（ＶＩ
）の構成が、図４２（Ｉ）～（Ｖ）の構成よりさらに有用である。
【０３４４】
さらには、「単語予測状態」が活性化されている場合、「拡張キー」を２回連続して押し
、「暫定入力単語」の入力と「space」入力とが同時になされれば、あえて別途の「space
」キー（「０」番キー）を利用せずともよく、指の動きを１番キー～９番キーの範囲で行
われるようにする方法を提供する。
【０３４５】
  ［実施例１６］
実施形態１６は、母音入力活性化キーの概念を、単語予測入力システムに適用したもので
あり、前述の実施形態１５において、タッチスクリーンのように、ユーザが直接タッチす
る仮想キーボード上に「予測単語リスト」を表示し、予測単語リストの認知をさらに容易
にする方法を提供するものである。
【０３４６】
一般的に、単語予測入力方法の場合、使用に不都合を感じる点は、キーボード（キーパッ
ド）と入力ウィンドーとを交互に見ながら予測単語の確認とキー入力確認とを進めなけれ
ばならないという緊張感である。しかし、図５３に示されるように、「予測単語リスト」
が、（タッチスクリーン方式のように）指が直接触れる仮想キーボードのキーに示される
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ならば、あえて「予測単語リスト」を確認するために、単語の入力が行われる入力ウィン
ドーと仮想キーボードとを交互に見る必要が消える。図５２は、かような構成を、図５１
に適用した同一の過程を示している。
【０３４７】
図５３と図５４は、本構成による単語予測方法で入力する事例を示している。英単語「co
ordination」を入力する過程で、図５３（Ｉ）は、「coordination」の初文字「ｃ」を入
力するために、「１」番キーに対してタッチ－離しを行ったときの状況である。入力ウィ
ンドーだけではなく仮想キーボードにも、「予測単語リストウィンドー」５１０１の内容
が示される。「予測単語リストウィンドー」と、仮想キーボード上の赤色に表示されてい
るキー領域は、「拡張キー」の１：１対応関係を示す。そして、仮想キーボード上に示さ
れる「予測単語」は、それぞれのキーに指定された青色文字と区分するために、赤色で表
示される。それは、「拡張キー」が赤色に表示されており、それら「予測単語」を入力す
るためには、「拡張キー」をタッチしたり、あるいはドラッグ動作で「拡張キー」を過ぎ
なければならないということを連想させるためであり、異なって表現されてもよい。
【０３４８】
それら「予測単語リスト」で、単語の羅列は、アルファベット順序で行うこともでき、使
用頻度数によって、最も多用される順に並べることもできる。しかし、可能であるならば
、「暫定入力単語」を「予測単語リストウィンドー」の位置のうち、指が容易に接近する
ことができる位置であるならばよい。例えば、「１」番キー、「３」番キー、「７」番キ
ーあるいは、「９」番キーのように、「拡張キー」から対角線方向にある位置よりは、上
下左右直線方向に位置した「２」番キー、「４」番キー、「６」番キー、「８」番キーの
位置が、指が「拡張キー」から動きやすいので、それら後者の位置に、「暫定入力単語」
を並べることが望ましく、図５３では、「２」番キー位置に配置された。
【０３４９】
図５３の仮想キーボードには、各キーに指定された数字を示してはいないが、それは、ユ
ーザがすでに数字の配列位置を熟知しているという仮定の下で、省略されたのである。必
要であれば、図５１のように、仮想キーボードに数字を表示することもできる。
【０３５０】
このように、仮想キーボードで、数字表示を省略した理由は、本構成の目的によって、そ
れぞれのキーに「予測単語」が表示される場合、各キーには、そのキーに指定された数字
、文字及び「予測単語」まで表示され、「予測単語」の認知が困難になるので、数字は、
便宜上表示しないのである。
【０３５１】
図５３の仮想キーボードは、「拡張キー」が「space」入力機能も担当するように設定さ
れた場合であり、入力ウィンドーに、「暫定入力単語」を仮想キーボードの「拡張キー」
にも表示し、「拡張キー」に対してタッチ－離しを行って「space」を入力するとき、同
時に入力される「暫定入力単語」（図５１で、入力ウィンドーの下線を引いた単語）を再
確認させて入力エラーを防止するのに一助となるためである。「予測単語リストウィンド
ー」で下線を引いた単語で「暫定入力単語」が表示されるので、「拡張キー」にあえて表
示せずとも問題はない。
【０３５２】
図５３（Ｖ）には、「予測単語」が２種である場合であり（ここで、「予測単語」は、そ
れまで入力されたキー順序によって入力可能な単語のアルファベット順序が、word datab
aseで選択可能な単語の「語頭」に該当するものをいう）、それら「予測単語」を「拡張
キー」上下に配置したが、それは、それら「予測単語」が長くなっても、図５１（Ｉ）～
（ＩＶ）のように隣接したキーに配置するとき、隣接したキーには割り当てられた予測単
語同士の重畳問題を防止するためである。
【０３５３】
そして、最後に入力しようとする単語「coordination」の初めの７字（「coordin「）ま
で入力されれば（図５４（ＩＩ））、「予測単語」は、ただ一つであるので、追加して入
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力されなければならない部分は、「coordin」の後へ来ることになる語尾変化形である。
それら語尾変化形を並べることは、単語全体を並べる場合、それぞれのキー領域を脱する
ので、語尾変化形のみを並べ、隣接するキーに配置された単語同士重畳されないようにし
、語尾変化形が結合された単語全体を検索するより、語尾変化形のみを検索するのが容易
であるからである。
【０３５４】
例えば、図５４（ＩＩ）に示されるように、－ａｌ、－ａｔｅ、－ａｔｅｓ、－ａｔｉｏ
ｎ、－ａｔｉｎｇなどの追加的な語尾変化形のリストが可能であり、それら語尾変化形を
選択すれば（図５４（ＩＩＩ））、「予測単語」に表示されている「coordin」と、それ
ら語尾変化形との結合単語が入力される。
【０３５５】
図５４で「予測単語」が配置されたキー５２０１は、青色背景色を有するが、それは、「
予測単語」が一つだけであるということを表示し、残りのキーに配列された単語は、その
青色背景を有するキーに配置された「予測単語」の語尾変化形であるということが分かる
ようにする。
【０３５６】
従って、ユーザは、「予測単語」が配置されたキーの背景色が青色に変われば、キー入力
を進めるよりは、「予測単語」に追加される「語尾変化形」について、「予測単語リスト
ウィンドー」で語末尾部分のみを容易に検索することができるように案内するためである
。
【０３５７】
例えば、図５４から分かるように、「予測単語」が青色背景を有すれば、追加的なキー入
力は、すでに「予測単語リストウィンドー」に示される「予測単語」を根幹として作られ
る単語だけが可能であるという意味であるので、指で「拡張キー」をタッチし、ドラッグ
動作で語尾変化形の一つである「－ation」（５２０２）が指定されたキーに移動させた
後で離しを行えば、「coordination」の入力が完了する。
【０３５８】
すなわち、「coordin」が予測単語として暫定入力された状態で、残りの綴り字「ation」
を一つ一つ追加して入力するために必要な５回のタッチ動作が省略可能になるのである。
【０３５９】
もし図５４（ＩＩ）に示される状態で、語尾変化形について見るよりも、むしろ「coordi
nation」の全ての綴り字を全て入力した後、「拡張キー」のタッチ－離し動作によって、
「coordination」の入力を完了することもできる。このように、「語尾変化形」を利用す
れば、「語尾変化形」までいずれも含まれた単語を、仮想キーボード上のそれぞれのキー
に表示し、隣接するキーに指定された予測単語同士重畳され、互いに見分けが困難になる
という状況を防止することができる長所をもたらす。
【０３６０】
図５４は、予測単語の長さが長くなる場合、語尾のみを表示し、仮想キーパッド（キーボ
ード）上のそれぞれのキー領域に、予測単語を表示することができる方法を示しているが
、もし予測単語全体をそれぞれのキー領域に示そうとするならば、「拡張キー」の左右列
（column）に位置したキーにだけ予測単語を配置し、「拡張キー」と同一の列（column）
にあるキーには配置せず、予測単語がキー領域を外れ、隣接するキー領域に配置された予
測単語との重畳を防止することもできる。
【０３６１】
  ［実施例１７］
実施形態１７は、「単語予測入力方法」に「拡張キー」を適用し、「予測単語」の選択を
容易にした実施形態１５及び実施形態１６で、「拡張キー」にも文字を指定する方法を提
供するものである。
【０３６２】
図５５に示される仮想キーボードは、「拡張キー」にも、文字「ｊｋｌ」が指定されてい



(73) JP 5977764 B2 2016.8.24

10

20

30

40

50

る場合を示している。このように、「拡張キー」にも文字を指定する場合、「拡張キー」
が、図４２に示される「拡張キー」の活用動作中に、タッチ－離し動作（図４２（Ｉ））
としては、「space」入力機能を担当することができず、ただし、図４２（ＩＩ）～（Ｖ
）に示されるドラッグ動作による機能のみを担当するのである。
【０３６３】
例えば、図４２（ＩＶ）に示される記号（symbol）入力は、「拡張キー」に文字「ｊｋｌ
」が指定されたとしても、全く支障なしに行われるのである。すなわち、ドラッグ動作の
認識が可能なタッチ方式の入力装置では、図３９（Ｉ）に示される既存のキーパッド（あ
るいはキーボード）文字盤をそのまま利用しても、「単語予測入力」には、全く支障を及
ぼさない。
【０３６４】
従って、本構成の長所は、タッチ方式の入力装置で、既存の文字盤をそのまま使用しなが
ら、ただ「予測単語」の選択が容易に行われることになる。「予測単語選択」方法は、新
たなものであるが、文字盤をそのまま使用するので、既存に慣れている文字盤を利用して
、本発明の構成による入力方法に容易に適応させる。
【０３６５】
ただし、「拡張キー」の機能を担当する「５」番キーが「、space」入力機能を担当する
ことができないので、「暫定入力単語」の入力も、ドラッグ動作でなされなければならな
い。それにより、別途の「space」キー５３０３が、「暫定入力単語」の確定及び「space
」入力機能を担当するならば、あえてドラッグ動作により、「暫定入力単語」の確定が不
要であり、単なるタッチ－離し動作で、「暫定入力単語」の入力が完了する。
【０３６６】
  ［実施例１８］
実施形態１８は、「予測単語リスト」のための空間が制限され、「予測単語リストウィン
ドー」に、予測単語をいずれも並べることができない場合、それを解決するための方案で
あり、「予測単語リストウィンドー」のうち１つのキー領域に、「移動キー」を設定し、
この「移動キー」を選択すれば、他の「予測単語リストウィンドー」を示す構成である。
【０３６７】
図５６ないし図５８は、かような構成を示しているが、図４０（Ｉ）に示される一般的な
英文字盤の場合、「boy」を入力するためには、「ａｂｃ」キー、「ｍｎｏ」キー、「ｗ
ｘｙｚ」キーを順にキー入力しなければならないが、この順に入力されたとき、予測され
る単語を、Ａｍｙ、ａｎｙ、ｂｏｙ、ｂｏｘ、ｂｏｗ、ｃｏｗ、ｃｏｘ、ｃｏｙ、ＢＭＷ
まで９個を仮定した場合、図５６（Ｉ）に示される「予測単語リストウィンドー」に、単
語のための空間が、１番キー～９番キーのうち、「拡張キー」を除いて８個のみが可能で
あるとすれば、それら予測単語をいずれも表示することができなくなる。
【０３６８】
それを補う方法として、「移動キー」５４０１を「予測単語リストウィンドー」の１つの
キー領域に指定し、７個の予測単語と共にリストウィンドーに示し、「移動キー」５４０
１を選択すれば（５４０３）、残りの「予測単語リストウィンドー」を示し、入力しよう
とする単語（図５６の場合には、「ＢＭＷ」）を選択入力することができるのである。図
５６（ＩＩＩ）に示される移動キー５４０２は、さらに以前の「予測単語リストウィンド
ー」に移動することができる逆方向移動キーである。もし図５６（ＩＩＩ）に示される予
測単語リスト上の予測単語の数が７個を超えるならば、それもまた正方向移動キー５４０
１を含めなければならないであろう。
【０３６９】
図５６に示される仮想キーボードは、「拡張キー」に文字「ｊｋｌ」が指定された場合を
示しており、その運用方法は、実施形態１７の構成による。
【０３７０】
図５６に示される移動キー５４０１，５４０２を利用せず、その代わりに、「拡張キー」
に、「移動キー」と同一の機能を担当させるようにした内容が、図５７及び図５８に示さ
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れている。
【０３７１】
「拡張キー」の他の機能と衝突が起きないのであるならば、「単語予測状態」が活性化状
態である場合、「拡張キー」に対するタッチ／離し動作が、「移動キー」の機能を担当す
るものである。
【０３７２】
図５７（Ｉ）は、図５６（Ｉ）と同一に、すでに「ａｂｃ」キー、「ｍｎｏ」キー、「ｗ
ｘｙｚ」キーに対して連続してタッチ／離しが行われ、「ａｎｙ」が「暫定入力単語」と
して入力ウィンドーに出力された状態であり、「予測単語リスト」ウィンドーが画面に表
示されている状態である。この状態で、「拡張キー」に対してタッチ／離しを行えば（図
５７（ＩＩ））、２番目の「予測単語リスト」（「ＢＭＷ」１単語だけが示されている）
が画面に示され、さらに１回「拡張キー」に対してタッチ／離しを行えば（図５７（ＩＶ
））、それ以上「予測単語」がないので、最初の「予測単語リスト」に転換させる方法を
提供している。
【０３７３】
もし「ＢＭＷ」を入力しようとするならば、図５８（ＩＩＩ）に示されるように、ドラッ
グ動作５４０６で、「ＢＭＷ」が指定された領域に移動した後で離しを行えばよい。さら
に簡単には、図５７（ＩＩＩ）あるいは図５７（Ｖ）のように、「単語予測リスト」の活
性化状態（それぞれのキー領域に文字は見えず、予測単語だけが示される場合）が確実で
ある場合は、ただ「ＢＭＷ」が指定された領域に対してタッチ／離しを行う動作だけでも
、「ＢＭＷ」が入力される。
【０３７４】
例えば、図５８（Ｉ）の場合、「予測単語」を選択入力しようとすれば、ドラッグ動作で
、「予測単語」が指定された領域に移動して離さなければならないが、図５８（ＩＩＩ）
のように、仮想キーボード上に「予測単語」だけが表示され、それぞれのキー領域が、「
予測単語」選択のみのための状態であるか否かを示す場合、それぞれのキー領域に対して
タッチ－離しを行うことにより、「予測単語」の入力が行われるようにすることもできる
。
【０３７５】
そして、図５７は「予測単語リスト」ウィンドーが、入力ウィンドーに示されていないが
、それは、ユーザの選好によって、示されるように設定する場合、図５７のように、仮想
キーボードにだけ「予測単語」が表示される場合、時に指で「予測単語」が隠れる場合が
あるので、それを補完することができるが、入力ウィンドーに「予測単語リスト」が示さ
れる場合、入力ウィンドーの領域が縮まるという短所があるので、ユーザの選好によって
、「予測単語リスト」ウィンドーの有無を設定するようにすればよい。
【０３７６】
本構成の長所は、中国語やヒンディー語のように、単語予測文字入力方法を利用した文字
入力において、同一のキー入力に予測される単語の数が１０個以上以上、あるいは２０個
以上である場合が往々にある場合、容易に選択入力を可能にし、入力速度の上昇をもたら
し、特に、指が仮想キーボード（仮想キーパッド）あるいは物理的なキーパッドの文字キ
ー領域を外れずに、「予測単語」の選択が行われるという長所をもたらす。
【０３７７】
そして、本構成は、図４９～図５１に示されるように、キーパッド入力装置にも適用する
ことができ、一般的に移動キーを使用して、「予測単語」のうち所望の単語を手間をかけ
て選択しなければならないという不都合な点を解消させる。例えば、英語の場合、図５６
ないし図５８の「ＢＭＷ」を入力しようとするならば、「暫定入力単語」である「ａｎｙ
」から「ＢＭＷ」を求めるが、実に移動キーを７回押さなければならないという不都合を
解消しながら、さらに図５８（Ｉ）のように、入力ウィンドーに「予測単語リスト」を示
すことにより、ユーザに、キー入力が正しく行われているか否かを常に確認させるという
長所ももたらす。
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【０３７８】
  ［実施例１９］
実施形態１９は、「拡張キー」を１回のタッチ－ドラッグ動作で単語を入力させるグライ
ド方式（単語を構成する初文字が指定されたキー領域をタッチした後、この単語を構成す
るそれぞれの文字が指定されたキー領域をいずれも順に過ぎ、この単語の最後の文字が指
定されたキー領域で指離しを行って単語を入力する方式）の単語予測方法にも、適用する
ことができる。
【０３７９】
図６０は、図４２及び図４３に示される「拡張キー」を利用したドラッグ動作に設定され
た機能を、グライド方式の文字入力方法に適用し、「予測単語」の選択及び入力を容易に
するということを示す事例であり、「wrote」と終止符（「．」）とを入力する過程を示
している。
【０３８０】
特異な事項は、「拡張キー」が「ｇ」キーと「ｈ」キーとの間の空間に、別途のキーとし
て指定され、キーボードの中央に配置され、「拡張キー」を容易に利用させる。図６０（
Ｉ）は、仮想QWERTYキーボード（virtual qwerty keyboard）で、文章の最後の単語であ
る「wrote」を入力するために、「wrote」を構成するそれぞれの単語を過ぎるドラッグ動
作５６０１を表示しており、かような軌跡で予測される「単語」としては「wrote、word
、weird、wire、wore、wired」などであるが、それら「予測単語」が、「拡張キー」の周
囲に２つのキー領域にわたって配置されている（図６０（ＩＩ））。
【０３８１】
それは、１２個のキーを利用する仮想キーボードより、図６０に示されるfull qwerty ke
yboardは、一般的にそれぞれのキーのサイズが小さくなるので、１つのキーに「予測単語
」を配置することが困難であるからである。もしfull qwerty keyboardも、それぞれのキ
ーが十分に大きく、「予測単語」を配置することができるのであるならば、あえて図６０
（ＩＩ）のように、２つのキーにわたって「予測単語」を配置する必要はない。
【０３８２】
図６０（Ｉ）に示される指軌跡は「wrote」よりは「word」を入力するための軌跡に近く
、「暫定入力単語」５６０３として、「word」が選択された状態である。この状態で、終
止符（「．」）が指定されたキー領域に対してタッチ－離しを行い（５６０４）、「wrot
e．」の入力が容易に行われるということを示している。それは、図４２（ＶＩ）の設定
、すなわち、「拡張キー」を活用して、「予測単語」の入力と記号の入力とを容易にする
ための設定を適用した事例であり、「グライド入力方式」でも、「拡張キー」の活用が、
文字入力をさらに容易にするということを示している。
【０３８３】
ただし、図６０（ＩＩ）に示される「記号文字盤」は、一回使用入力（記号を入力してか
らは、図６０（ＩＶ）に示されるように、文字入力のためのqwerty keyboard文字盤に自
動転換されることを意味）に使用されるところを示しているが、もし連続して記号あるい
は数字を入力しなければならない場合に備え、「記号文字盤」を固定させる別途の文字盤
転換キーを設定する方法を適用することもできる。ただし、図６０（ＩＩ）に示されるド
ラッグ動作５６０２は、「拡張キー」を利用する場合、「記号文字盤」に対し、別途のキ
ーをタッチせずとも、自然に画面活性化を行うことができる機能を示すための一例であり
、それが「一回使用」文字盤機能だけに適用されるということを示すものではない。
【０３８４】
そして、予測単語選択のためには、ドラッグ動作５６０２は、ハングルの母音入力活性化
キーを利用して、母音を入力するドラッグ動作と同様に、予測単語が指定された領域（図
５６（ＩＩ）で、背景色を異ならせる２つのキーが合わさって区分された領域）に指が移
動したり、あるいは該領域を過ぎる動作でもあり、さらには、それらキー領域に向かう方
向を設定し、ドラッグ動作の方向がそれら方向と一致し、ドラッグ動作が一定距離以上移
動すれば、機能を実現させることもできる。かような点は、図４２及び図４３に示される
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ドラッグ動作でも適用される。
【０３８５】
  ［実施例２０］
実施形態２０は、単語予測文字入力方法で２つのキーを同時に入力する方法を適用するも
のである。
【０３８６】
図５５の例について説明すれば、「boy」という単語を入力するために、「ｂ」が指定さ
れた「１」番キーと、「ｏ」が指定された「６」番キーとに対して、それぞれタッチ－離
すを行うのではなく、ドラッグ動作で、「１」番キー領域をタッチした状態で、「６」番
キー領域に移動して離しを行えば、タッチ開始地点と離し地点とに指定された文字を同時
に入力する方法である。
【０３８７】
このように、タッチ開始点のキーに指定された文字と、離し地点に指定された文字とを同
時に入力すれば、図５３に示される「boy」の入力も、２回のタッチ動作で完了すること
ができ、図４０に示される「am」の入力のための２回のタッチ動作（「１」番キー及び「
６」番キーに対して、それぞれタッチ－離しを行わなければならない２回の動作）が、１
回のタッチ－ドラッグ動作でキー入力が完了する。
【０３８８】
もしかようなドラッグ動作の機能が、図４２及び図４３に示される「拡張キー」を利用す
るドラッグ動作で付与された機能と衝突が生じないように、図４２あるいは図４３のそれ
ぞれのドラッグ動作に、機能設定が適切になされれば、タッチ回数を半分に減らすことが
できるという効果をもたらす。さらには、図６０に示されるグライド方式の単語予測入力
方式が、図３９（Ｉ）に示される４＊３（４行＊３列）配列の数字キー中心の文字盤に適
用される場合も、図３９（ＩＩ）のように、「拡張キー」を指定し、予測単語の選択が容
易に行われ、その場合、図６０のfull qwerty文字盤に比べて指の動き幅が減り、片手で
モバイル機器を把持した状態で、１本の指（主に、母指）の関節運動だけでも、グライド
方式の単語予測入力方式を使用可能にするという長所をもたらす。
【０３８９】
  ［実施例２１］
「単語予測状態」が非活性化状態であるとき、「拡張キー」を利用したドラッグ動作に、
画面上でカーソル（ポインタ）の移動機能を担当させるのである。
【０３９０】
図４２あるいは図４３に示される「拡張キー」を利用したドラッグ動作に付与された機能
と衝突がなければ、図６１（ＩＩ）及び図６１（ＩＶ）に示されるドラッグ動作に、カー
ソル移動制御機能を付与すれば、画面上の所望位置へのカーソル移動を、仮想キーボード
で指を固定させたまま行うことができるという便利さをもたらす。それは、一般的に、キ
ーボードを使用してカーソルを動かすべくマウスを操作するために、キーボードから手を
離してマウスに持って行くという不都合を取り除くために、キーボード内に位置したポイ
ンティング・スティックのような便利さをもたらすのである。
【０３９１】
図６１の内容について具体的に説明すれば、タッチスクリーン方式の入力方法で、入力ウ
ィンドー５７０１の４行目に示される単語「correction」を削除するために、「拡張キー
」を利用する過程である。仮想キーボード５７０２は、「単語予測状態」が非活性化状態
であるので、「拡張キー」のタッチによる「予測単語」選択機能は作動せず、代わりに「
拡張キー」をタッチすれば、画面に「カーソル制御文字盤」５７０３が画面に示される。
【０３９２】
もし「拡張キー」に対して単にタッチ－離しを行えば、「space」を入力したり、あるい
は該動作に設定された機能が作動するであろう。しかし、本構成では、「拡張キー」をタ
ッチして上下左右に移動すれば、カーソル（ポインタ）の移動を誘発し、図６１（ＩＩＩ
）に示されるように、「set for drag」と命名されたキーで離しを行えば、「カーソル制
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御文字盤」が画面上で活性化された状態で維持され、図６１（ＩＶ）に示されるように、
所望の単語を選択することができるというドラッグ動作が可能になる。
【０３９３】
「selection」キーは、所望の文字、単語あるいは文章全体の選択（selection）が主な目
的であるので、このキーで離されれば、文字、単語あるいは文章全体の選択のために、カ
ーソルの移動が必須であるので、「カーソル制御文字盤」を続けて活性化に維持させるこ
とが望ましい。そして、所望の単語選択が完了すれば、単にコピーする場合であるならば
、「copy」キーに対してタッチ－離しを行えばよく、削除しようとするならば、「copy／
cut」キーをタッチした状態から、ドラッグ動作で「拡張キー」に移動して離しを行えば
、単語「correction」が除去され、「カーソル制御文字盤」は、画面から消え、「文字入
力文字盤」が示される。それは、単語「correction」が除去された目的が、他の位置に挿
入するためでもあり、あるいは他の単語を「correction」があったところに挿入するため
でもあるので、「カーソル制御文字盤」が消え、「文字入力文字盤」が画面に示されるの
である。もし単語「correction」を他のところに挿入させようとするならば、図６１（Ｉ
Ｉ）あるいは図６１（ＩＶ）に示されるように、「拡張キー」をタッチした後、上下左右
移動キー５７０４の領域に指をドラッグすればよい。
【０３９４】
そして、それら上下左右移動キーを操作する方法は、多様に変化し、そのうちの一つは、
指がそれら移動キーに置かれている間にはそ、れら移動キーが示す方向にカーソルの移動
が持続され、さらに指が「拡張キー」に戻れば、カーソルの移動を止める方法である。た
だし、図６１では、「拡張キー」を利用して、カーソルの移動を制御することができる方
法も可能であるということを示している。従って、「拡張キー」が、予測単語の選択だけ
ではなく、文字入力に必要な多様な機能を設定することができ、マルチタッチが可能なタ
ッチ式入力方法の場合には、図５９（ＩＩＩ）に示されるように、文字入力文字盤の外部
に、別途の「拡張キー」５５０４を配置し、２個の「拡張キー」に同時に指が接触しても
問題が生じないので、文字入力文字盤の外部に位置した「拡張キー」に、前述の機能以外
の付加的な機能を付与したり、あるいは文字入力文字盤内部の「拡張キー」５５０３と同
一の機能を分担させ、文字入力をさらに便利にさせることもできる。
【０３９５】
  ［実施例２２］
前述の英語の単語予測を介した入力は、ハングルにも適用される。本実施形態は、図２７
に示される母音入力活性化キー２５０１を利用したハングル入力方法に、単語予測方式を
適用するものである。
【０３９６】
単語予測方法は、すでにＴ９と命名された文字入力方法として周知されており、正確には
、disambiguating methodを意味するものである。１つのキーにいくつかの文字が指定さ
れる場合、それら文字を入力するために、何回かの押し動作が必要ではなく、１回の押し
動作だけでそれら文字を入力することができる。
【０３９７】
例えば、一般的なmulti－tap方式で、英語の「ｍｏｍ」という単語を入力するためには、
下に示されるように、「ｍｎｏ」キーを連続して５回を押さなければならないが、その場
合、「ｍ」と「ｏ」とを区分するために、移動キー（→）を中間で押さなければならず、
同様に、「ｏ」と「ｍ」とを区分するためにも、移動キー（→）を押さなければならない
ので、全７回の押し動作が必要になる。一方、単語予測方式では、３回だけ押せばよく、
実質的に２倍以上の入力速度の向上をもたらす。
【０３９８】
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【０３９９】
このように、文字入力速度の向上をもたらす単語予測方式も、ハングル文字入力方法に容
易に適用されるものではないが、その理由は、それぞれのキーに指定される文字の組み合
わせが、予測される単語の確率を低くしたり、あるいは前述の英語から分かるように、入
力速度の向上を図ることができないからである。
【０４００】
表１は、既存の三星天地人、ＬＧナラックル、パンテックＳＫＹ－ＩＩ、及び図８５（Ｉ
）に示される本発明の文字盤について、ハングル単語が有することができるキー順序を検
索したとき、同一のキー順序を有する単語の数が、１から１０までである場合を上昇順で
配列したものである。
【０４０１】
参考までに、天地人は、母音の場合、予測することができる方法が不可能であるので、表
に示される分布は、母音入力を、

の三才で、実際の母音を入力し、子音の場合にだけ単語予測方式を適用して算出したもの
である。それにもかかわらず、正確に１個の単語だけ予測する確率が９０％に過ぎない。
【０４０２】
かような点で、予測正確度の順序としては、本発明＞ＳＫＹ－ＩＩ＞ナラックル＞天地人
の順序である。実際の単語予測方式を適用する場合、予想される入力速度の向上は、天地
人の場合、１２％、ナラックルの場合、１５％、本発明の場合、２９％である。かような
結果は、少なくとも入力速度が３０％ほど上昇しれこそ、単語予測方式を活用するという
結果に照らし、ハングルの場合、単語予測方式が既存の入力方法に適用し難いという理由
について説明している。従って、ハナルグルは、単語予測方式適用が可能な文字盤配列を
示している。
【０４０３】
このために、本構成は、本発明に単語予測方式が適用されるとき、ユーザの利便性を向上
させることができる方法を提供する。図７２は、かような構成のための図２７に示される
文字盤配列の変化である。
【０４０４】
図７２に示される文字盤の特徴の一つは、「濃音、激音」キーに母音が割り当てられない
という点である。従って、単語予測方式が作動する場合であるとしても、常に一般入力方
式の選択が可能になる。
【０４０５】
例えば、図７２に示される文字盤で、単語予測方式が作動するとき、

を入力するためには、ただ
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キーを押し、続いて「濃音、激音」キーを押せば、単語予測方式は、入力した子音を

に確定し、それ以上子音の場合、曖昧性が存在せず、予測単語方式としても、一般入力時
と同一に、入力メカニズムが作動するのである。
【０４０６】
同様に、母音の場合も、「母音入力活性化キー（ハナルキー）」を押せば、続いて入力さ
れる文字は、母音として確定されるので、子音、母音の区分の曖昧性が除去され、これも
また、一般入力時と同一に、入力メカニズムが作動するのである。
【０４０７】
従って、本構成によって、図７２の文字盤で構成された入力方法を利用すれば、一般入力
方式と単語予測方式とが混合された入力方法が可能になるのである。この点が本構成の要
旨である。
【０４０８】
ハングル文字盤による同一のキーsequenceとして予想される単語数及びそれに該当する確
率分布

【表１】

 
【０４０９】
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【表２】

【０４１０】
本発明の入力システムは、ヒンディー語入力方法にも適用が可能である。ヒンディー語の
場合にも、ハングルのように、子音と母音とが結合されて字を形成するので、前述の実施
形態で、ハングルに適用した母音入力活性化キー概念を導入することが可能である。
【０４１１】
さらに詳細な内容は、具体的な実施形態を介して説明する。
【０４１２】
  ［実施例２３］
実施形態２３は、タッチスクリーンを利用したヒンディー語入力方法に、母音入力活性化
キーを適用するものであり、図６２に示されるように、１５個のキーのうち８個のキーに
、子音と母音とを配列し、子音あるいは母音の入力が１回のタッチで行われるようにする
方法である。
【０４１３】
そして、candrabinduを含む文字符号は、それら子音と母音とが指定されていないキーに
指定することができるが、それら文字符号を、１つのキーにいずれも指定し、子音及び母
音のように、拡張機能を介して入力されるようにしたり（図６３（ＶＩＩＩ））、あるい
は図６２に示されるように、それぞれ異なるキーに指定することもできる。さらには、図
６４に示されるように、子音入力時に入力させることもできる。もし図６３（ＶＩＩＩ）
に示されるように、文字符号が、別途のキーに指定され、拡張機能を介して入力されるの
であるならば、図６５のように、結合型母音は、子音入力時に、指がタッチされた状態の
位置で、子音において入力が可能である。図６５を例に挙げて説明すれば、

を入力しようとする場合、所望の子音を選択した後（図６５（Ｉ））、本来のキー位置に
戻れば（図６５（ＩＩ））、結合型母音がキー周辺に拡張配列され（図６５（ＩＩＩ））
、この状態で母音

が、指定された位置に指をドラッグ動作で移動した後（図６５（ＩＩＩ））、離しを行え
ば（図６５（ＩＶ））、

の入力が行われるのである。ただし、その場合は、結合型母音が、拡張配列可能になるよ
うに、文字盤の列を５個を有さなければならない場合に可能である。図６２（Ｉ）は、ヒ
ンディー語仮想キーボードのメイン画面を示しているが、母音入力活性化キー５８０１は
、全ての母音が指定されたキーであり、韓国語の
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に該当する

を代表文字にして表示されており、残りの子音の場合は、赤色文字で表示されている代表
文字を含んだ５個の文字が、それぞれのキーに指定されており、それぞれのキーに属した
文字は、下記の通りであり、最後の

の場合は、４個の文字が指定されている。

【０４１４】
実際の仮想キーボードを利用した子音の入力方法は、次の通りである。仮想キーボード・
メイン画面で、それぞれの代表文字が表示されているキーをタッチすれば、図６３に示さ
れるように、各グループに指定された文字が、代表文字キーの周囲に表示されるが、仮想
キーボード・メイン画面（図６２（Ｉ））の左側列に位置した代表文字キーの場合は、グ
ループに属した子音を時計回り方向の順序に割り当て、中央列に位置した代表文字キーの
場合は、左右対称形態を備えて上から下に割り当て、右側列に位置した代表文字キーの場
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合は、反時計回り方向に上から下に割り当てる。
【０４１５】
もし画面のサイズが、仮想キーボードの構成が３列ではなく５列が可能であるならば、図
６２に示される仮想キーボードの左側列と右側列とに割り当てられた代表文字の場合にも
、中央列と同様に、各代表文字キーに指定された文字を、左右対称に配置することが可能
である。図６３に示される１つの特異な点は、それぞれの代表文字キーをタッチし、各グ
ループに属した文字が代表文字キーの周囲に割り当てられるが、実際に代表文字キーの位
置には何らの文字も割り当てられないという点である。従って、それぞれのキーを代表す
る代表文字を入力するためには、仮想キーボード・メイン画面で、代表文字キーをタッチ
した後、各グループに属した文字が拡張配列されるときの代表文字は、図６３に示される
ように、本来の位置から上に１スペース間移動して配置されるので、代表文字を入力する
ためには、１スペース上に指を動かして選択した後、指を離さなければならない。例えば
、代表文字のうち一つである 

の入力は、図６２（Ｉ）に示される仮想キーボード・メイン画面で、

で代表されるキー５８０３をタッチした後、

を含んでこのグループに属した５個の文字が拡大配列された状態（図６４（Ｉ））で、

の位置に指を移動（図６４（ＩＩ））した後、指離しを行えば、

が入力されるのである。このように、代表文字キーの位置に、何らの文字も指定しない理
由は、ヒンディー語の子音の場合、子音に追加される記号を容易に入力することができる
方法を提供することができ、さらには、子音入力後に、独立型母音の入力も容易に行うこ
とができるようにするためである。それについては、母音入力方法について後述する。ヒ
ンディー語の場合、母音の場合、子音と異なり、１つのキーによって入力されるが、ヒン
ディー語の母音は、同一の発音を二つに表記するが、そのうち、子音と結合して使用され
るものを、結合型母音（dependent vowels）といい、子音と結合されずに、単独で使用さ
れるものを、独立型母音（independent vowels）という。従って、一般的に使用される独
立型母音（
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 ）は、１１個あり、結合型母音（

 ）は、全１０個があるが、それら母音を、母音入力活性化キーがタッチされる場合、母
音入力活性化キーの周辺に配列して入力する方法を、本構成は提供するのである。ハング
ルの短母音と二重母音とを構成するように、母音入力活性化キーを１回タッチすれば、図
６２（ＩＩＩ）のように、独立型母音が母音入力活性化キーの周辺に配列されて入力可能
になり、母音入力活性化キーを２回タッチすれば、図６２（ＩＶ）に示されるように、結
合型母音が母音入力活性化キーの周辺に配列されて入力可能になり、１つのキーにより、
２１個の母音が配列されるようにしたことが本構成の内容である。
【０４１６】
ただし、結合型母音文字盤は、母音入力活性化キーを２回タッチして示す方法以外に、子
音を入力すれば、自動的に独立型母音入力可能状態から結合型母音入力可能状態への転換
が行われるようにし、結合型母音を入力するために、あえて母音入力活性化キーを２回タ
ッチする必要なしに構成するのである。すなわち、子音の入力が行われれば、母音文字盤
は、常に結合型母音文字盤に転換され、仮想キーボードが、図６２（ＩＩ）のように変換
され、この状態で、母音入力活性化キーをタッチすれば、図６２（ＩＶ）のように、結合
型母音文字盤が画面に示される。結合型母音は、常に子音の入力が行われた後、続けて入
力が行われるので、文章の最初の開始や、文章中の新たな単語の開始位置、あるいは単語
入力中に、母音の入力が行われれば、独立型母音文字盤に母音を転換させれば、母音の入
力のために、ユーザが独立型と結合型とを選択しなければならない手数を減らすことが可
能になる。かような文章あるいは単語の入力状況によって、独立型母音文字盤と結合型母
音文字盤とを自動的に転換させることも本構成の要素である。すなわち、本構成では、文
章の開始のためのスペース入力、あるいは単語の分かち書きのためのスペース入力の後に
は、図６２（ＩＩＩ）に示されるように、常に独立型母音入力状態を維持するのである。
そして、図６２（Ｉ）及び図６２（ＩＩ）に示される仮想キーボードの母音入力活性化キ
ーをタッチすれば、それぞれ、図６８に示される独立型母音文字盤（図６８（Ｉ））と、
結合型母音文字盤（図６８（ＩＩ））とに母音活性化状態になるが、それら活性化母音文
字盤は、入力されなければならない母音の半分だけが示されている。
【０４１７】
従って、実際の母音に対する実質的な母音入力方法は、図６９及び図７０に示されている
。発音記号［ａ］に該当する独立型母音

は、図６９（Ｉ）に示されるように、独立型母音文字盤が活性化された状態で、指が上に
移動して

を選択した後、指離しを行えば入力される。
【０４１８】
そして、発音記号［ａ：］に該当する
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を選択した状態で、指を本来の母音入力活性化キーの位置に戻して指離しを行えば入力さ
れる。同様に、ヒンディー語の母音のうち、長音、短音のうち短音に該当する

は、独立型母音文字盤が活性化された状態で、それら母音が表示されているところに指を
移動させた後で離しを行えば入力が完了し、それら独立型母音の長母音に該当する

は、それぞれの当該短母音を選択するとき、図６９に示されるように、母音入力活性化キ
ーの位置に表示され、指が、短母音の位置から母音入力活性化キーの位置に戻って離しを
行えば、当該長母音の入力が完了するのである。結合型母音の場合も、独立型母音と同一
の方式て入力されるが、ただし、結合型母音の場合、発音［ａ］に該当する短母音がない
ので、長母音［ａ：］に該当する

は、図６８（ＩＩ）に示されるように、結合型母音文字盤が活性化されたとき、残りの短
母音と共に画面に示される。
【０４１９】
そして、図６９（ＩＩ）、図６９（ＩＶ）から分かるように、

が選択されれば、隣接する４個のキー領域に拡張（黄色に表示されている領域）されるが
、その理由は、それら母音の長母音に該当する

が割り当てられた本来の母音入力活性化キーの位置に指が移動する過程で、隣接する短母
音をタッチし、それら短母音の活性化を防止するためである。
【０４２０】
例えば、

の場合、図６９（ＩＩ）のように、４個のキー領域が活性化されず、ただ
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と

とが該当するキー領域のみ活性化されるのであるならば（黄色い領域で表示されている）
、

を選択するために、

が位置したキー領域から、

が位置したキー領域に移動する過程中、隣接する

キーあるいは

キー領域をタッチし、それら短母音を活性化させて

を選択することができないという問題が生じるためである。
【０４２１】
時に、

（ボンベイ）のように、子音の次に独立型母音の入力がなされなければならない場合があ
るが、子音の入力がなされれば、自動的に結合型母音文字盤に自動変換が行われるように
した本構成に照らし、独立型母音を入力するためには、母音入力活性化キーをタッチし、
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結合型母音文字盤を独立型母音文字盤に転換させなければならないという不都合が生じる
。
しかし、前述のように、子音文字盤配列の説明で、若干言及した、代表文字キーがタッチ
されたとき、実際に代表文字キーの位置には、何らの文字も割り当てられずに他の用途に
使用されるが、この用途が外でもない結合型母音文字盤から独立型母音文字盤への変換機
能である。すなわち、

（ボンベイ）のように、

の子音入力後には、本構成によって、母音文字盤が結合型母音文字盤に変換された状態に
なるので、独立型母音である

を入力するためには、母音入力活性化キーを介して、独立型母音文字盤への転換を行って
入力しなければならないが、図６７に示されるように、子音入力過程で、結合型母音文字
盤を独立型母音文字盤に変換を行うことが可能になる。
【０４２２】
例えば、

を入力するためには、図６２に示される仮想キーボードで、

が属したグループを代表する代表文字

キーをタッチした後（図６７（Ｉ））、
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の位置に、指がタッチされた状態で移動した後（図６７（ＩＩ））、仮想キーボード初期
画面（図６２（Ｉ））で、

キーが配列された位置（６２０１）に戻り（図６７（ＩＩＩ））、指離しを行えば、母音
文字盤が、独立型母音文字盤に変更されるのである。もし指が、図６７（ＩＩ）の状態で
離しを行えば、前述のように、

が入力されると共に、母音文字盤が結合型母音文字盤に変更されるので、

を入力するためには、すでに結合型母音文字盤（図６２（ＩＩ））に変更された母音文字
盤を、独立型母音文字盤（図６２（ＩＩＩ））に転換させるために、母音入力活性化キー
を２回タッチしなければならないという不都合が生じるのである。さらに、代表文字キー
がタッチされたとき、実際に代表文字キーの位置には、何らの文字も割り当てられず、他
の用途に使用されるが、それは、ヒンディー語子音の場合、追加的な記号（

：anusvara、candrabindu、candra、nukta、virama）を添付して子音の変化をなしている
が、それら子音変化に必要な記号を活性化させる機能を担当するのである。

の初字である

の入力について例を挙げて説明すれば、図６６に示されるように、
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を入力するためには、図６２に示される仮想キーボードで、

が属したグループを代表する代表文字

キーをタッチした後（図６６（Ｉ））、

の位置に指がタッチされた状態で移動した後（図６６（ＩＩ））、仮想キーボード初期画
面（図６２（Ｉ））で、

キーが配列された位置（６２０１）に戻れば（図６６（ＩＩＩ））、５つの子音補助記号
（

：anusvara、candrabindu、candra、nukta、virama）が示され、そのうちアヌスワラ（an
usvara）

が位置したところに指を移動させた後（図６６（ＩＶ））、離しを行えば、

の入力が完了する。
【０４２３】
子音の場合と同様に、母音の場合も、文字記号を入力する方法が同一であるが、例えば、
韓国語で、
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を意味する

を入力する場合、まず

を入力し、本構成により、母音文字盤は、結合型母音文字盤から自動的に変換され、図７
１に示されるように、母音入力活性化キーをタッチすれば（図７１（Ｉ））、母音入力活
性化キーの周辺に、結合型母音が配列され（図７１（ＩＩ））、この状態で、指を上に移
動させ、

を選択した後、指を離した後、candrabinduが指定されたキーに対してタッチ／離しを行
えば（図７１（ＩＶ））、

が入力される。
図６４（Ｖ），（ＶＩ）に示されるように、子音補助記号を、子音入力時に、キー拡張機
能を利用して入力することもでき、初めから文字盤のキーにそれら記号を別途に指定して
入力することもできる。
【０４２４】
例えば、図６２（Ｉ）に示される半字音形成に利用される記号 

（anusvara）のように、candrabinduが指定されたキーのすぐ下のキーに指定することも
でき、あるいは、図６４（Ｖ），（ＶＩ）に示されるように、子音キーに拡張機能を付与
し、子音入力時に同時に入力することもでき、初めから文字符号を、いずれも図６３（Ｖ
ＩＩＩ）に示されるように、candrabinduの拡張領域に指定することもできる。それは、
タッチ式入力方式で、ドラッグ方式が行う長所を活用しようとするものである。
以上で述べたように、子音及び母音と結合される記号は、その位置及びキー指定は、ユー
ザの利便性のために変化が可能であり、その具体的な用途は、次の通りである。
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のように、一般コンピュータ・キーボードで、独立文字として入力される文字それぞれを
構成するヒンディー語の文字と文字記号との結合で入力することにより、制限されたキー
の数で、全てのヒンディー語文字の入力を可能にすることも、本構成の要素である。すな
わち、

及び

の場合は、

及び

を入力した後、

（candra）記号及び 
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（anusvara）記号をそれぞれ入力して完成され、

の場合は、 

及び 

の結合で行われるので、 

の入力後に、 

（anusvara）を入力し、続けて

を入力すれば、完成されるのである。従って、コンピュータ・キーボードで、独立した文
字として入力される文字の組み合わせ形態ではない１つのキーで入力しようとする方法も
可能であるが、できることであるならば、９個のキーを利用して、文字の位置把握が容易
であり、指の動き距離を最小化させ、キーの位置を把握するのにかかる時間を短くし、入
力利便性を高めるのである。
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【０４２６】

のように、多用される文字ではない場合、前述のように、それら文字に対応する母音を入
力した後、candra記号を入力することもでき、別途のキーにそれら文字を配置したり、あ
るいは図７３及び図７４に示されるように、それらそれぞれの文字に対応する母音キーが
選択されたとき、それら母音キーの周辺に配置して容易に入力されもする。同様に、多用
されない 

の場合にも、別途のキーにそれら文字を指定して入力する方法を提供することができ、図
７３及び図７４に示されるように、それら文字に対応する母音キーが選択されたとき、そ
れら母音キーの周辺に配置して容易に入力されもする。
【０４２７】
  ［実施例２４］
実施形態２４は、タッチスクリーンを利用したヒンディー語入力方法で、母音入力活性化
キーを、子音入力機能キーにも適用するものであり、図７５に示されるように、子音キー
をタッチした状態で、ドラッグ動作で（７５０１）、母音入力活性化キーに移動すれば、
母音入力活性化キー周辺の８個のキーに、初めにタッチした子音キーに該当する５個の子
音が左右対称に配列されて示される。この状態で、入力しようとする子音を選択した後で
指離しを行えば入力される。それは、図１８で示す、母音入力活性化キーを利用して、子
音と母音との同時入力を可能にする方法を、ヒンディー語の子音入力に適用したものであ
る。図７５に示されるヒンディー語の入力が、図１８のハングルの入力と異なる点は、子
音だけの入力が行われるという点であるが、それにもかかわらず、図７５のもたらす長所
は、９個のキーだけで、ヒンディー語の子音と母音との入力が可能であるという点である
。
【０４２８】
本発明の入力システムは、モバイル機器だけではなく、現在ユビキタス時代を先導する機
器であるスマートＴＶ（television）にも適用され、これまでスマートＴＶとユーザとの
インターフェース問題の解決方案を提供する。スマートＴＶは、スマートフォンのような
モバイル機器と異なり、画面サイズが大きく、ユーザ（視聴者）から距離が遠く、ユーザ
の視野が入力装置に留まることができず、代わりにＴＶ画面に固定されなければならない
という制限を有する。かような制限のために、これまでのＵＩ（user interface）と異な
る次元の方法が工夫されている。例えば、音声認識とジェスチャ認識とを利用した入力方
法の導入などであるが、それら新たな方法も、騒がしい状況（ＴＶのvolumeが高い状況）
で、音声認識の限界や、暗いところでの動作認識の制限など、さまざまな制限要素を有す
るということは、同じであり、最も困難である点は、かような方式が、指だけ動かして入
力を行ってきたリモートコントローラ（リモコン）に比べて便利ではないという点である
。そのために、まだスマートＴＶ用入力方法は、定型化されていない状況であり、ＵＩが
スマートＴＶの競争力として注目されている。かような点に照らし、本発明の入力システ
ムを、スマートＴＶの入力装置に適用する場合、現在スマートＴＶが要求するＵＩを具現
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することができる方法を提供するであろう。
本発明の情報入力システム及び方法は、単語を入力する場合だけではなく、所定の機能を
実行させるための場合にも適用される。
【０４２９】
ここで、所定機能の実行とは、スマートＴＶなどで、チャネルの選択、メニューの選択、
スマートフォン、タブレットＰＣ（personal computer）、デスクトップＰＣなどでの特
定プログラムの実行などをいう。
【０４３０】
特に、本発明は、スマートＴＶ用リモートコントローラに適用するときに有用である。
【０４３１】
以下では、スマートＴＶ用リモートコントローラに本発明が適用される場合を中心に、本
発明について説明する。
【０４３２】
本実施形態は、すでに実施形態１５で説明したモバイル機器が適用された単語予測入力シ
ステムを、スマートＴＶ用リモートコントローラに適用するものである。実施形態１５で
説明された単語予測入力方法は、スマートＴＶの文字入力方法にそのまま適用可能である
。スマートフォンの小さな画面が、スマートＴＶの大きい画面で代替されるのみ、その構
成では同一である。すなわち、スマートＴＶの画面に、仮想キーボードと入力ウィンドー
とを示し、それをキーパッドと対応させ、目は画面を注視していても、指の触覚だけで９
keyキーパッドの操作が可能であり、キーパッドを見ながらキー入力した後、入力結果を
ＴＶ画面で確認しなければならない不都合なしに、文字入力が容易に行われるのである。
さらには、本発明の文字入力システムは、スマートＴＶの制御方法も提供する。
【０４３３】
スマートＴＶは、画面がユーザから遠く離れており、スマートフォンのように、画面上の
アイコンあるいはメニューを、ユーザが直接指でタッチして制御することはできない。そ
のために、既存の一般ＴＶのように、リモートコントローラの移動キーを利用して、step
－down方式のメニューシステムを利用したり、あるいは個人用コンピュータのウィンドウ
ズ・システムのように、ＧＵＩ（graphic useri nterface）を構成し、ポインティング作
業で進めなければならない状況である。前者（step－down menu方式）は、スマートＴＶ
が、それ以上単純な放送視聴のためだけの機器ではなく、コンピュータと類似した環境を
有するものであるので、スマートＴＶに適用するのに限界があり、後者（ＧＵＩ：ウィン
ドウズ方式）の場合、マウスを利用してポインティング作業を行わなければならないが、
それもまた、遠距離でカーソルを精密に操作しなければならないという労苦を引き起こし
、歓迎されるものではない。
【０４３４】
かような背景で、本発明の入力システムは、マウス作業を、ＴＶチャネルを選択するよう
に、ボタンを何回か押す動作で代替し、文字入力だけではなく、スマートＴＶの制御も容
易にする方法を提供しようとするものである。
【０４３５】
ＧＵＩを代表する個人用コンピュータのウィンドウズ・システムは、全ての命令がメニュ
ーあるいはアイコンで代表される実行イメージを介して行われる。そして、かようなメニ
ューとアイコンは、それが意味する題目あるいはタグ（tag）が付いているものであるが
、本構成は、かような題目あるいはタグに該当する文字を入力して、メニューとアイコン
とを実行させるのである。
【０４３６】
具体的な実施形態の内容は、図面を参照して説明する。
【０４３７】
図９４は、本実施形態のシステムの構成を図示したブロック線図である。
【０４３８】
本発明の情報入力システムは、入力部１００１０、選択情報保存部１００２０、選択情報
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抽出部１００３０及び最終選択部１００４０を含んで構成される。
【０４３９】
入力部１００１０は、入力装置から、ユーザが選択したキーの情報を受信する。
【０４４０】
入力装置は、スマートフォンのように、端末機内で、画面出力によって具現することもで
き、ＴＶのリモコンのように、別途の装置で具現されもする。
【０４４１】
本実施形態で、入力装置の特徴は、複数個のキーが具備されており、少なくとも一部のキ
ーそれぞれには、複数個の情報が割り当てられているというものである。
【０４４２】
入力装置の一例は、図７６に図示された通りである。図７６の１番キーに、

「ａ」、「ｂ」、「ｃ」及び「１」が割り当てられているように、１、２、３、４、６、
７、８、９を示す各キーには、複数個の情報が割り当てられている。
【０４４３】
該入力装置は、前述のように、タッチパッドの方式で具現し、タッチだけで選択が感知さ
れるように具現することも可能であり、押しキー方式で具現し、それぞれのキーを押す方
式によって、選択が感知されもする。
【０４４４】
選択情報保存部１００２０は、所定機能を行うための選択情報が保存される。
【０４４５】
ここで、選択情報を介して実行させるための機能は、前述のように、放送チャネル、各種
プログラム、命令などの実行命令などが含まれる。
【０４４６】
かような選択情報を、いかなる方式で表現するかは、設計者が決定することであるが、一
般的に、チャネルを選択するときには、放送チャネルの名称が利用されるようにし、特定
プログラムを実行させるためには、そのプログラムの名称などが利用されることが望まし
いであろう。
【０４４７】
例えば、スマートＴＶのチャネルのうち、「ＫＢＳＴＶ再視聴」チャネルがあれば、選択
情報も、「ＫＢＳＴＶ再視聴」にすることが望ましいであろう。
【０４４８】
他の例で、マイクロソフト社の「ＭＳ word」（商標名）プログラムを実行させるためで
あるならば、選択情報を「ＭＳ word」にすることが望ましい。
【０４４９】
選択情報抽出部１００３０は、ユーザが入力したキー情報を利用して、ユーザ所望のもの
であると判断される可能な選択情報を抽出して画面に表示する。
【０４５０】
選択情報を抽出する方式は、ユーザが入力したキーに割り当てられた情報を組み合わせ、
選択情報保存部１００２０に保存されている選択情報と一部が一致する選択情報を抽出す
る方式である。
【０４５１】
詳細な内容は、後述する。
【０４５２】
選択情報が抽出されれば、選択情報抽出部１００３０は、抽出された選択情報を画面上に
表示する。
【０４５３】
画面上に表示する方法は、抽出された選択情報のリストを出力するための別途のウィンド
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ーを呼び出す方式で行うこともでき、ＧＵＩ上で、当該アイコンの色相などを変更する方
式にアイコンの状態を変更し、ユーザに抽出された選択情報を知らせる方式にすることも
できる。
【０４５４】
このとき、選択情報が複数個である場合には、選択情報と共に、区分情報を共に出力し、
ユーザが最終選択するときに利用させることが望ましい。
【０４５５】
区分情報は、英文字、ハングル子母音、数字など、入力装置の各キーに割り当てられてい
る情報を利用して、ユーザがキーパッドなどの入力装置を利用して選択することが望まし
い。
【０４５６】
最終選択部１００４０は、抽出された選択情報のうち、最終的に選択された選択情報を抽
出する。
【０４５７】
最終選択された選択情報を抽出する方式は、まず、最終選択のためのモードに入った後、
ユーザが、入力装置を介して区分情報をキー入力すれば、そのキー入力された区分情報に
該当する選択情報が最終選択された選択情報として抽出される方式がある。
【０４５８】
もし抽出された選択情報が、一つだけであるならば、あえてこの過程を経ずとも、所定時
間の間、ユーザのキー入力がなければ、自動的に抽出された選択情報が最終選択された最
終情報として抽出される。
【０４５９】
このように、選択情報が最終的に抽出されれば、それに該当する機能が実行され、ユーザ
は、簡単なキー入力だけで、自分が所望する情報をスマートＴＶなど端末機に伝達するこ
とができる。
【０４６０】
図９５は、本実施形態の方法を図示したフローチャートである。
【０４６１】
まず、入力部１００１０は、入力装置からユーザが選択したキーの情報を受信する（１０
００１）。
【０４６２】
入力装置は、スマートフォンのように、端末機内で、画面出力によって具現することもで
き、ＴＶのリモコンのように、別途の装置で具現されもし、複数個のキーが具備されてお
り、少なくとも一部のキーそれぞれには、複数個の情報が割り当てられているという点は
、前述の通りである。
【０４６３】
また、入力装置は、タッチパッド方式、押しキー方式など、多様な方式で選択を感知する
ことができるという点も、前述の通りである。
【０４６４】
選択情報抽出部１００３０は、ユーザが入力したキー情報を利用して、ユーザ所望のもの
であると判断される可能な選択情報を抽出し、画面に表示する（１０００２）。
【０４６５】
選択情報を抽出する方式は、ユーザが入力したキーに割り当てられた情報を組み合わせ、
選択情報保存部１００２０に保存されている選択情報と一部が一致する選択情報を抽出す
る方式という点は、前述の通りである。
【０４６６】
ユーザが、１つのキーだけで入力した場合には、そのキーに割り当てられた情報が含まれ
た選択情報、あるいはそのキーに割り当てられた情報で始まる選択情報が抽出されるよう
にし、複数個のキーを入力した場合には、選択されたキーの順に、それぞれ選択されたキ
ーに割り当てられた情報を組み合わせ、その組み合わされた単語と一部が一致する選択情
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報として抽出する。
【０４６７】
画面上に表示する方法は、抽出された選択情報のリストを出力するための別途のウィンド
ーを呼び出す方式にすることもでき、ＧＵＩ上で、当該アイコンの色相などを変更する方
式にアイコンの状態を変更し、ユーザに抽出された選択情報を知らせる方式にすることも
でき、選択情報が複数個である場合には、選択情報と共に、区分情報を共に出力し、ユー
ザが最終選択するときに利用されもするいう点は、前述の通りである。
【０４６８】
区分情報は、英文字、ハングル子母音、数字など、入力装置の各キーに割り当てられてい
る情報を利用して、ユーザがキーパッドなどの入力装置を利用して選択されることが望ま
しい。
【０４６９】
もし抽出された選択情報が一つである場合には、所定時間の間、ユーザのキー入力がなけ
れば（１０００３）、最終選択部１００４０は、抽出された選択情報が、最終的に選択さ
れた選択情報であると見なし（１０００７）、その選択情報に対応する機能を実行させる
ことができる（１０００６）。かような方式は、選択的に適用され、抽出された選択情報
が一つである場合にも、後述する方法によって、最終選択される選択情報が抽出される。
【０４７０】
選択情報が複数個抽出された場合には（一つである場合にも、適用可能）、最終選択部１
００４０は、最終選択をするためのモードに入るためのキーが選択されたか否かを確認し
（１０００４）、最終選択のためのモードに入った場合には、最終的な選択を受け（１０
００５）、対応する機能が実行される（１０００６）。
【０４７１】
このとき、最終的な選択は、ユーザが入力装置を介して、区分情報をキー入力すれば、そ
のキー入力された区分情報に該当する選択情報が、最終選択された選択情報として抽出さ
れる方式が利用されもする。
【０４７２】
最終的に選択された選択情報が抽出された後には、自動的にその機能が実行され、入力装
置に、別途の実行機能が割り当てられたキーを具備し、それを介して、その選択情報に該
当する機能が実行されてもよい。
【０４７３】
さらに詳細な内容について、具体的な画面を介して説明する。
【０４７４】
図７６は、本発明で利用される入力装置の一例について説明したものである。
【０４７５】
図７６で、１番キー、２番キー、３番キー、４番キー、６番キー、７番キー、８番キー、
９番キーには、それぞれ複数の情報が割り当てられており、５番キーには、数字「５」と
実行機能とが割り当てられている場合である。
【０４７６】
例えば、図７７のようなＴＶ画面上のアイコンのうち、「Facebook」を実行させようとす
れば、図７８のように、「Facebook」の初字である「ｆ」に該当する「ｄｅｆ」キーを押
せば、画面上で「ｄｅｆ」キーで予測されるアイコンは「Facebook」しかないので、図７
９のように「Facebook」のアイコン７９０１が反転されて活性化される。
【０４７７】
この状態で、図８０のように、マウス実行機能が割り当てられたボタンに該当する「５」
番キーを押すか、あるいは所定時間待機すれば、図８１のように「Facebook」が実行され
るのである。
【０４７８】
図７６は、本構成の内容について説明するために、制限された数の実行アイコンを有する
場合を例に挙げて説明したものであるので、図７６では、１回のボタン押し動作で実行ア
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【０４７９】
実際、それらスマートＴＶに適用されるウィンドウズ・システムでは、メニューアイテム
と実行アイコンとの個数は、図７６に示されるものさらに多くなるであろう。それにもか
かわらず、それらメニューアイテムと実行アイコンとの数は、１００個を超えないであろ
うから、それらメニューアイテムと実行アイコンとに該当する題目あるいはタグを、９ke
yキーボードに利用した単語予測入力方法で入力する場合、２回ほどのキー入力で、メニ
ュー項目や実行アイコンの選択が行われるのである。それは、ウィンドウズ・システムで
実行させなければならないメニューやアイコンの上にカーソルをマウスで正確に位置させ
る作業が、ただ２回のボタン押し動作で解決されることを意味する。
以上で述べたように、本構成は、核心要素は、単語予測入力方法を文字入力だけではなく
、文字列に該当するメニュー項目と実行アイコンの題目とを入力する方法に活用するもの
であり、キーパッド中央の「５」番キーが、メニューアイテムの実行ボタンとしての機能
だけではなく、多様な付加機能を行うことが可能になる。
【０４８０】
例えば、メニューアイテムと実行アイコンの題目とが入力される前に、「５」番キーを押
すとき、状況に合う隠されたメニューを画面に表示させるならば、スマートＴＶを容易に
制御することができるユーザ利便性をさらに向上させることが可能になる。ボリューム調
節とチャネル変更とを隠されたメニュー項目で処理し、「５」番キーを押したとき、それ
らボリューム調節アイコンとチャネル調整アイコンとを画面に示して制御することができ
るのである。
【０４８１】
かような状況を示すものが、図８２ないし図８４であり、スマートＴＶで映画を視聴して
いる場面である。画面上には、何らのメニューアイテムや実行アイコンが示されていない
。このとき「５」番キーを押せば（図８３）、画面に隠されたメニュー項目（明るさ調節
、チャネル調整、ボリューム調節、あるいはそれらアイテムのon／offを調節する全体的
な設定メニューを示すこともできる）が表示され（図８４）、別途のボリューム調節ある
いはチャネル調整ボタンなしにも、ボリューム調節とチャネル変更とが可能になるのであ
る。
【０４８２】
図８４には、かような方法について説明するために、ボリューム調節メニューだけ隠しメ
ニュー項目として示している。かような「５」番キーの多様な機能遂行は、指が９keyを
外れずとも、スマートＴＶ操作に必要な動作を行うので、指は常に「５」番キーを中心に
、周辺キーの位置を容易に把握し、目は常に画面を注視することができるのである。
【０４８３】
本構成が、リモートコントローラに適用するための図７６に示されるキーパッドには、英
文、ハングル、数字が、それぞれのキーに印刷されている。実際に、韓国と同様に、多く
の国々が各国の言葉と外来語（主に、英語）とを共に使用するが、スマートＴＶのメニュ
ーアイテムや実行アイコンも、固有言語（ハングル）単独だけでは表記されない場合も多
い。さらには、数字及び記号を含むメニューアイテムと実行アイコンとがあるので、それ
を考慮し、スマートＴＶのメニューアイテム及び実行アイコンの題目を、単語予測方法で
入力するためのキー入力順の原理が表３及び表４に示されている。
【０４８４】
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【表３】

【０４８５】
【表４】

【０４８６】
表３から分かるように、単語予測入力のためのキーマッピング（それぞれのキーに連結さ
れる文字群）が英語だけではなく、ハングル子母と数字とを含む。表３のキーマッピング
による文字入力及びメニューアイテム（あるいはアイコン）実行に必要なキー入力順が表
４に示されている。
【０４８７】
ハングル単語

の場合、単語予測入力方法で入力しようとする場合、キー入力順では「１６３６」になり
、かようなキー入力順がなされれば、本発明の１３番目の構成により、予測単語リストに
表示される

を選択入力する。英単語「open」の場合、すでに知られているように、「６７２６」のキ
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ー入力順でキー入力すれば、予測単語リストに示されて選択／入力されるのである。
【０４８８】
文字入力と異なり、メニューアイテム及び実行アイコン実行のためのキー入力順は、表４
の「ＫＢＳＴＶ再視聴」のように、キー入力が不可能な「space」は、キー入力順で省略
され、９個のキーで「ＫＢＳＴＶ再視聴」を実行させるのである。同様に、「ＫＢＳ－ｉ
 １２３４５６７８９０」のように、記号（「－」：ハイフン）を含む場合も、キー入力
順から記号を除外させ、９個のキーで、記号を含むメニューアイテムを実行させる。
【０４８９】
そして、数字入力の利便性のために、「５」番キーのキー入力は、数字だけではなく、そ
の他付加機能を担当するので、それもまた、キー入力順から除外させることもできるが、
「５」番キーを長く押し、数字「５」が入力されるようにすれば、キー入力順に含めるこ
ともできる。従って、数字「５」を含むメニューアイテムは、２つのキー入力順を可能に
し、ユーザが「５」番キーを長く押して入力しようとも無視しようとも、「５」を含むメ
ニューアイテムが実行される。
【０４９０】
図７６では、１回のキー押し動作で、実行アイコンの実行が進められた。しかし、メニュ
ーアイテムや実行アイコンの題目が、同一のキー入力順を有する場合がある。
【０４９１】
例えば、図８６の「ＫＢＳＴＶ再視聴」と「ＫＢＳ News ２４」は、最初の句節は、「Ｋ
ＢＳ」であって同一であるから、この２つの実行アイコンを区分するために、「ＫＢＳ」
の入力は、本構成の利便性向上という面では不適である。従って、それらのように、同一
のメニュー題目を有するメニューを簡単に区分して実行させる方法が、図８７以下に示さ
れる。
【０４９２】
図８７のように、初字である「Ｋ」を入力すれば、画面の実行アイコン３個が活性化され
る（図８８）。「ＫＢＳＴＶ再視聴」と「ＫＢＳ News ２４」は、初字が「Ｋ」であるの
で活性化され（図８８のように、画面で太い白枠で表示される）、「ログアウト」メニュ
ーも活性化されるが、その理由は、ハングル子音

で始まるためである。多数の活性化されたメニューアイテムは、番号のような区分情報が
付与され、その番号を利用して、キー入力を縮めることが可能になる。かような短縮方法
は、次の通りである。
【０４９３】
図８８の活性化されたメニューのうち、視聴しようとするメニューが、「ＫＢＳ News ２
４」である場合、キー入力を止めるために、メニュー実行キーである「５」番キーを押せ
ば（図８９）、活性化されたメニューの題目は隠され、その代わりに番号を選択すること
ができる状態に転換される（図９０）。この状態で、「ＫＢＳ News ２４」に付された番
号「２」８８０２に該当する「２」番キーを押せば（図９１）、「ＫＢＳ News ２４」が
実行されるのである（図９２）。すなわち、３回のキー押しで、メニュー項目が実行され
る簡単な方法が提供されるのである。
【０４９４】
もしメニュー選択のための最初のキー入力で活性化されるメニューアイテムが、１０個（
「０」番キーと「５」番キーとを利用せずに、残りのキーで選択が可能な８個が望ましい
）より多い場合は、活性化メニューに番号を表記しないように設定し、ユーザがキー入力
をさらに進めることが望ましい。活性化メニューに番号が付されていない状態で、ユーザ
が「５」番キーを押す場合は、何らの実行もなされない代わりに、画面に追加的なキー入
力が必要であるというメッセージを表示することも望ましい。
【０４９５】
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選択するためのキー入力が行われたとき、活性化されるメニューアイテムが１つである場
合は、「５」番キーが活性化メニュー実行キーとして作動し、活性化メニューが２以上で
ある場合は、「５」番キーが、最終選択のための活性化メニューの番号を選択／入力する
機能キーの役割を行う。
【０４９６】
かような「５」番キーの機能は、タッチ式入力装置で、単語予測入力方法を文字で入力す
るとき、入力しようとする単語が、予測単語リストの最初の単語である場合、「５」番キ
ーのみをタッチしても入力され、最初の単語ではない場合、「５」番キーをタッチした状
態で、ドラッグ動作で、予測単語が指定されたキーに移動して入力する場合と類似した原
理である。
【０４９７】
図７６に示されるリモートコントローラ・キーパッドの場合、「０」番キーは、「５」番
キーと同様に円形になっているが、それもまた、指が「０」番キーの位置を容易に把握す
るように適用されたものである。形態は、円形に限られるものではなく、「５」番キーと
「０」番キーとが周囲のキーから区分される形態や様態であればよい。「０」番キーが数
字「０」の入力だけではなく、「後戻り」あるいは、「活性ウィンドー閉じ」の機能を遂
行するならば、プログラムの実行／終了がさらに容易になる。すなわち、９キーで実行を
専門的に担当する場合、実行中のプログラムの制御は、９キー内で行われるので、全面的
に指に一任するので、視野は、スマートＴＶ画面に固定される。そして、それ以上プログ
ラムの実行が必要ではない状況では、視野が画面に留まっておらずともよいので、９キー
を外れた「０」番キーを操作しても無理がないので、「０」番キーの隠し（後戻り）ある
いは閉じ（終了）の機能を行うことは、リモートコントローラの利便性をさらに増大させ
る。
【０４９８】
以上で説明した本発明の入力システムを、リモートコントローラに適用し、文字入力では
ない実行命令入力機能を担当させ、スマートＴＶのＵＩ構成が画期的に簡便になって便利
になり、図７６に示されるキーパッドには、９キーの上下に、６個の追加ボタンがあるが
、それらボタンをスマートＴＶ制御に活用すれば、さらに多様で便利な機能を行うことが
できるのである。例えば、文字入力機能とメニューアイテム実行機能との転換を担当する
モード変換機能などを担当させる方法である。
【０４９９】
本発明の前記方法はまた、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に、コンピュータで読
み取り可能なコードとして具現することが可能である。コンピュータで読み取り可能な記
録媒体は、コンピュータ・システムによって読み取り可能なデータが保存される全ての種
類の記録装置を含む。コンピュータで読み取り可能な記録媒体の例としては、ＲＯＭ（re
ad-only memory）、ＲＡＭ（random-access memory）、ＣＤ（compact disc）－ＲＯＭ、
磁気テープ、フロッピーディスク、光データ保存装置などがある。また、コンピュータで
読み取り可能な記録媒体は、ネットワークに連結されたコンピュータ・システムに分散さ
れ、分散方式でコンピュータで読み取り可能なコードが保存されて実行される。
【産業上の利用可能性】
【０５００】
  本発明は、小型デジタル機器の入力装置として使用が可能である。
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